
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺は和泉いずみ正まさ宗むね。十七歳の高校二年生。

　学校に通いながらライトノベルを書いている兼業作家だ。

　ペンネームは、和泉いずみマサムネ。

　諸事情あって、数年前から、引きこもりの妹と暮らしていた。

　そんな生活に、ある日、大きな変化があった。

　俺は、妹の『隠された秘密』を知ってしまう。

　俺の小説の挿絵を描いてくれているイラストレーター『エロマンガ先生』。

　その人こそが、俺の妹・和泉いずみ紗さ霧ぎりだったのだ。

　──そんな『これまでのあらすじ』を、何度繰り返したことだろう。

　十回？　いや、もっとか。

　さすがに、うんざりされてしまっているかもしれないな。

　だけど今回ばかりは、じっくりとやらせて欲しい。

　きっと、最後になるだろうから。

『俺と紗さ霧ぎりの物語』。いや『俺たちの物語』は、佳境を迎えようとしている。

　ＲＰＧで例えるなら、ラストダンジョン直前にある最後の街。

　一時の休息。

　嵐の前の静けさ。

　とまぁ、そんな感じだ。

　まずは現状を思い出してもらおうか。ゆっくりと、少しずつな。

　季節は冬、十二月。

　冬コミ直後のあのときから。

　俺たちの物語を、再開しよう。







　五ご反たん野の駅えきから出ると、十二月の寒風が頰を刺した。

　俺の隣を歩くエルフが、ぐーっと両腕を伸ばす。

「いや～、地元に帰ってきた！　って感じするわね！」

「そういや、おまえが越してきてから、けっこう経たつものな」

「ま、ねー。わたしもすっかり、立派な足あ立だち区く民みんよ」

　海外からやってきた彼女が、この町を『地元』だと感じてくれるのは、幼い頃からずっと住んでいた俺にとっては、嬉うれしいことだった。

　山やま田だエルフ。金髪巻き髪の美少女。暖かそうなコート姿が、よく似合っている。

　彼女は、俺たち兄きよう妹だいにとって、とても特別な存在だ。

　同業者であり、尊敬する先輩であり、最強の好敵手であり、騒がしい隣人であり。

　もっとも近しい親友であり。

　そして、




　──両方、わたしのものにするのよ。




『俺たち兄きよう妹だいをまるごと手に入れる』と豪語して憚はばからない、恋敵でもある。

　紗さ霧ぎりにとっても、俺にとっても、恋敵だ。

　奇妙だがな。

　あまりにも型破りすぎて、なんと言っていいものやら。本当にわからない。

　ただ、ひとつだけ、はっきりと宣言しておこう。

　俺は紗さ霧ぎりが一番好きだ。世界で──いや、宇宙で一番好きだ。

　ひとりとだけ、紗さ霧ぎりとだけ、恋をしたい。

　それが和泉いずみ正まさ宗むねの恋愛観だ。

　断じて変えるつもりはない。

　たとえエルフが、どんなに魅力的な女の子だとしても。

　たとえ紗さ霧ぎりが、『そういうのもアリかも』みたいなコトを言い出そうとも。

　俺は、決して、ほだされたりはしない。

「マサムネ。家に手作りケーキを用意してあるから、期待していて頂戴」

「そりゃいいや。けど、あんまり甘すぎると」

「紗さ霧ぎりが食べられない、でしょ？　わかってるわ」

「さすがだな」

　察しが良くて、気が利きいて、俺たちのことを誰よりも理解してくれている女の子。

「実は今朝、わたしと紗さ霧ぎりとで作ったの。へへー、あんたに食べさせてあげたくて」

「………………」

「ほら、今月って慌ただしかったから、クリスマスパーティも、紗さ霧ぎりの誕生パーティも、まだちゃんとしたのはやってなかったでしょ？　だから──」

　エルフは、当たり前のように、いつもの笑顔を俺に向けて、




「今日がクリスマスで、冬コミの打ち上げで、紗さ霧ぎりの誕生日」




「なぁんて、どうかしら？」

「……………………」

　決して！　ほだされたりしないぞ！

「マサムネ～？　なぁに黙ってんのよ」

「いやすまん……それでいこう」

　熱く茹ゆだった頭で、迷わず答える。

『山やま田だエルフの提案』は、俺たちにとって、幸福で、良いいものに決まっているから。




　五ご反たん野の駅えきから、俺たちの家へ。

　向かう道中、並んで歩く俺とエルフに、後ろから声が掛かった。

「なあ、おふたりさん」

「どうしたの、アメリア？」

　振り向いたエルフが、ツインテールの少女に向かって答える。

　ワイルドな印象の彼女は、イラストレーターのアルミ先生。

　本名は、アメリア・アルメリア。

　エルフの昔からの親友だ。

　凄すご腕うでのイラストレーターというだけでなく、様々な創作活動で活躍する、超多才マルチタレントな女性である。そんな彼女は、何故か俺たちの会話に混ざらず、後ろを歩いていたのだが──

　ふと、焦あせった口調でこう言った。

「いつの間にか、ムラマサ先生いなくなってね？」

「「……えっ？」」

　ぽかんとした顔をさらす、俺＆エルフ。

　立ち止まり、周囲をくるりと見回しながら、状況を整理する。

　俺たちは今日、俺・エルフ・アルミ・紗さ霧ぎり（タブレットを使った遠隔ではあるが）の四人で、冬コミにサークル参加した。

　イラスト付き小説本を頒布して、首尾良く完売させて、黒字になって。

　そこでムラマサ先輩と合流し、いまはイベントの帰り道ってわけ。

　みんな一緒に、エルフんちへと移動しているところだ。

　なのに、いつの間にやら、ムラマサ先輩の姿が消えている。

　周囲を探しても、和装の黒髪美少女たる先輩の姿は見つからない。不安な声で皆に問う。

「なあ……ムラマサ先輩を最後に見たのって、いつ？」

「最後の乗り換えのときは、いたわよ」

「なら、電車には一緒に乗ったってことだよな？　じゃあ、どこではぐれたんだ……？」

　必死で思い出そうとする俺たち。

　エルフが、こんな証言をする。

「五ご反たん野ので降りたあとは見てないわ。車内であいつがなにやってたか、マサムネあんた、覚えてる？」

「いや……そういえば、まったく話しかけられた記憶がない」

　いつもなら、めちゃくちゃ話しかけてくるのに。

　まるで子犬のように、激しい構ってオーラを放ちながらさ。

　俺の返答に、エルフは眉をひそめた。

「そう、わたしも、車内でムラマサと話した覚えがないわ。アメリアはどう？」

「同人誌読んでんの見たぞ。冬コミであげたやつ」

「「あ」」

　一瞬にしてすべてを察した俺たちは、駆け足で駅へと戻るのであった。




「貴様らヒドすぎるだろう！　なぜ私を車内に置き去りにしたのだぁ！」




　しばらく後。五ご反たん野の駅えきの改札口そばにて。

　俺たちに向かって半泣きで怒鳴る、ムラマサ先輩の姿があった。

「読書に集中していて、ふと気付けば竹たけノ塚つかだったのだぞ！　ずーっとマサムネ君に話しかけてるつもりで、実は見知らぬ幼児に話しかけていたことが発覚したのだぞ！　親御さんに声を掛けられなかったら、そのまま終点まで行っていたかもしれん！」

　つい、想像してしまう。

　視線を同人誌に落としたまま、無関係の親子連れに向かって、

『マサムネ君！　マサムネ君！』と、無邪気に話しかけるムラマサ先輩。

　完全に不審者だった。一歩間違えれば、妖怪や都市伝説の類いだろう。

　俺は、内心笑いそうになりながらも、申し訳ない気持ちを込めて詫わびる。

「ごめん先輩。まさか付いてきてないとは……」

「だって、はぐれるとは思わないじゃない。お子ちゃまじゃないんだから……わたしたち悪くないでしょ」

　エルフが呆あきれたように言って、先輩の怒りに、さらなる薪をくべていく。

「ぐぬぬっ……」

　歯を食いしばり赤くなる姿が、唯ただ々ただ愛らしい。

　この黒髪和装の美少女は、千せん寿じゆムラマサ先輩。

　彼女もまた、俺たち兄きよう妹だいにとって、大切な存在だ。

　一千万部を優に超える部数を誇る大作家であり。

　偉大なる同業の先輩であり。

　エルフと並ぶ親友であり。

　ライトノベル作家・和泉いずみマサムネの熱狂的な大ファンであり。

　かつて俺に、好きだと告白してくれた人でもある。

　そして、見てのとおり、可か愛わいらしい年下の少女でもあった。

　赤面するムラマサ先輩に、エルフが問う。

「てか、ムラマサ。あんたが読んでた同人誌ってさあ……会場で読み終わってなかったっけ？」

「読み返していたに決まっているだろう？」

「家でやりなさいよ」

「我慢できるわけがないだろう？　本が手元にあるというのに」

「さも当たり前みてーに言うからな、この人」

　アルミが呆あきれ半分で苦笑して、

「ハハ、ムラマサ先生と旅行に行ったら、途中でいなくなりそうだぜ」

「ふん、貴様と旅行に行く予定などない」

「ふーん、エロマンガ先生──紗さ霧ぎりが遠出できるようになったら、みんなで行こうと思ってたんだけど。ムラマサ先生は行かないかー、そっかー、ざんねーん」

「除のけ者ものにするのはやめろぉ！　冬コミに誘われなかった傷口が開くではないかぁ！」

「おいアルミ、ムラマサ先輩に意地悪すんなよ」

「きひひ、いやつい。楽しくて」

　大好きな子をいじめるの、好きだもんなアンタ。

　解説すると──

　冬コミに参加するにあたって、俺たちはムラマサ先輩をあえて誘わなかった。

　俺たちが、千せん寿じゆムラマサの、足手まといになる。

　そんな内緒の理由でだ。

　それでさっきから、『自分だけ除のけ者ものにされた』とイジけているのだった。

　本当の理由を教えるわけにもいかんから、誤解を解けずにいるってわけ。

　……段々と、思い出してきただろうか？

　俺たちのことを。

　和泉いずみマサムネと和泉いずみ紗さ霧ぎりが体験してきた、数々の物語を。

　もしもまだ忘れている、というのなら、安心して欲しい。

「とにかく、無事に全員揃そろったんだ。早く帰ろうぜ」

「そーね。早く行ってあげましょう」

　きっと、すぐに思い出す。

　エロマンガ先生と会えたなら。




「「紗さ霧ぎりのところへ」」







　五ご反たん野の駅えきから、しばし歩き……俺たち兄きよう妹だいが住まう和泉いずみ家けと、その隣に──山やま田だ邸ていが見えてきた。家主であるエルフが『クリスタルパレス』なんて呼んでいる豪邸だ。

　最近、俺と紗さ霧ぎりは、このクリスタルパレスにお泊まりしているのであった。

　すぐ隣が自宅なわけで、行ったり来たり、こっちで寝たり、あっちで寝たり。

　そんな感じの日々だけどな。

　──と、ここまで聞いて、驚く人もいるかもしれない。

　あの人見知りで、ずっと引きこもりだった紗さ霧ぎりが、友達の家にお泊まり中だというのだから。

　そう。

　紗さ霧ぎりの引きこもりは、ここ最近、急速に改善されつつある。もちろん本人の努力が一番の要因だが、最後に背を押してくれたのは、エルフだった。

　ずっと紗さ霧ぎりの兄をやってきた俺としては、嬉うれしくもあり、悔しくもあり。

　俺は、複雑な想おもいを抱え、山やま田だ邸ていを見やる。すると、

「兄さん！　エルフちゃん！　アルミちゃん！　──ムラマサちゃんも！」

　クリスタルパレスの窓から、俺たちに向かって。

　宇宙一の美少女が、笑顔で手を振っている。

「おかえり！」

　和泉いずみ紗さ霧ぎり。

　俺の彼女で、将来を約束した人で、頼りになる相棒で、初めてのファンで──

「ただいま！　エロマンガ先生！」

「そんな名前のひとはしらないっ！」

　俺の妹だ。




　山やま田だ邸ていのリビングで、パーティが始まった。

「「誕生日おめでとう、紗さ霧ぎり」」

「えへへ……ありがとう」

　紗さ霧ぎりは、皆の中心で、照れくさそうにしている。

「みんなも、冬コミお疲れ様。完売と黒字、おめでとう」

「当然っ！　このわたしのサークルだもの！　紗さ霧ぎりも含めてね！」

　得意げに胸を張るエルフ。

「儲もうけは微々たるもんだけどな」

　アルミが茶化す。実際、冬コミで俺たちが得た利益は、このパーティ代で使い切ってしまいそうなほどの額だった。

「お金のために参加したわけじゃない、とはいえ──せっかく来てくれたファンたちには、申し訳なかったわね」

「今回で実績できたわけだし、次は、部数を増やした方がいいだろな」

「次は、必ず私も誘うように！　こんな面白そうな企画を、私にだけ教えぬなどと……意地悪にもほどがある！」

　ムラマサ先輩、相当根に持っているらしい。

　そんな彼女であったが、荒ぶっていても、ケーキをつかむ箸使いが美しい。

　ほとんどフォークを使わないんだよな、この人。

「む、貴様ら、なにを笑っているのだ。私は怒っているのだぞ？」

「はは、ごめん先輩」

「でもね、笑っちゃうのもしょーがないの。理由は教えないけど」

　いまの会話のやり取り。

　──私も誘うように。

　という、台詞せりふ。

　俺たちの作家としての実力を、尊敬する千せん寿じゆムラマサに、認めてもらったってことだから。

　エルフと気持ちを共有し、顔を合わせて笑い合う。

「ま、また二人だけでわかり合ったように……！」

「まぁまぁ、めでたい日なんだから、そー怒んなって」

　アルミが、グラス片手にムラマサ先輩を宥なだめてくれる。

「カンパイしよーぜ、メリークリスマス！」

「「メリークリスマス！」」

　やけくそ気味の声が揃そろう。

　今日は、紗さ霧ぎりの誕生日会で、冬コミの打ち上げパーティで、クリスマスパーティなのだ。

　アレコレ盛りすぎて、もはやなんだかわからんな。

　ま、楽しけりゃ──紗さ霧ぎりが喜ぶなら、なんでもいいか。

「はい、紗さ霧ぎり。わたしたちからの誕生日プレゼント！」

　エルフが、身を乗り出して、紗さ霧ぎりに紙袋を差し出す。

「えっ……プレゼント？　ほんとの誕生日にももらったから……何度ももらえない」

「いいのよ！　中、見てみなさい。ぜーったい喜ぶから！」

「えぇ……？」

　紗さ霧ぎりは困惑した様子でプレゼントを受け取り、中をあらため──

「おほ～～～～～～～～～～～ッ♡」

　美少女らしからぬ歓声を上げた。

　重要アイテムを入手したリンクのような仕草で、紙袋を掲げる紗さ霧ぎり。

　両目に♡ハートマークが見える。

　喜んでもらえて嬉うれしい──って、さすがに引くわ！　俺は、冷や汗をかいて言ったものだ。

「それ──そんなんなるほどか？」

「なるほどだもん！　嬉うれしぃ～～～～～～～～～～♡　頼んでた同人誌、ちゃんと買ってきてくれたんだっ！」

　ぎゅっと紙袋を抱きしめる紗さ霧ぎり。

　俺たちがプレゼントしたのは、冬コミで頒布されていた同人誌だった。

　現地に行けない紗さ霧ぎりに代わって、入手してきたものだ。

　もちろんすべて、未成年が読んでも問題ないやつだから、勘違いしないで欲しい。

「うへへへ……ずっとネットで目を付けてたコたちの現物が……ついに……」

　本当だ。噓うそじゃない。そこまでえっちな本を買い与えてはいない……！

　言動が完全におっさんだが、これがエロマンガ先生なのだからしょうがない。

　いつものことである。

　こんなザマでも、可か愛わいいからよし。喜んでいるならよし。

　俺は口元を緩めて、

「毎月、紗さ霧ぎりの誕生日があってもいいな」

「……相変わらずマサムネって、妹が絡からむと異常者になるわよね」

　失礼な。

「そういえば、紗さ霧ぎり。ひとつ提案があるんだが、聞いてくれるか？」

「……どうしたの、兄さん？」

　よだれを拭って、しれっとおすまし顔に戻る紗さ霧ぎり。

　そんな妹に、俺はこう切り出した。

「みんなで、初詣に行かないか？」

「みんなで……って。……私も？」

「もちろん」

「……いつもみたいに、遠隔で？」

「いいや、外に出て、一緒に」

「ふぇぇ……」

　驚いたように、紗さ霧ぎりは目を丸くする。俺は、優しく聞こえるように、

「だめかな？」

「む、むり！　たくさん人がいるところは……まだむり！」

　両目を><にして、激しく手を振る紗さ霧ぎり。想定どおりの反応だ。

「なら、『たくさん人がいない』ところなら？」

「……それなら大丈夫、かも……兄さんが一緒なら……。だ、だけど……」

「マサムネ君、『初詣に行くような場所で、たくさん人がいないところ』なんて、ないだろう？　元日は、どこも混み合っているはずだぞ」

　ムラマサ先輩が、常識的なツッコミを投げてくる。

「そうだな。だから──」

　俺は頷うなずき、悪いた戯ずらっぽく笑って言った。

「初詣は、明日行こう」

「マサムネ君？　明日はまだ今年だぞ？」

「わかってるよ先輩。……さっき、エルフが言ってくれただろ。今日は、紗さ霧ぎりの誕生日で、クリスマスで、冬コミだって。そういうことにしようってさ。だから、今年は今日で終わりにしよう。明日が一月一日ってことにしよう。明日なら──人は少ないだろうし、紗さ霧ぎりも一緒に初詣、行けるだろ？」

「兄さん……」

「っはは、締め切り迫ったときのエミリーみてーなこと言い始めたな」

「わたしに限らず、売れっ子ラノベ作家は、全員、時間を操作する異能力を持っているからね！　過去にタイムスリップして、原稿を完成させているのよ！」

　じゃあなんで、ちっとも新刊が発売されないラノベ作家が出てくるんだよ。

「初詣ね──マサムネにしては悪くない提案じゃない。くふふ……わたしにとって、今日は十月二十八日よ！　だけど明日は特別に、一月一日ということにしてあげるわ！」

　山やま田だエルフ大先生、すでに二ヶ月も現実逃避タイムスリツプしていやがる。

　締め切り絶対やばいだろ。だってのに、なんの罪悪感もなく遊ぶことができるこの精メン神タル。

　大物だ。見習いたくはないけども。

　そこでムラマサ先輩が、つん、と、肩を肩に当ててきた。

　妖よう艶えんに、俺を流し見て、

「マサムネ君、当然、私も誘うのだろうな？」

「もちろん。ムラマサ先輩を除のけ者ものにしたりはしないって」

「ならばよし。元々、年が明けたら遊びに来るつもりではあったのだ。数日、前倒しになってしまうくらい、なんてことはないとも」

「決まりね」

　エルフが、にやりと笑む。

　みんなの気遣いがありがたい──が、本人置き去りで盛り上がるわけにもいかない。

「紗さ霧ぎり、どうかな？　無理そうなら、別の案もあるから──」

「ううん」

　紗さ霧ぎりは、ゆっくりと首を横に振った。ふわりと笑って、

「行きたい、初詣。みんなと、一緒に」

「そっか」

　胸の熱さを覚えながら、微ほほ笑えみ返かえす。

「なら、行こうぜ。一緒に」

「うん！」

　そういうことになった。




　翌日。俺たちは、早朝、薄暗いうちから山やま田だ邸ていを出発する。

　冷たくも清すが々すがしい風が、さらりと肌を撫なでていく。

　ぐっと伸びをして、深呼吸。そこで、

「マサムネ！　おっまたせー！」

　晴れ着姿の女性陣が、玄関扉を開けて現れた。

　誰よりも和装が似合うムラマサ先輩はもちろん、派手な装よそおいのエルフも、がらりと女性らしい雰囲気になっているアルミも、強烈な魅力を周囲に振りまいていた。

　そして、その中でもさらに一ひと際きわ輝いている、晴れ着姿の紗さ霧ぎり。

　本物の天女みたいだった。水着姿を見たときも、よく似た比喩を使ったっけな。作家のくせに、語彙が少ないと怒られそうだが──天女なのだからしょうがない。

　和装の紗さ霧ぎり、マジ天女。

「すごいな、みんな、似合ってる。──紗さ霧ぎりが一番、だけどな」

「……ありがと、兄さん」

　俺が差し出した手を、紗さ霧ぎりが、恥ずかしそうに握る。

　ふたり、手をつないだまま、歩き出す。

　クリスタルパレスの門をくぐり、和泉いずみ家けを通り過ぎ。

　ゆっくりと、一歩ずつ。ずっと引きこもっていたあの部屋から、遠ざかっていく。

　一歩一歩に、重い意味が込められている。

「怖くないか？」

「だいじょうぶ、みんなと一緒だから」

「そか」

「兄さんが、すぐそばに、いるから。手、つないでるから」

「……そか」

　感慨深くて、涙が出そうだ。

　振り返れば、やや小さくなった和泉いずみ家け。この角を曲がれば、もう、見えなくなる。

　遠くまで来たものだ。

　俺たちの親が再婚して、和泉いずみ正まさ宗むねと和泉いずみ紗さ霧ぎりが兄きよう妹だいになって。

　大切な家族がいなくなって。義妹が、引きこもりになっちまって。

　エロマンガ先生の正体を知って。

　ふたり、夢を見た。

　そうしてふたり、ここまで来た。

「もうすぐ着くぜ、紗さ霧ぎり」

「うん」

　石鳥居を、くぐる。

　このあたりで、定番の初詣といえば、西にし新あら井い大だい師しあたりになるのだろうが。

　紗さ霧ぎりを連れていくのは、まだ難しい。電車デートは、もう少しだけお預けだ。

「さすがに誰もいないわね」

「あまり騒がぬようにしなければな」

「くふふ、あれがジャパニーズ〝狛こま犬いぬ〟ね！」

　人気のない境内を、エルフとムラマサ先輩が見回す。

　若干取材モードになっているのは、職業病だろう。

　数日早い初詣にやってきたのは、和泉いずみ家けのすぐ近くにある、慣れ親しんだ神社。

　高い建物が周囲になく、天を仰ぐと空が広い。

　雲はなく、薄暗い闇が夜明けの色に、じんわりと染まっていく。

　冬はつとめて。

　ふと、そんなフレーズが浮かんだ。

「なぁムラマサ先生。初詣って、どうやりゃいいの？」

「私の真ま似ねをするといい」

「マサムネ、紗さ霧ぎり、わたしたちも参拝しましょ」

　ぼーっとしているうちに、エルフたちが境内を先に進んでいる。

「兄さん、いこ」

「おう」

　俺たちは慌てて後を追い、皆が参拝するのを待つ。

「今回は特別よ。わたしは、あんたたちのためにお願い事を使ってあげるわ。うーん……そーねぇ、あんたたちふたりと、『世界妹セカイモ』アニメスタッフの健康をお願いしようかしら」

『世界妹セカイモ』──『世界で一番可か愛わいい妹』ってのは、和泉いずみマサムネ原作のライトノベルだ。

　四月にアニメの放送が予定されている。

「ありがとう、エルフちゃん」

　紗さ霧ぎりが自然な笑顔で礼を言う。

　外に出られるようになったとはいえ、まだまだ完治したとは言いがたい。

　慎重に紗さ霧ぎりの様子を見ていたが、いまのところ大丈夫そうだ。

　俺は、内心安あん堵どしつつ、エルフに問うた。

「おまえにしては回りくどい願い事だな。『アニメの成功』じゃあダメなのか？」

「作品って、神頼みで成功させるようなもんじゃないでしょ」

「言われてみりゃそうだな」

　前言撤回。実にエルフらしい願い事だった。

「……え、エルフちゃん。その、手に持ってる分厚い封筒なに？」

「お賽さい銭せんよ」
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「札束じゃねーか！」

　ありがたいけどやめろ！　まったくこいつは……隙を見せるとこういうことするからなあ。

　この前、俺の誕生日のときも、『一緒にこれやりましょう！』などと言って、ゲームを本体ごとプレゼントしてくれたことがあったっけ。

　金銭感覚が豪快すぎる。

　騒いでいると、参拝を済ませたムラマサ先輩とアルミが戻ってきた。

「おい漫ア画ル家ミ先生。なにをきょろきょろしている？」

「ん～、いや、絵馬ってやつを探してるんだけどよー」

「こんな朝から売り場が開いているわけがないだろう」

「まじで～？　楽しみにしてたのにさぁ」

　本気で残念そうに肩を落とすアルミ。その背を、エルフが叩たたく。

「まっかせなさいアメリア！　そんなこともあろーかと、あらかじめ絵馬を買っておいたわ！　家に戻ったら、みんなで書きましょ！」

「さすがエミリー！　愛してるぜ！」

「えっへへー、わたしもよ！」

「絵馬を書くのはいいが、それをどうするつもりだ？　改めて奉納しに行くのか？」

　ムラマサ先輩が問う。

「もちろん、わたしの部屋に飾るのよ。御ご利り益やくありそうじゃない？」

　山やま田だエルフ大先生の自己評価が、神仏の域に達していた。

「エルフの部屋に絵馬を奉納するってこと？　なんか、おまえに願い事するみたいじゃん」

「くふふ、この山やま田だ大明神に願いを言うがいいでおじゃる……叶かなえてやらんこともないぞよ？」

　公く家げめいたポーズで神を詐称するエルフ。

　そんな偽りの神に向かって、紗さ霧ぎりは瞑めい目もくし、両手を合わせ、

「ぱんつ脱ぐところ見せてください」

「神罰が落ちるぞよ！」

「兄さん！　エルフちゃんが叩たたいた！」

「……エロマンガ先生が悪いだろ」

「そんな名前のひとはしらないもん」

　まぁ、なんだな。

　今日、神社に絵馬がなくて本当によかった。




　神社を後にした俺たちは、山やま田だ邸ていへと帰途につく。

　家を出てから、俺と紗さ霧ぎりは、手をつないだままだ。

　大好きな彼女と手をつなぐ。毎回心臓が爆発しそうだったのは、過去のこと。

　いまは、穏やかで満ち足りた気持ち。もちろんドキドキはしているけれど。

　温かな幸福感が、ずっと続いている。真冬の冷気が、ちっとも気にならない。

　そんな道すがら。悠然と先頭を歩くエルフに、紗さ霧ぎりが声を掛ける。

「エルフちゃん？　家、通り過ぎちゃったけど、どこに行くの？」

「もちろん、荒あら川かわ土手よ」

　振り返り、得意げに胸を張るエルフ。一方、紗さ霧ぎりは首を傾かしげている。

「もちろんってゆわれても……エルフちゃんは、いつも説明が足りない」

「俺、たぶんわかったぞ」

「兄さん、ほんと？」

「ああ。──紗さ霧ぎり、初詣以外に、元日の朝にあるイベントといえば？」

「えぇ……っと……お雑煮を、食べる？」

「たくさん作ってあるから、帰ったら食べような？　他には？」

「おせちを食べる？」

「おせちなら、私が持ってきたぞ。自信作だから期待しておくといい」

　と、ムラマサ先輩。

　そういや、さっきエルフんちで、でかい重箱があるのを見かけたな。

　アレは、先輩の手作りおせちだったのか。

「もちろん、わたしも作ったわよ！　くふふ……これはムラマサと料理勝負をする流れね！」

「ふっ、面白い。エルフ──和食では負けん！」

　ばちばちと火花を散らしている。

　いやいや、おまえら、盛大に話題がそれてるからな。

「もしかして紗さ霧ぎり、腹減ったの？」

「……そんなことないもん」

　恥ずかしそうに、どん、と、靴裏で地面を叩たたく紗さ霧ぎり。

　聞き慣れた『床ドン』の音が、隠された本音を告げてくる。

「な、なに笑ってるの？　違うってゆってるのに……！」

「すまんすまん。朝メシ、もうちょいだけ待ってくれ」

　もったいぶるのはやめて、本題を告げよう。

　まだ日の昇り切らない空を見上げ、

「せっかく『元日の早朝』、外に出たんだ」




「初日の出、見に行こうぜ」




　今日が年明け前だなんて、無粋な考えは、もうすっかり忘れていた。







　土手へと向かう歩道橋を、みんなで渡る。

　幼い頃から、幾度となく上った階段。渡った橋。

　行き交う車と騒音。排気ガスのにおい。

　別に観光名所でもなんでもない。

　ここで犬の糞ふんを踏んだことだってあるし、汚い印象すらある。

　地元民に町のイメージカラーを問うたなら、きっと灰色と答えるだろう。

　灰色の町にある、ありふれた歩道橋も、俺にとっては、魂に染しみついた故郷の景色だ。

　歩道橋を渡り終え、土手へと至る。

「もう日が昇ってきちゃってるわね」

「あっちゃ……決定的瞬間を逃したかもなぁ」

　残念がるエルフとアルミに、俺は言う。

「いまくらいがちょうどいいんだ」

「何な故ぜだ？　マサムネくん」

「ほら」

　俺は歩む足を止め、前を指差した。

　紗さ霧ぎりが、俺の手を強く握る。

「わぁ……」

　見下ろす水面が、朝焼けを映して輝いていた。

　ここから眺める、夕焼けと朝焼けは、町の宝物だと思う。

「思い出の場所なんだ。家族との」

「兄さんの……お父さんと、お母さん」

「うん。それと……紗さ霧ぎりとの」

「えっ……？」

　急に言われたって、わからないよな。

「悩んだときは、よく……ここに来てたんだ。大事なことを決めるのは、いつだってここだった。あの春……あの人に、メールしたのも」

「……………………」

　俺が口にしたのは、会話としては成立しない、不十分な言葉。

　だけど、いつのことか、なんて。

　言わなくたって、きっと伝わる。

「そっか」

「今日、また思い出が増えたよ」

「ふふ」

　ぎゅ、と掌てのひらが、握られる感触。

「マサムネ」

　紗さ霧ぎりは、俺を、そう呼んだ。

　彼氏彼女の関係になったときに呼んだ『正まさ宗むね』とは、ニュアンスが違う。

「ちょっとだけ、昔に戻ってみようぜ」

　あの頃と同じ、成人男性めいた口調。

　とても懐なつかしい感触だった。

「どうしろってんだ？」

「自分で言ってたろ？　思い出話をしてくれたとき、恥ずかしそうにさ」

「ああ」

　それでわかった。

　当時の俺は、いまよりもずぅ～～～～～っとアホで、ガキで、向こう見ずで。

　がむしゃらで、熱血で、ひたすらに真まっ直すぐだった。

　勇者マサムネの名に相応ふさわしい、大馬鹿野郎だった。

　──ああ、そうだな。

　ガキのくせに『プロのラノベ作家になる』って大口叩たたいたあいつなら、この状況で、アレをやらないわけがない。

「よし、やるか」

「やろう」

　顔を見合わせ、ひと笑い。

　それから、輝く朝焼けに向かって、大きく息を吸い込んで──




「「『世界妹セカイモ』のアニメ！　ぜぇ～～～～～～～ったい、成功させるぞ～～～～～～っ！」」




　二人で叫んだ。

「ははは」

「ふふっ──」

　俺たちの口から、笑いが漏れる。

　痛々しくて幼いクソガキに立ち戻って、大イベントに挑もうじゃないか！

　俺たちの作品を、たくさんの人に観みてもらって、読んでもらって。

　作者である俺たち自身も、この祭りを全力で楽しんで。

　そうして、夢を叶かなえるんだ。

「言い忘れてた。あけましておめでとう、兄さん」

「おう、あけましておめでとう」

　今年もよろしく、エロマンガ先生。







　俺たちよりも数日遅れで、世間にもお正月がやってきた。

　正真正銘、一月一日。

　二度目の元日。

　つっても、俺たちは諸もろ々もろのお正月イベントを済ませちまってるわけで、年が明けたからといって、どうということもない。強いて変わったことを挙げるなら……年賀状が届いたこと。

　昨年さんざんお世話になった、アニメ関係者から。

　作家仲間から。編集部から。

　和泉いずみマサムネの正体を知った、同じ学校の読者たちから。

　和泉いずみ紗さ霧ぎりの、クラスメイトたちから。

　さっそく朝一番で、読ませてもらったよ。

　そんな嬉うれしいことがあった朝、俺は上機嫌に餅を焼いて、家族に振る舞う。

「おいしー、お餅って、色んな食べ方があって面白いのね！」

「マサムネ、おかわり！　醬しよう油ゆと海の苔りで！」

「兄さん、わたしはきなこ餅！」

　ばくばく元気に餅を頰張るのは、エルフ、アルミ、紗さ霧ぎり。

　家が遠いムラマサ先輩は、さすがにいない。

　みんなとの初詣は済ませたから、二度目の元日は、家族と過ごすらしい。

「はいはい、待ってろよ～」

　今日は、エルフの家ではなく、和泉いずみ家けでの朝食だった。

　特にルールを決めたわけじゃないんだが、俺が飯当番のときは、こっちで食べている。

「兄さん、なんだか楽しそう」

「おう、ここ数日、家事をやらせてもらってるからな」

「やらせてもらってるって……へんな言い方」

「かもしれん」

　上機嫌に笑う。

　エルフも紗さ霧ぎりも、色々家事を担当してくれて、非っ常に、ありがたいんだが──

　正直に言おう。俺だって、家事をやりたいんだ！

　食事を作って振る舞いたいし、掃除をして家を綺き麗れいにしたい！

　紗さ霧ぎりと二人で暮らしていたあの頃、妹のために世話を焼き、主夫の仕事をこなすのは、俺にとって楽しいことだったから。

　決して、イヤイヤやっていたわけじゃない。好きでやっていたんだ。

　だから、口に出して言うことはないけれど。たまに、紗さ霧ぎりの床ドンが恋しくなる。

「？　どうしたの、兄さん？」

「いや……一緒に飯が食えるようになって、超ちよう嬉うれしいなって」

　もちろん、これも本音。

「くふふ、紗さ霧ぎり、たぶんマサムネはね──」

　エルフはニヤッと笑んで、止める間もなく、

「引きこもりだった頃の紗さ霧ぎりが、恋しいのよね」

「おい！」

　なにバラしてんだ！　ってか、絶対おまえ、このモノローグ読んでるよね？

　察しが良いで済ませられるレベルを超えてるぞ！

「そうなの、兄さん？」

「……少しな」

　仕方なく認めた。たゆまぬ努力で引きこもりを克服しつつある紗さ霧ぎりに対して、あんまりな言い草だが、噓うそをつくのは、もっとナシだから。

「だけど、勘違いしないでくれ。おまえの引きこもりが直ってきたのは、もっともっと、ず～～～～～～～～～～っと嬉うれしいよ」

「うん、わかってる。誰よりも、しってる」

　穏やかに微ほほ笑えむ。それから、

「好きなひとの世話を焼くの、楽しいもんね」

　心臓、止まるかと思った。

　紗さ霧ぎりも、自分で恥ずかしい台詞せりふを言ったと自覚しているのだろう。恥じらいに頰を染めて、

「だから、順番で、やろう」

「ああ、そうだな」

　今日は俺の番。

　全力で世話を焼かせてもらうとしよう。

「ごほんごほんごほん──あっっついわね！　もう夏になったのかしら？」

「マサムネ！　オレ様の餅マダー？」

　お邪魔虫たちが盛大にわめいて、いい雰囲気を消し飛ばす。

　うざったいとは思わなかった。むしろ、大笑いしたい気分で言ったものだ。

「悪い悪い、いま焼いてくるよ」

　そうやって──

　二度目の元日。騒がしい朝食が、進んでいく。

「マサムネ、今日はなにして遊ぶ？」

　エルフが、ぺろりと唇を舐なめてから、問う。

「カルタと双すご六ろくと羽子板はやったから、わたし、土手でたこあげをしてみたいわ！」

　どうやらエルフのやつ、『正月の遊び』をコンプリートしたいらしいな。

　そんな彼女に、俺はすげなく返答する。

「普通に仕事するけど」

「はあ!?」

　両手で口を押さえたオーバーリアクションで叫ぶエルフ。

「元日から仕事とか、バカじゃないの？」

「失礼なやつだな。元日は、この前やって、もう終わったろ？　おまえの提案でさ」

「にしたって、まだまだお正月のうちでしょう」

「もう十分休んだし、そろそろ仕事してーわ」

「かなり前倒しで仕事してたじゃない。だから冬コミにも参加できたんでしょ？　アニメの収録だって中旬までないでしょ？　直近の締め切りだって一切ないでしょ？」

「アニメのチェック物は、正月関係なしにドンドン届いてるぞ」

　つまり、アニメ関係者のうち何人かは確実に、いまこのときも仕事をしているということだ。

「うわあ……」

　もちろん先方は、原作者に向かって『正月も仕事をして欲しい』などとは決して言わない。

　言わないが……。

　なんだか、こう……わかるだろ？　みたいな意思を感じなくもない。

　他のラノベ作家や、熟こなれた社会人の皆様に、アンケートを取ってみたい。

　こういうとき、どうすればいいと思う？

「山やま田だエルフちゃんと遊ぶべきよ！　紗さ霧ぎりもそう思うわよね？」

「ちゃんと身体からだを休めてるなら、兄さんの好きにすればいいと思う」

「紗さ霧ぎり！」

　さっすが相棒。俺の気持ちをわかってくれてるな！

　俺は、『仕事をやらなくちゃ』とは一言も言っていない。

『仕事をやりたい』と言っているのだ。

「ぐぬぬ……」

　察しの良いいエルフのことだ。そんなこと、百も承知で遊びに誘っているのだろう。

　形勢悪しと見て黙ってしまったエルフをよそに、紗さ霧ぎりは言う。

「兄さん……今日のお仕事が終わったら……ちょっとだけ、相談してもいい？」

「もちろん、いいぞ。どうしたんだ？」

　問うと──

「私、家の外で……めぐみちゃんと会ってみたい」

　紗さ霧ぎりは、そんな『おねだり』をしてきたのであった。




　神じん野のめぐみ。紗さ霧ぎりのクラスメイトで委員長。

　友達がたくさんいるリア充で、とんでもなく世話焼きで、エロマンガ先生と和泉いずみマサムネのファンでもあって。

　俺と紗さ霧ぎりにとって、大切な友達。

『めぐみと家の外で会ってみたい』

　紗さ霧ぎりが、条件付きとはいえ、外に出られるようになったんだ。

　ここ数日、エルフやアルミ、ムラマサ先輩たち──『友達と外で遊ぶ』楽しさを知ったところ──思い出したところなんだ。

　そりゃあ、めぐみとも、会いたいよな。

「よし、任せとけ。さっそくあいつに連絡してみようぜ」

　めぐみから、ＬＩＮＥに年賀メッセージが届いていたから、それに返信すればいい。

「え？　いますぐ？　お仕事は？」

「明日からにするさ。もとより、俺が『やりたくなってる』ってだけで、『いますぐやらなきゃいけない仕事』なんてないんだから」

「マサムネぇ！　わたしが遊びに誘ったときとは、態度が違いすぎるわよ！」

　怒れるエルフに、俺は言う。

「やかましい。紗さ霧ぎりのおねだりは、すべてに優先するんだよ」

「大魔王の片腕みたいなこと言い出したわね！　まったく！　あんたらしいったらないわ！」

　悪いなエルフ──内心で侘わびながら、スマホでめぐみに、年始の挨拶を添えて要件を送る。

　すると、数秒も経たたないうちに返事が来た。

「速はっや！」

　さすがめぐみ、即レスである。

　リア充ってのは、魔法使いなんじゃないかとたまに思うぜ。

「兄さん。めぐみちゃんは、なんて？」

「ええっとな」




　──十時になったら、たかさご書店で会いましょー。紗さ霧ぎりちゃん、かもーん♪




「だとさ」

　笑顔で手を振るめぐみの姿が、見えるような文面だった。

「たかさご書店……って」

「駅前にある本屋だよ。ほら、智とも恵えんちがやってる」

「……お正月に、本屋さん？」

　なんで？　と首を傾かしげる紗さ霧ぎり。

　もちろんそいつは、俺にだってわかりゃしない。

　今日は元日。

　本屋なんて、閉まっているだろう？




　兄きよう妹だい揃そろって不思議がりながらも、たかさご書店へと向かうことに。

　エルフたちは別行動。あいつらは正月遊びを満喫するため、すでに土手へと出発した。

　俺たちも外出準備を整え、さて玄関で靴を履こうか──というとき。

「……あけましておめでとうございます」

　パジャマ姿の美女が、寝ぼけ眼で歩いてきた。

　ゆらゆらと身体からだが揺れていて、まだまだ寝足りないという風ふ情ぜいだ。

　彼女は──

「京きよう香かちゃん！　あけましておめでとう！」

「あけましておめでとうございます、京きよう香かさん」

　俺は、慌てて目をそらしながら年始の挨拶をする。

　和泉いずみ京きよう香か。

　俺たち兄きよう妹だいにとって保護者であり。

　俺にとって、血の繫つながった叔母であり。

　最後の、大切な家族。

「ふたりとも、お出かけですか？」

「うん！」

「はい。友達と会いに。朝食、用意してありますので、食べてください」

「ありがとう。……ごめんなさい、起きるのが遅くて……」

「いえいえ」

「……お年玉……あとで渡します……から……」

「ありがとうございます」

　京きよう香かさんは昨夜、付き合いの忘年会で、遅くに帰ってきたんだ。

　よっぽどお疲れなのだろう。

　いまも半分寝ぼけたような様子で、いつもの凜り々りしい雰囲気が消滅している。

「京きよう香かちゃん、京きよう香かちゃん」

「……はい、なんですか、紗さ霧ぎりさん」

　ふにゃっと脱力した声。対して紗さ霧ぎりは、やや気遣うような口調で、

「パジャマ、前、ボタンぜんぶあいてる」

「はい、そうですね……ふぁ……」

「ダメだこの人……九割くらい寝てるだろ……」

「兄さんは見ちゃだめ！」

　背後から目を塞がれ、俺の視界が真っ暗に。

「す、すぐ目をそらしたから見てないって！」

「それでもだめ！」

　どうしろってんだ。俺は状況に対して最善を尽くしただろ。

　それから、十秒、二十秒、三十秒が経たって……

「あの……紗さ霧ぎり？　いつまでこのままなんだ？」

「脳内スケッチしてるから、ちょっと待って」

　どうやらエロマンガ先生、新たなる作画資料を確保しているようだった。




　玄関での小トラブルを終え、俺たちは五ご反たん野の駅えき方面へと、手を繫つないで歩いていく。

「少し、外に出るの慣れてきたか？」

「うん、すこしだけ、だけど」

「そか」

　いい傾向だ。慣れも、道中も、ゆっくり行こう。

　爽やかな朝の街並み。

　紗さ霧ぎりは、きょろきょろと物珍しそうに見回している。

　さながらファンタジー世界の精霊が、こちらの世界にやってきて、観光しているかのような有あり様さまだ。

　そりゃあそうだろう。

　確かに紗さ霧ぎりは、最近になって、少しずつ外に出られるようになってはきた。

　けれど──

「こうして、ぶらっと歩くのって、なかったもんな」

「？　なにか言った、兄さん？」

「また散歩しようぜ、おまえの気が向くたびに」

「うん、一緒に」

「ああ、一緒に」

　元日だから、どこの店も閉まっている。

　もう少し紗さ霧ぎりが外に慣れたら、この町で、一緒に買い物をしてみたい。

　特別な場所じゃなくていいんだ。いつも俺が行くような、スーパーマーケットとか──ふたりでお喋しやべりしながら夕食の買い物をしたり、買い物袋を下げて帰途を歩く。

　そんな日常風景が、いつか来ればいいと思う。

「たかさご書店って、どこにあるの？」

「駅のすぐそば。ほら、もう見えてきた──」

　前方を指差し、見やる。

　と。

「──あれ？」

　意外な光景がそこにあった。

「お店、開いてるね？」

　そう。開いているのだ。元日なのに。それどころか、

「あ！　おにーさん、紗さ霧ぎりちゃん！　あけましておめでとうございまぁ～～～～～～っす♪」

　エプロン姿のめぐみが、店先で俺たちを出迎えてくれた。

「めぐみちゃん！」

「おまえ、なにやってるんだ？」

「見てのとーり！　ですッ♪」

「わからんから聞いてるんだぞ」

「エ～？　これですよお、これぇ」

　めぐみが全身で指し示した先にあったのは、大量の紙袋が積まれた、平台ワゴンだ。

「『たかさご書店特製福袋』を売ってるんです！」

「おぉ～～～～」

　紗さ霧ぎりが、愛らしく口を開けて感心しているが……依然として、俺の疑問は解消されない。

　なぜ、店を正月から開けているのか？

　なぜ、めぐみが店員っぽいことをやっているのか？

　たかさご書店の福袋って？

　めぐみと会話をすればするほど、クエスチョンは増え続ける。

「いらっしゃい、ムネくん」

　そこに、救い主が現れた。

　柔和な笑顔を浮かべる、エプロン姿の黒髪少女。

　彼女は、高たか砂さご智とも恵え。俺のクラスメイトで──ラノベ友達ってとこかな。

「智とも恵え、あけましておめでとう」

「うん、あけましておめでとう。そしてようこそ、紗さ霧ぎりちゃん」

「あ、あけまして、おめでとうございます」

　紗さ霧ぎりがちょっぴり緊張気味。

　さっさと本題に入ってしまおう。

「なぁ、今日はどうしたんだ？　正月だってのに、店開けてさ」

「うちに限らず、最近は本屋ってキビしーからね。こーやって色々施策を試しているってわけ」

　智とも恵えは、景気の悪いグチを口にするときでさえ、暗さをまったく感じさせない。

　そんな人柄を、友人として好ましく思う。

　だから俺も、暗くならずに問うた。

「それで福袋ってわけか。──中身は？」

「もちろん本の福袋さ！　一袋ずつ、ボクが選んで詰めたんだぜ！」

　なるほど、それなら確かに『たかさご書店特製福袋』だな。

「だけど本って、実店舗では値引きできないんじゃなかったか？」

「そうそう、再販売価格維持制度っていってね、書店で本の値引きをしてはいけないって決まりがあるんだ。だからー、ポイントを付けたりー、本以外の商品をセットにしてー、お得な福袋にしているってワケですよ」

「……ふむふむ」

　よく見れば、福袋には、しおりが貼られており、『甘ぁ～いお話』だとか『定番ミステリ十選』だとか、『今年読むべきライトノベル』だとか、中身の傾向が書かれているようだ。

　値段にも幾つかグレードがあって、数種類から選べる形式。

　本そのものを値引きできない以上、『本の組み合わせ』に凝ると、一律の値段にはし難にくいんだろう。

「おひとついかがですか、お客様ぁ？」

　若干いかがわしい感じの口調で、めぐみが媚こびを売ってくる。

　こいつ最近、ぐぐっと色っぽさが増しているんだよな……。

　俺が世界最カワの彼女持ちでなかったら、誘惑されて、福袋を大人買いしてしまっていたかもしれない。

「なあ智とも恵え……この新しい店員さん、なんなの？」

「年末年始限定で、手伝ってもらってるんだ。報酬は、『高たか砂さご智とも恵えのオススメラノベ五十選』を貸してあげること」

「へえ」

　その報酬なら、俺も超欲しい。

「そーなんですよー。ラノベにハマったのはいーんですけど、お小遣い足りなくてぇ。中学生じゃ、バイトもなかなかできないですしぃ」

　月に三冊しか買えないんです、と、めぐみは肩を落とす。

　十分すぎるほど、いい読者だと思う。

　中高生は、そうやって限られたお小遣いで、作品を買い、読んでくれているんだ。

　とてもありがたいことで──俺たちラノベ作家にとっては、忘れてはならない、重い事実だ。

　そんな俺の想おもいをくみ取ってくれたのかどうなのか、紗さ霧ぎりは、店員姿のめぐみに向かって、指を一本立ててみせる。

「めぐみちゃん、福袋ひとつください」

「ありがとう～、紗さ霧ぎりちゃん。どれにする？」

「うーん……この『超お得！　アニメ化作家による戦う少年たちのライトノベル！』にしようかな」

「あっ」

　智とも恵えが『しまった』みたいな顔で動揺した。

　紗さ霧ぎりが、びくっと肩をはねさせる。

「えっ？　な、なに？」

「えと、ね？　その袋は……やめた方が……いい、かも？」

「……なんで？」

「えぇ～っと…………」

　言いづらそうに視線をそらす智とも恵え。

　事情をなんとなく察した俺は、ホチキスで留とめられた袋の中身を、そっと覗のぞき込こんだ。

「やっぱり！　ぜんぶ俺の書いたラノベじゃねーか！」

「……ばれてしまったか」

　てへっ、と可か愛わいく舌を出す智とも恵え。

　俺は、わなわなと手を震わせて、

「お、おまえ……友達が魂込めて書いた本を、お得な福袋に……？」

「む、ムネくん、誤解だってば！」

「なにが誤解だってんだ！　高級コーヒーセットまで付いてて超お得じゃねーか！」

　これもうコーヒーが本体だろ。俺のプライドはひどく傷ついたぞ！

「うちで実施できる値引きできないキャンペーンなんて、電子書籍の値引き施策と比べたら、たいしたことないと思うなあ」

「俺の立場的に、安易に回答できない問題を提起して、ごまかそうとしてない？」

「してないしてない。ただね？　ボクが言いたいのはさあ」

　憤いきどおる俺に、本屋の店員は、禁止カードを場に出してきた。

「ボクに怒るなら、電子書籍の値引きにも文句言いなよーってコト」

「うっ……！」

　なんてズルい言い草を……！

「そうじゃなきゃ、フェアじゃないと思うなあ」

　うっ……うぅ……。

　追い詰められた俺は、両目をきつくつむり──

「新規読者獲得のための素晴らしい施策だと思います」

「ムネくん弱っ！」

「うわぁ、おにーさん、ざこすぎぃ～」

　俺の情けない掌てのひら返がえしを、智とも恵え＆めぐみが笑いやがる。

　すすけた背を、紗さ霧ぎりがさすって慰めてくれた。

「公共の場で電子書籍の悪口を言うのはよくない。仕方ない」

「紗さ霧ぎり……」

　彼女への愛が深まっていく……若干くだらん理由で……。

「冗談はともかく」

　笑いの余韻を残したまま、智とも恵えは言った。

「キミの本を福袋に入れざるを得なかったのは、『和泉いずみマサムネフェア』を、ちょっとやりすぎたのが原因だから、許して欲しいな」

　そういうことなら仕方ない。

　これまでたかさご書店様には、『和泉いずみマサムネ』と『世界妹セカイモ』を、さんざん推してもらったんだから。

「ってか、最初からそんなに怒っちゃいないけどな」

　書店も、ファンも、ときにはアンチですらも。

　俺の本を読み、語ってくれたすべての人は、作品人気の貢献者で、作お者れが感謝すべき人々なんだって思う。悪く思うなんて、できやしない。

「そうかい？　なら、ほっと一安心だ」

　智とも恵えと俺は、空気を緩めて微笑を交わす。

　さっきはつい声を荒らげてしまったが、実際、ほとんど冗談だ。

　福袋やら値引き施策やらも含めて、書店や出版社が企画するキャンペーンってのは、すべて、俺たちの作品を多くの人に読んでもらうためのものだ、ってのは、間違いのない真実なのだから。

　忖そん度たく抜きで断言するが、怒るようなことではない。ありがたいと思っている──思うべきだ。

　多少の含みが残るのは、どうか許して欲しい。

　少ないお小遣いから五百円を支払ってくれた読者のことや、出版するにあたってお世話になった多くの人たち。俺自身の、本に込めた想おもい。

　色々あって、ありすぎて……。どうしても、値引きに申し訳なさを感じてしまう。

　なかなか難しい問題だ。

「とりあえず、違う袋にしよう。──紗さ霧ぎり」

「うん……なら、これっ」

　紗さ霧ぎりに選び直してもらい、『甘ぁ～いお話』の入った福袋を購入する。

　こうして、自分たちでも『お得な福袋』で本を買っているわけで。

『甘ぁ～いお話』の作者様に会ったとき、『福袋に入ってたから読みました』とは、なかなか言いづらいわけで。

　俺に、怒る資格はないのかもしれない。

　……いや、ちょっとはあるかな？　みんなは、どう思う？

「大切に読もうね、兄さん」

「そうだな」

　重く頷うなずく。福袋の中身を、ちらっと覗のぞくと、『獅し童どう国くに光みつ』という著者名が見えた。

　……………………………………どうしよう。

　友達の本を、福袋で入手してしまったぜ。

「智とも恵え、精神負荷の高い施策を、本当にありがとうな」

「どういたしまして、ボクとキミとの仲じゃないか」

「本題に入るけど、俺たち、めぐみに呼び出されてここに来たんだ。紗さ霧ぎりが、めぐみと会いたがってて」

「そうなの紗さ霧ぎりちゃん！　嬉うれしい～～～～～～～～～～～～～♡」

　めぐみが感激して、紗さ霧ぎりに抱きついてくる。

　ぎゅ、と抱きしめられて、紗さ霧ぎりは苦しそうにしているが、嬉うれしそうにも見える。

「めぐみちゃん……私、外、出られるようになったから……だから……」

「うん！　うん！　一緒にお出かけしようね！」

　俺は、ふたりの会話を微ほほ笑えましく見守っていたのだが──

「だから……私……あの、ね」




「四月から、学校に……いくよ」




　俺とめぐみの絶叫が、たかさご書店に轟とどろいた。

　穏やかだった年始が終わり、物語は、佳境へと向けて加速していく。

　休おさ息らいは、ここまでだ。

　和泉いずみマサムネとエロマンガ先生の、最後のお話を始めよう。
















　心機一転……いや、少し違うな。初志貫徹の意を新たにした、というべきか。

　新年を迎えた俺は、かつてないほどに心を燃やしていた。

　すぐ目前に、人生最大級の祭りが迫っているからだ。

　和泉いずみマサムネと、エロマンガ先生による渾こん身しんのライトノベル『世界で一番可か愛わいい妹』。

　そのアニメ放送が、四月に迫っている。

　そして。

　ずっと引きこもりだった妹、和泉いずみ紗さ霧ぎりが、四月から、学校に通うと言い出したからだ。

　いまのふたつを、同列に語るのか──って？　あったりまえだろ！

　いい機会だから、はっきりと言っておくぜ。

　俺には、たくさんの夢がある！

　だけどそれらは、結局のところ、ひとつに集約されるんだ。

　すなわち、『大好きな紗さ霧ぎりを幸せにする』こと！

　和泉いずみマサムネは、ずっとそのために走っている。いままでも、これからもな。あいつの嫌がることは決してしないし、喜ぶことなら、なんだってやってやるさ。

　だから、

　──『エロマンガ先生と共に作ったラノベのアニメを、一緒に見る』。

　クリエイターとして『世界妹セカイモ』を大成功させることも。

　──『紗さ霧ぎりが、外に出られるようになる』。

　家族がよりよい状況になっていくことも。

　同じことなんだ。どっちも全力でやるんだよ。

　それが俺にとって一番楽しいことだから！　めちゃくちゃ幸せなことだから！

「と、いうわけで！」

　俺は、隣を歩く紗さ霧ぎりに向かって、ハイテンションで告げる。

「仕事に行くぜ、エロマンガ先生！」

「そんな名前のひとはしらないっ！」

　生身の怒声が返ってくる。いつもはタブレット片手に、遠隔で会話をしていたが、今日は──今日からは、本人がすぐ隣にいてくれる。

　わくわくが止まらない──ん、だ、が。

「何度も確認して悪いんだが……本当に大丈夫なのか？　出版社での打ち合わせに同行する──なんてさ」

「だいじょうぶっ」

　ぎゅ、と繫つないだ手を強く握ってくる紗さ霧ぎり。

　俺たちは、家を出て、五ご反たん野の駅えきに向かっている途中だ。

　状況は聞いてのとおり。

『アニメ放送まで数ヶ月のいま、直接会って打ち合わせをしたい』。

　和泉いずみマサムネとエロマンガ先生の担当編集者である神楽かぐら坂ざかあやめさんから、そんな連絡を受けて、紗さ霧ぎりが『なら、私も一緒に行く』と言い出したのだった。

　当然、度肝を抜かれたさ。『学校に行く発言』からこっち、驚きすぎて、俺の心臓はパンクしそうである。

「兄さんは心配しすぎ。毎日少しずつ練習してきて、段々行ける距離が増えてきて……そろそろ電車に乗ってみようって話、してたでしょ？」

　引きこもり克服のための特訓に加え、イラストレーターとしての仕事や、家事の練習まで……。

　年明けからの紗さ霧ぎりは、いままでよりも、さらにさらに頑張ってるよな。

「そうだけどさ。さすがに……出版社まで遠出するのは、早すぎないか？」

「だって、大事な話になりそうなんでしょ？　神楽かぐら坂ざかさんが、メールで詳細を伝えてこないくらいなんだから」

「ろくでもない話かもしれんぞ」

　あの神楽かぐら坂ざかさんが、メールで詳細を伝えてこないくらいなんだから。

　作家が容易に逃げられない状況で話そうという、邪よこしまな意図を感じなくもない。

　本人がいないところで言うのも陰口みたいでアレなんだが……そういう人なのである。

　俺の内心を知らぬ紗さ霧ぎりは、不満そうに唇を尖とがらせる。

「もぉ……なんでそんなに、ねがてぃぶなの？」

「担当編集が改まって『話をしたい』なんて言ってくるときは、いい話じゃないんだよ。俺は詳しいんだ」

「……ほんとに？　考えすぎじゃないの？」

「シリーズが打ち切りになったり、企画がポシャったときも、こんな感じだったし」

「……ひぇぇ」

　涙目になってしまった。

　すまん紗さ霧ぎり。だが仕方あるまい……悪い予感の根拠が強すぎた……。

　いまでこそ和泉いずみマサムネは、売れっ子作家と呼んでも噓うそにはならない程度の存在になったが。

　ちっとも本が出せなかった頃の苦い記憶は、まだまだ古いものじゃない。

「あの時期は、辛つらかったよなあ……」

「うん……辛つらかった……」

　悪夢を共有する俺たち。足あ立だち区くの街並みが、いつにも増して灰色に見える。

「でも、和泉いずみ先生」

　紗さ霧ぎりは、俺を仕事名ペンネームで呼び、

「あれって、だいたいムラマサちゃんのせいだったんだよね？」

「まあな」

　あの人は当時、和泉いずみマサムネとよく似た内容で執筆し、俺の新企画を潰しまくっていたのだ。

「だけどさ、俺が、ムラマサ先輩よりも面白くて売れそうな企画を出せていたなら、なんにも問題なかったんだ」

　あそこで負けるような新作じゃあ、きっと先輩に潰されなくても、打ち切りになっていただろう。

「だから、当時は恨んだもんだけど」

「いまは違う？」

「ああ、あの頃の和泉いずみマサムネが未熟だっただけだ。やっと、そう思えるようになった。いまなら、もう一度、やってくれてもいいくらいだぜ──『和泉いずみマサムネの新作潰し』をさ」

「おー、和泉いずみ先生、かっこいい！」

「へへ、もっと褒めてくれてもいいぞ！」

　紗さ霧ぎりからの素直な賞賛に、俺は照れて鼻の上をこする。

「すごい！　ムラマサちゃんと真っ向勝負しても勝てる自信があるんだ！」

「ああ！　いまの俺なら……きっと勝機はある！」

　……………………新作が売れ始めている後輩ラノベ作家の諸君に、この俺、和泉いずみマサムネが、老婆心ながら警告しよう。

　未熟だった頃の自虐なんて、するもんじゃない。

　見てのとおり、調子に乗っているのが丸わかりになってしまうし。

　変なフラグが立ちかねないからな。

　約一時間後──




「和泉いずみ先生には、『世界妹セカイモ』のアニメ放送と合わせて、新シリーズの執筆をお願いします！」




　新シリーズ。『世界妹セカイモ』とは違う、和泉いずみマサムネの新しいライトノベル。

「マジすか！　……な、なら、ムラマサ先輩にも相談して、間違っても題材が被かぶらないようにしないとですね」

「以前はそれで大変でしたからねー」

「まったくっス」

　編集部での打ち合わせにて。

　俺と、担当編集の神楽かぐら坂ざかさんが、机を挟んでそんな会話を繰り広げていた。

　細身のパンツスーツに身を包んだ神楽かぐら坂ざかさんが、へらへらっと笑いながら言う。

「真っ向勝負になったら、とうてい和泉いずみ先生に勝ち目はないですからねえ」

「えぇ……ひどくないっすか～？」

　俺も、へらへらっと同系統の作り笑いで返す。内心、イラッとしながらだ。

　そこに、

「ひどいのは和泉いずみ先生の態度」

　恐ろしく冷たいツッコミが入った。

　ジトォ……と、半目で睨にらんでくるのは、もちろん俺の相棒・エロマンガ先生である。

「その情けない台詞せりふはなに？　さっきは威勢いいことゆってたくせに」

「言い訳させてください！」

　隣に座る彼女に向かって、全力で頭を下げる俺。

「ふーん……どうぞ？」

「まずね？　ちょっぴりだけど勝機あるってのは、俺の本音。自分の実力を……客観的に見られてる、と、思う」

「そうなんだぁ～……『新作潰し』なんか望むところだぜ、って、ゆってたのは？」

「それは……その……確かにさっきは、そう言ったけれども……実際に新作を書くってなったらさあ」

「書くってなったら？」

「『新作潰し』はやめて欲しいっす。マジむりっす」

　みんなそう言うって！　俺じゃなくても！

　千せん寿じゆムラマサ大先生の『新作潰し』って、一千万部以上売れてるスーパー売れっ子作家様が、こっちの新作に合わせて百パーセントの確率でネタを被かぶせてくるってことだぞ？

　自覚的に、こっちを潰す意図を持って！

　恐ろしい……あの人、今更ながら、なんてことをしやがるんだ……。

「勘弁してくださいっす。イキってすんませんでした」

　そうやって降参するしかねえんだって！　プロだからこそ！　商業作家だからこそ！

「和泉いずみ先生、かっこわるい」

「ぐう……っ！」

　改めて状況を説明しよう。無事に編集部へとたどりついた俺たちは、神楽かぐら坂ざかさんと対面するや、さっそく呼び出した理由を問うた。返ってきたのが、先の台詞せりふというわけだ。

　──『世界妹セカイモ』のアニメ放送と合わせて、新シリーズねえ。

　懸け念ねんしていた『ろくでもない話』ではなかったが。

「話を戻しますけど……神楽かぐら坂ざかさん、本気ですか？」

「もちろんです。アニメの宣伝効果によって、『世界妹セカイモ』の原作小説売上は、必ず増大するでしょう。それを多少なりとも新シリーズに利用できるなら、こんなに素晴らしいことはないじゃないですか！　そのための宣伝計画も練ってありますので！」

　相変わらず、ぐいぐい来るなあ。

　ってか、

「必ず売上は増大する……ですか？」

「はい、必ず、です。捕らぬ狸たぬきの皮算用ではなく、必ず」

　そう神楽かぐら坂ざかさんは断言した。……まあ、いつも責任感なく断言しがちな人ではあるのだけど……いまのはもっと、経験則から来る確信のように聞こえた。

「もちろん、アニメのデキが悪かったり、アニメから入った読者に原作がウケなかったり……諸もろ々もろの理由で、伸びが悪い、ということはあるかもしれませんけどね」

「はあ」

　野郎、不安を煽あおりよる。紗さ霧ぎりが隣にいるってのに、なんの配慮もねえ。

「『世界妹セカイモ』についてはすでに全巻増刷が決まっていますし──基本的に、メディアミックスで原作者が損をするということは、まずあり得ません。やれば必ず儲もうかります。そういう意味では、アニメ化に失敗はない、とも言えます」

　綺き麗れいな人ではあるのだが、あえて言おう。

　悪あく人にん面づらである。

　俺は、げんなりと言ったものだ。

「神楽かぐら坂ざかさん……それ、アニメ放送後に絶望していた原作者たちの前で言えます？」

「彼らも儲もうかったはずですよ？」

　めちゃくちゃ煽あおりよる。

　ここラノベ編集部だぞ？　どっかの原作者本人が聞いてたらどうすんだよ。

「ものすごくコメントに困りますが……その……お金が儲もうかっただけじゃ……成功とは思わない人も多いんじゃないですかね」

　俺の引きつった声に、紗さ霧ぎりがうんうん頷うなずいて同意している。

　アニメ化に失敗はない。

　ライトノベル作家・和泉いずみマサムネという個人事業主の立場から見れば、そうかもしれないが。

　ひとりの創作者としては、とうていそうは思えないな。

　成否のものさしは、立ち位置によって、考え方によって、変わってくる。

　神楽かぐら坂ざかさんにとっては、儲もうかればその企画は成功ってことだろう。

「ふむふむ」

　俺の否定的な意見を聞いた神楽かぐら坂ざかさんは、張り付いたような笑顔で、

「和泉いずみ先生は、企画の成否をどう判断されます？」

「俺の判断基準はみっつですね」

　迷うことなく即答する。

「一番は、エロマンガ先生が喜んでくれるかどうか。二番は、ファンが喜んでくれるかどうか。三番は、俺自身が納得できるかどうか」

「あら、すらすらと。ふふ……それ、大事な順に言いました？」

「はい」

「愛されてますねー、エロマンガ先生？」

「し、しらないっ」

　ぷいっ、とそっぽを向く紗さ霧ぎり。耳が真っ赤になっているのが見える。

　家を出た瞬間から、一秒たりとも気を抜かず、慎重に様子を見ているが──大丈夫そうだな。

　ちゃんと神楽かぐら坂ざかさんとも、普通に話せている。

　俺にとって今日の打ち合わせは、これだけで成功だ。

　神楽かぐら坂ざかさんは、不敵な笑顔で言う。

「確かくとした判断基準をお持ちのようで、いいことですよ」

「先輩方や……色んな人たちのおかげです」

　紗さ霧ぎりが一番。それはずっと変わらないが、きっと少し前の自分だったら、こんなにすらっと答えられなかったろう。

　偉大な先駆者たちの顔が、アニメのＯＰのように、ひとりずつ脳裏を過ぎっては消えていく。

　同じ出版社で活動する先輩である、草くさ薙なぎリュウキ先生。

　天才美少女作家、山やま田だエルフ先生。

　大ヒットアニメに深く関わり貢献したイラストレーター、アルミ先生。

『世界妹セカイモ』のアニメ脚本を手がけてくれている葵あおい真ま希き奈な先生。

　そして、複数のアニメ化作品を手がけるベテラン漫画家であり、俺たちの夢に立ちはだかる最後の敵、月見里やまなしがんま先生。

　彼ら、彼女らからいただいた助言が、ラノベ作家・和泉いずみマサムネの精神を形作っている。

　ちなみに身近で一番成功しているムラマサ先輩からは、有用な助言をもらった記憶はいっさいない。あの人は天才すぎて、天然すぎて、下々のことなどわからんからな。

　神楽かぐら坂ざかさんが、珍しく──微ほほ笑えましそうに言った。

「周囲の人に恵まれましたね、和泉いずみ先生」

「そう思います。で、そんな方々からの助言を根拠に言いますが……アニメ放送直前のこのタイミングで新シリーズとか、普通に無謀では？　放送中に発売できるわけないですよ」

「そんなクソみたいな助言は忘れてください」

「俺の恩人たちになんてこと言うんですか！」

「だってその人たち、書くの遅いじゃないですかぁ～」

「……まぁ、俺と比べたら、そうですね」

「一部、まともに締め切り守らない人が交じってるじゃないですかぁ～」

「一部というか、『世界妹セカイモ』のアニメ脚本を担当してる人がまさにそうですよ」

「あははっ、そうでしたね」

　笑いごとじゃねえよ。

　もし『世界妹セカイモ』のアニメが大ヒットして、二期が作られるようなことがあったら、どうするんだろう？　二期の脚本は、あの人しかありえないんだけど……もう一度、『真ま希き奈なさんのやる気を引き出す工程』を最初からやり直すのか？　まったくできる気がしねえ……。

　神楽かぐら坂ざかさんは、ぱん、と上機嫌に柏かしわ手でを打ち、

「というわけで、遅筆作家どもの助言は忘れましょう！　和泉いずみ先生ならできますって！」

「簡単に言うなあ……」

「でも、やりますよね？」

「そりゃ、やりますよ」

　再び即答。

「い、和泉いずみ先生!?」

　エロマンガ先生が、横でビックリしている。

「そんなに安請け合いして……大丈夫？　大事な時期なんでしょ？」

「みんなのおかげで、スケジュールは問題ないよ。それに、儲もうかる時期に新シリーズ出しましょうって提案は、もっともだと俺も思う。俺以外の原作者だって、出せるもんなら出したいだろう。無理だから出さないだけだ。俺は無理じゃないから出す。それだけだよ」

　金かね儲もうけだけが作品の成功じゃない。だけど俺にとって、仕事ってのは、金を稼ぐためのものだ。

　どちらが欠けても立ちゆかない。稼げるときに稼いでおくのは、当然だろう。

「さすが和泉いずみ先生！　素敵です！」

「褒めなくていいですよ、気持ち悪い」

「あっそ。じゃ、締め切りは明後日あさつてで」

「ええええええ！」

　エロマンガ先生、さっきから度肝を抜かれっぱなしである。

「どうしました、エロマンガ先生？」

「ち、ちがう呼び方でお願いします！」

「あら、じゃあ……Ｅマンガ先生とお呼びしましょうか？」

「そんなテレビ欄みたいな省略の仕方はしらないっ！」

　Ｅマンガって意味わからんよな。もっと他にねーのかよ。

「じゃなくてっ！　締め切りみじかすぎっ！　あ、明後日あさつて……って……企画書だけってこと？」

「もちろん原稿の話です。ラブコメなら、二六〇ページ程度でいただきたいです」

「……二日で二六〇ページ？　え？　え？　なにゆってるの？」

「定時までに送っていただけると嬉うれしいです。和泉いずみ先生ならできますよね？」

「やります」

「………………………………………………………………………………」

　エロマンガ先生が、愕がく然ぜんと目を見開いて、俺を見つめている。

　どんな表情でも可か愛わいらしい。

「和泉いずみ先生……いつも、打ち合わせって……こんな感じなの？」

「だいたいこんな感じだ」

「だいたいこんな感じですねえ」

「うわあ……」

　なんで呆あきれてるんだよ。

　紗さ霧ぎりは、まるでエルフが乗り移ったみたいに勢いよく立ち上がり、

「んもぉ～～～～～～～～っ！」

　バンザイポーズで声を張り上げる。ビシリと俺を指差して、

「い～い？　和泉いずみ先生は、ひとりで打ち合わせに出ちゃダメ！　今後は、ぜったいに私も同席する！」

「な、なんで？」

「常識がないからっ！」

　ぷりぷりと怒っている。それを見た神楽かぐら坂ざかさんが、にこやかに言う。

「言われていますよ、和泉いずみ先生」

「神楽かぐら坂ざかさんにもゆってるの！」

「あら」

「『あら』じゃなーい！　幾ら和泉いずみ先生の仕事が早いからって、たくさん渡しすぎるのは禁止！　締め切りが早すぎるのも禁止！　辛つらくてもがんばって全部やっちゃうから！」

「ふふ、よく存じています」

「しっててやってるんだ！」

　目を><にして、怒ってくれている紗さ霧ぎり。

　いつもどおりの打ち合わせ風景で、実際、困っているわけでもなかったのだが。

　……素直に嬉うれしい。

　エロマンガ先生に𠮟られた神楽かぐら坂ざかさんは、特に悪びれるでもなく、人差し指を唇に当て、

「んー……なら、締め切りは一週間後でいかがでしょう、和泉いずみ先生？」

「はあ、大丈夫です、けど」

「だめ」

　隣から、低い声でダメ出しが飛んできた。

「あとで別の仕事を追加するんだから、そのぶん長くして」

「お見通しですね、さすがエロマンガ先生」

「そんな名前のひとはしらない」

　腕を組んで、ぷいっとそっぽを向くエロマンガ先生。

　それを見て、神楽かぐら坂ざかさんはくすくすと笑い始めた。

「では、一週間で企画書を作ってください。今度こそ、余裕を持った締め切りだと思いますよ」

「……いやいや、神楽かぐら坂ざかさん……マジで後で仕事を追加するつもりだったってこと？　急に緩くなったけど本来のスケジュールはそれだったってこと？」

　勘弁してくださいよ。

　そういう意図を込めて睨にらんでやると、彼女はすました顔で言ったものだ。

「和泉いずみ先生は、とても素直ですし、追い詰めた方が輝く作家なので」

　あんまりな編集者の言い草に、紗さ霧ぎりが「がるる……」と、可か愛わいく威嚇を始めた。

　神楽かぐら坂ざかさんは、軽く両手を挙げて降参のポーズ。

「あはは、今後は控えます。打ち合わせにエロマンガ先生が同席されるなら、別のやり方をした方がよさそうです」

「私がいるかぎり、無理なスケジュールは許さない」

　ふんす、と鼻息荒く言い放つエロマンガ先生。

　実に頼れる相棒である。

「うーん……もしかして私、エロマンガ先生からあまり信用されてません？」

　臆面もなくこの台詞せりふを吐けるあたり感心する。

　兄きよう妹だい揃そろって、白い目で見てしまったよ。

　神楽かぐら坂ざかさんは、汗を一筋、たらりと額に貼り付けて、

「そうだ。せっかくおふたりが揃そろっていることですし……少しだけ、私を信頼していただけるようになる話をしましょうか」

「そんなあからさまな予告をされたら、こっちも警戒しちゃうんですけど」

　この期に及んで俺たちからの信頼度を上げるって、なかなか難しいんじゃないかな？

「そう言わず聞いてください。──エロマンガ先生のお母さんの話ですから」

「「えええ！」」

　急に予想外の話になって、俺も紗さ霧ぎりも目を見張った。

　編集者だけあって、巧妙なヒキである。話の続きが気になってしょうがない。

「そういえば……神楽かぐら坂ざかさんって、お母さんと……昔からの知り合いだったんだっけ」

「はい、そうですよ。そもそも……年若いあなたが、エロマンガ先生として仕事をすることができているのは、この私が、すべての事情を知っているからこそなんですね」

　こいつ恩着せがましすぎるな。

　信頼度を上げる話はどうしたんすか神楽かぐら坂ざかさん？

　俺は、話の続きを促していく。

「ちなみに、初代エロマンガ先生とは、どういう知り合いだったんです？」

「この話、前にもしましたっけ？　父が編集者だったんですよ」

「もしかして、お母さんの……？」

「はい、担当編集者でした。ちょうど彼女が、引っ越しをされた頃に、お声がけをした──と」

　引っ越し、ね。濁しているが、『紗さ霧ぎりの両親が離婚した頃』ってことだろうな。

「へえ……」

　エロマンガ先生が、目を丸くして聞き入っている。

「なら、私にとっても、神楽かぐら坂ざかさんのお父さんは……恩人かも。お母さん、あの頃……必死にお仕事を探してたから」

　家計を救ってくれた恩人ってことか。

　……お金の恩は重い。

　神楽かぐら坂ざかさんの父に声を掛けられて、初代エロマンガ先生は、新たな仕事を得た。

　そう考えると、不思議な縁だな。

　編集者とイラストレーター。

　今度は娘同士で、一緒に仕事をしているんだから。

　世間が狭いという話を幾度もしたが。俺たちが仕事をしている業界は、本当に世間が狭い。

　人と人は、意外なところで繫つながっている。

　俺は、温かな感情を声に乗せて言う。

「神楽かぐら坂ざかさんのお父さん、いい編集者だったんですね」

「それはもう。とても優秀で、有名で、小説業界だけでなく、芸能界やらゲーム業界やらにまで顔が利きいて──ライトノベル風に言うならば『伝説の編集者』だったそうですよ」

　ほほう……神楽かぐら坂ざかさんの父親が……伝説の編集者。

「梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう先生を見出した初代担当編集者、といえば、すごさが伝わりますか？」

「すごく」

　エロマンガ先生が、しきりに頷うなずいている。

　梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう。時代小説の大家で、ムラマサ先輩の御お父ちち上うえだ。

　日本一の小説家は誰か？　そんな問いを全国民に投げたなら、彼の名が真っ先に挙がるだろう。

　そんな大作家を見出した、伝説の編集者。

「その娘が……」

「そう、私なのです」

「父親とチェンジしてえ」

「あはは、死んじゃったので無理ですねえ」

「じゃあ、神楽かぐら坂ざかさんが編集者になったのって、家族に影響されてってことですか？」

　あえて、なんでもないような調子で問うた。自分なら、そうして欲しいから。

「はい。父のような編集者になるのが、私の夢で目標なんですよ──」

「へえ……」

　知らなかった。神楽かぐら坂ざかさんに、そんな秘めた想おもいがあったなんて。

「──と、採用試験では言いました。実際は、父の名前を出せば有利になるかなって理由で、就職先を選んだわけですが」

「俺の感動を返してくれます？」

「ふふふ、同じ職業に就いてみたら、まあ面白くてですね」

　興が乗ってきたのか、神楽かぐら坂ざかさんは珍しく饒じよう舌ぜつに、自分のことを語る。

「私には向いていたのかも──と、いい気分になれていたのは僅かな間だけで。段々と父の名前が、うっとうしくなってきまして。編集者として成果を出しても、さすがあの人の娘──という具合に、いちいち比べられちゃうんですね」

「志望動機からして、自じ業ごう自じ得とくですよね」

「実際、大ヒット作家・千せん寿じゆムラマサ先生を担当することができているのも、父の縁があってこそですからねえ。周囲が私を過小評価している、とも言えません」

　神楽かぐら坂ざかさんは、父親が梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうの担当編集者だったからこそ、ムラマサ先輩を作家デビューさせることができたし、担当編集者になることもできた。

　梅うめ園ぞの家けに行ったとき、そんな話をした気がする。

「ですから」

　俺たちの担当編集者は、掌てのひらを返して俺たちを指す。

「和泉いずみ先生は、私の自慢なんです」

「……神楽かぐら坂ざかさん」

「今後、『世界で一番可か愛わいい妹』が大ヒットしても、周囲の私への評価は、さほど変わりはしないでしょう。ですけどね、私の『私への評価』は、きっと変わります」

「それは……どうしてです？」

「和泉いずみ先生は、父とはまったく関係のない作家だからですよ。すべての編集者の中で、私が最初に見つけた作家です。私が落選直後に声を掛けて、私がイラストレーターを選定し、デビュー前から、いくつもの作品を一緒に作ってきました。そうしてついに、アニメ化するほどのヒット作を生み出したんです」

「……そうですね」

　和泉いずみマサムネがデビューしてから、一番長く、一緒に仕事をしてきたのは、エロマンガ先生と──神楽かぐら坂ざかさんだ。

　色々あったけど……良くも悪くも、思い入れは強い。

　感謝も呪いも、見上げれば首が痛くなるほどに、積み上がっている。

　神楽かぐら坂ざかさんは、いつもの飄ひよう々ひようとした雰囲気のまま、頭を下げた。

「今後ともよろしくお願いします。『世界で一番可か愛わいい妹』を成功させるのはもちろん」

　顔を上げ、悪そうに笑む。

「次もヒットさせましょう。──和泉いずみマサムネ先生と、エロマンガ先生と、この私で」

　俺たちがどう返事をしたかなんて。

　言うまでもないことだろう。




　俺、和泉いずみマサムネは、著作『世界で一番可か愛わいい妹』のアニメ放送に合わせ、新シリーズを執筆することになった。

　俺たちは、打ち合わせから帰宅するや、さっそく紗さ霧ぎりの部屋で作戦会議をすることに。

　折り畳みテーブルを広げ、座ざ布ぶ団とんを敷き、向き合って座る。

　大学ノートを広げて、俺は紗さ霧ぎりに笑みを向ける。

「商業作品として新作を書くのは、エロマンガ先生の正体を知った、あの頃以来だな」

「うん、懐なつかしいね」

「ほんとにな」

　一緒に仕事をしていた相棒の正体が、引きこもりの妹だったなんて。

　エルフが隣に越してきて、勝負することになって……ラブレター同然の原稿を、紗さ霧ぎり本人に読んでもらって……。

　当時のことを思い返すだけで、ドキドキする。

　新シリーズ『世界で一番可か愛わいい妹』が生まれるまでのアレコレは、俺にとって、一生忘れられない思い出だろう。

「懐なつかしいってことは、それだけ時間が経たった、ってことだ」

　ふっ……と、息を漏らす。

「新シリーズの執筆も、久しぶりってことだ。さて、どうしたもんかね」

　かつての俺は、どうやってこの仕事を進めていたっけ？

　いまの俺は、かつての俺よりも面白い作品を創るため、なにをどうすればいいだろうか？

　ばくばくと、胸の鼓動が速まっていく。

「兄さん、楽しそう」

「ああ」

　めっちゃ楽しい。

　なにせ『世界妹セカイモ』が大好評で、ずぅ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っと、同じ話の続きを書いてきたから。

　もちろんそれも、め～～～～～～～～～～っちゃくちゃ楽しい仕事ではあったけれど。

　これ以上ないほどに、幸せな忙しさではあったけれど。

　新しい物語を始めるのは、楽しいんだ。

　アニメ前の大事な時期だってわかってる。余分なことに心と時間を割くのはどうなのかって、もしも同業者が見ていたなら、そんなアドバイスをしてくれるかもしれない。

　こんな俺を、もしも『世界妹セカイモ』読者が見ていたら、それどころじゃないだろ！　って𠮟られるかもしれない。

　だけどな。

「はっはは」

　こみ上げてくる笑いを止められないんだ。

　きっとこれは、ものすごく原プリ始ミテ的イブな衝動なんだと思う。

「エロマンガ先生、次はどんな話を作ろうか！」




　ラノベ作家なら、誰もが知っている真理を教えよう。

　物語を創るのは、最高に面白い娯楽である。




「そんな名前のひとはしらない──って、何度もゆってるのに。もう、しょうがないなぁ、和泉いずみ先生は」

　紗さ霧ぎりは、年下の少年に向かって諭すように、優しい声で窘たしなめてくる。

「そもそも、そういう話は、神楽かぐら坂ざかさんのいる前でした方がよかったんじゃないの？　担当編集さんなんだから」

「そんなやり方、したことないよ」

　他の同業者のことはしらん。

　和泉いずみマサムネは、新作を書き始めるにあたって、編集者とネタ出し──とか。

　企画ものの提案を受ける──とか。

　流行はやりのこういうの書きませんか──とか。

「……やってもらった記憶がねえ」

　俺たちの物語を十二巻ぶん読み直しても、そんな記述はないだろう……たぶん。

「えぇ……いきなり、こんなお話にします──って、企画書を出すの？」

「いきなり完成原稿を出すこともある」

　というか、むしろその方が多い。

　困惑気味だった紗さ霧ぎりは、ふと思いついたように、

「……そういえば『世界妹セカイモ』も……」

「はは、いきなり完成原稿を出したよな。……実は、企画書といいつつ、三巻ぶんくらい書いて一気に出したこともある」

「神楽かぐら坂ざかさん、すっごくびっくりしたと思うよ」

「……そうかな？」

　何度もやってるから、最終的には慣れてくれたと思うが。

「うん、ぜったいそう。私も、初めて和泉いずみマサムネのＷＥＢ小説を読んだとき、書くの速すぎて気持ち悪いって思ったもん」

「昔の紗さ霧ぎりひどくない？」

「ひどくないもん。アレが書きためじゃないって知ったときは、青ざめたもん。……そんなにいっぱい一気に送って、ボツになったらどうするの？」

「当然、ボツになることもある──っつーか、ほとんどボツになる」

「……だよね」

　そんで『読むのめんどい！』とか『十秒で読めるもんを出せ！』とか言われる。

　紗さ霧ぎりは、俺の笑みが伝染したように、くすくすと声を漏らす。

「いまさらだけど……和泉いずみ先生って、そういうやつだったね」

「そういうやつだったんだよ。思い出してくれてよかったぜ」

　前作『転生の銀ぎん狼ろう』が終わったあと、『世界妹セカイモ』が生まれるまでの期間、ガンガン新作を編集者に送り付けて、打ち合わせて──毎回毎回ボツになって。

　我ながら、不器用で効率の悪いやり方をしていたものだ。

　当時の和泉いずみマサムネには、『干されたら即死』する程度の実績しかなく、一日も早く自立しなければならない理由があり──がむしゃらだったから。

　思い返せば、辛つらく楽しい時期だった。

　週休０日、月収０円、残業時間∞インフイニテイ！

　楽しい楽しいプロ生活だ。

　多くのラノベ作家が直面しているであろう、懐なつかしきあの日々よ。

　モノローグで呪じゆ詛そを振りまきながら、大笑いでネタ出しをしていたあの頃。

「過去を懐なつかしんでたら、ネタ出しのコツを思い出したぜ」

「あ、兄さんがくだらないことを思いついたときの顔してる」

　さっきから、ちょくちょくひどいなコイツ。

　俺への呼称を使い分けているようだが──どんなルールがあるんだろう？

　聞きはすまい。そのうち見破ってやろう。

「そう言わず、聞いてくれよ相棒」

「ふふっ……なら、聞いてやるよ、相棒」

　エロマンガ先生は、男性めいた口調で返し、

「和泉いずみマサムネによる、ネタ出しのコツって、なーに？」

「風ふ呂ろん中でネタ出しをする──これだな」

　即答すると、紗さ霧ぎりは、ぽかんと拍子抜けしたみたいな顔になった。

「それ、効果あるの？」

「めちゃくちゃある。同業者に布教したいくらいに」

　ほんとだってば。入浴とは、創作と回復が同時にできる冴さえた行為である。

「ふーん。……でも、そのやり方だと一緒にネタ出しできない」

「おっ、なら、一緒に風ふ呂ろ入ってネタ出ししようか」

「……………………………………………………………………………………………………」

「冗談だって！」

　無言で顔を赤らめないでくれ！　罪悪感が凄すさまじいから！

「…………………………………………ばか」

　真っ赤になったまま、上目遣いで呟つぶやくものだから。

「……………………すまん」

　タジタジになってしまう。

　あらかじめ用意していたリカバリーの台詞せりふを口にするまでに、数十秒もかかってしまった。

「えっと、あの、さ。……もう一個あるんだ。──ネタ出しのコツ」

「……」

　頰を膨らませて怒っていらっしゃる。

「……聞いてくれるか？」

「えっちなのじゃない？」

「じゃない。正直に言うと、ネタ出し以外の目的も含まれちゃあいるんだが……えっちなのじゃないです」

「…………なら、聞く」

　お許しが出たので、真面目な声で切り出す。

「紗さ霧ぎりが外に出られるようになったからこそ、できるようになった方法……」




「もうすぐ『世界妹セカイモ』の新刊発売日だろ。アキバの書店に、売り場を見に行こう」




　自著の発売日に、書店へと行く。

　新刊が売られている様子を、この目で見る。

　ラノベ作家がやる気ＭＡＸで仕事をするための、簡単な方法だ。










　一月十日。

　俺は紗さ霧ぎりと手をつないで、秋あき葉は原ばら駅えきへとやってきていた。

　すなわち、『初めてのお外デート』ってことだ！

　もちろん紗さ霧ぎりとは、何度か一緒に外出しているが、行き先がたかさご書店だったり、みんなとの初詣だったりで、とうていデートとは呼べなかったし。

　昨日は、出版社のある神楽かぐら坂ざか駅えき付近まで行ったが、紗さ霧ぎりが疲れている様子だったので、帰りにどっか寄ろうぜ──なんて言い出せなかった。

　一夜明けて、今日はどうかっていうと──

「紗さ霧ぎり、調子はどうだ？」

「すっごく元気！」

　いまにもスキップしそうなテンションの紗さ霧ぎりである。

「なら、よかった。きつくなったら、すぐ言ってくれな」

「わかってる。──兄さん」

「ん？」

「ずっと、こうして一緒に出かけたかった」

「俺も」

「……へへ……なんか、いいね」

「ああ、そうだな」

　にやにやが止められない。きっと傍はたから見たら、とんだバカップルだろうな。

　ネタ出しのため──なぁんて言っていたが、遊ぶ気まんまんの俺たちであった。

「すっごく楽しいけど、遊んで終わりじゃだめだからね？」

「おう、きっちり仕事の役に立てるさ。今日のデートを」

「………………やっぱり、デートなんだっ」

　むふふ、と、含み笑う紗さ霧ぎり。

　可か愛わいすぎてくらくらしてくる。

　この感覚は、大いにラブコメ執筆の糧かてになるだろうし、それだけでも今日の価値は計り知れない。だけど本来の目的は、それじゃあない。

「さて」

　改札を抜けた俺は、周囲を見回した。秋あき葉は原ばら駅えきの電気街口から、街を眺める。

『世界で一番可か愛わいい妹』の一巻が発売された日も、こうやってここに来たっけな。

　あのときは、ひとり、タブレットＰＣを抱えて街を歩いたっけ。

　──懐なつかしい。

　かつての電気街。オタクの街。

　たった数年、されど、懐なつかしいと感じるだけの時間が経たった。

　新シリーズが始まって、ヒット作品として認知され、アニメが放送される──それだけの時間が経たった。

　この街も、ずいぶんと様変わりした。あの頃にはあった建物が消え、あの頃にはなかった建物がいくつもある。電気街としての色は、やや褪あせただろうか？

　それでも、関東有数のオタクの街であることは変わらない。

　柱に埋め込まれた近未来的なディスプレイ。

　魔法の鏡めいたそれに、ふと、ライトノベルの広告が映し出された。

　──『世界で一番可か愛わいい妹』アニメ化決定。

　エロマンガ先生の描いた妹ヒロインが、俺に笑顔を向けている。

「…………………………」

「…………………………」

　ふたり、見入ってしまう。

「いや……重っもいなぁ、これ」

「わかる。嬉うれしいけど……すっごくすっごく嬉うれしいけど…………あわわ……ものすっっごいプレッシャーがぁ……」

　ぐぐーっと、重い荷物を背負ったような感覚。

『爆炎のダークエルフ』がアニメ化され、大ヒットしていた頃。

　俺は山やま田だエルフ大先生のことが、めちゃくちゃ羨ましかった。

　羨せん望ぼうのあまり、嫉妬のあまり。

　広告を見かけるたび『あの野郎ツイッターで失言して炎上しねえかな！』とか、『作画崩壊してしまうがいい！』とか、他にも色々、たいそう醜い呪じゆ詛そを吐いていたよ。

「……ぐぬう……」

　自分がその立場になってみて、なんというか……マジで精神的余裕がない。

　当時の和泉いずみマサムネのように、俺たちに嫉妬している同業者は、きっといるのだろう。

　その事実に対して、俺はどう思っているかっていうとだな。

　知るか！　それどころじゃねーよ！　というのが、噓うそ偽いつわりのない気持ちである。

「アタマ、さっきとは違う理由でくらくらしてきた。……うごごごご…………視界に、虹色のギザギザした幻覚ががががが……」

「ぜったい病院行こうね？」

　冗談抜きに、同様の症状が出た人は、病院行った方がいいよ。ソースは俺。

「おかげで頭が冷えてきた。歩きながら、打ち合わせの続きするか」

「……うん……ほんとに大丈夫？」

　秋あき葉は原ばら駅えき電気街口から、ＵＤＸ方面へ。エスカレーターで陸橋に上り、かつてと同じ道程を、今度はふたりで歩いていく。巨大な『秋あき葉は原ばらＵＤＸビジョン』に、今期放送アニメのＰＶが流れていて、俺たちのＭＰが削られていく。

『世界で一番可か愛わいい妹』。

　そして、同時期に放送するライバル作品である『陽光のヴァンパイア』。

　どちらも、俺たちにとって特別な作品だ。

「…………………………」

　見入ってしまう。

　足を止め、二人でしばし大画面を眺めていた。

「兄さん、行こう」

「……そうだな」

　向かうのは、『世界妹セカイモ』フェアをやってくれている大手書店だ。

「おさらいしとこうか。俺たちが今日、アキバに来た目的は──」

「『世界妹セカイモ』の、チョッピリえっちなコスプレ動画が売ってるらしいから見に行く！」

「違います」

　元気よく言うなよそんな台詞せりふ。

　エロマンガ先生がそんなんだから、海外で販売停止になるんじゃねーの？

　健全な内容なのに……。

「今日のアキバ行きは、新シリーズのネタ出しのため──だったろ？」

「わ、わかってるしっ」

「ほんとかよ」

「ほんとだもん。……でも、なんでアキバの本屋さんに行くと、ネタ出しの役に立つのか……ちょっとわかんない」

　説明不足だったな。

「新刊が平積みされてるとこ見たら、超やる気出るだろ？」

「うん！　それは、すっごくわかる！」

　だよな。まず、そいつが一番の目的だ。

「もちろんそれだけじゃあないぜ。新シリーズを作るにあたって、『たくさん客の入っているラノベ売り場』をこの目で見ておきたかったってのもある。たかさご書店じゃ無理だろ？」

「智とも恵えちゃんに言いつけていい？」

「勘弁してください」

　怒ると怖いのよ、あいつ。

「それで……兄さん。なんで売り場を見ておきたかったの？」

「トレンドを確認しておくためだよ。いま、どんな作品が人気なのか。どんなジャンルが人気なのか。どんな主人公が、どんなヒロインが人気なのか。実際に手に取っているのは、どんな人たちなのか──」

　データだけなら、数字だけなら、編集部から幾らでも教えてもらえるけれど。

「この目で見て、実感しておきたいんだ」

　果たして、本当に教えてもらったとおりの情報で合っているのか。

　いま構想しているこの方向に進んでいいのかどうか。

『地に足を付ける』ため、アキバに来た。これが二番目の理由。

「ふぅん」

　紗さ霧ぎりは、俺と手をつないだまま、「ふふ」と笑った。

「どした？」

「兄さん、なんだかラノベ作家みたいだなって」

「ラノベ作家なんですけど」

「そうだよね。でも、そう思ったの。お仕事っぽいこと話してるなって」

「…………」

　照れくさくなってきて、言葉に詰まる。咳せき払ばらいで場をリセットし、こう切り出す。

「これから考えるのは、『新シリーズをどんな作品にするか』だ」

「ばくぜんとしてる」

「なんだって最初はそうさ」

　ラノベ作家でなくとも、どんな職業で扱うどんなプロジェクトだって、最初は漠然としているものだろう。少しずつ形にしていくのが、俺の仕事で、腕の見せところで、

　めちゃくちゃ楽しいところだ。

「実を言うと、アタマん中で、ある程度形にはなっている」

「えっ、そうなの？」

「まぁな」

　実は、神楽かぐら坂ざかさんから『新シリーズ』という台詞せりふが出た時点で、思いついていた。

　感心されるような話でもない。

　俺たちの物語をここまで読んだ同業者、編集者、あるいは社会人経験のある読者に、

『和泉いずみマサムネは、次の新シリーズで何を書くべきか？』と、そんなクイズを出したなら。

　百発百中で当てると思う。そのくらいに自明のことだ。

　もったいぶるのはやめよう。俺は、答えを口にする。

「和泉いずみマサムネの新シリーズなんて『妹もののラブコメ』一択だろ」

「……理由を聞いてもいい？」

　なんとなく察した顔で、紗さ霧ぎりが問う。

「俺が一番書きたいもので、編集部が一番書かせたいもので、読者が一番読みたいものだから」

　完全に需要と供給が一致している。

　担当編集がなにも提案してくれないとグチったが……考えてみりゃ、俺があの人の立場でも、和泉いずみマサムネにアドバイスなんかしねーわ。

　選択肢など、あってないようなもんだ。

　カレー屋の新商品は、カレーにするのがいいぞ、くらいの話である。

　カレー屋を訪れる人々は、なにを食べたいと思う？　くらいの話である。

　愚問極まりない。……どうしようもないほどに。

『世界妹セカイモ』によって、和泉いずみマサムネは『妹もののラブコメを書くラノベ作家』だと認知された──されてしまった。

　店先に看板を掲げるようなものだ。

　カレー屋になってしまったものが、新商品をラーメンにするのは、とても難しい。

　カレー屋はカレーを作るしかない。選べるのは、どんなカレーを作るかだけだ。

「……兄さん？」

「いや……」

　たまに考える。

　もしも和泉いずみマサムネにとって、妹もののラブコメが『書きたくないもの』だったなら、深く悩んだんだろうなって。

　それで──どうするだろう？

　嫌いなままで書く、とは、どうしても思えない。

　看板を書き換える方法を、模索しただろうか？

　それとも、『書くべきものを好きになる』努力を始めただろうか？

「どうだろうな……」

　意外と、追い詰められた和泉いずみマサムネは、アクセルをべた踏みしてしまうかもしれない。

　書くべきものなんて知らないと笑い飛ばして、書きたいものを書くかもしれない。

　そんでもって、実力で黙らせるか、力及ばずボツになるか、していたのかも。

「……ひとりでぶつぶつ言ってる」

　恨めしげな声が、俺を現実へと引き戻した。

「ごめん」

　詫わびて、いま考えていた益体もないことを、紗さ霧ぎりに聞かせた。すると彼女は、当たり前のように言ったものだ。

「もしも和泉いずみ先生が、いまとは違う状況だったら──」

　ふわりと笑んで、

「きっと、いまとは違う、面白いお話を書くと思う」

「……サンキュ」

　なんにせよ、俺は幸せだってことだろう。

　書くべきものと、書きたいものが、一致しているんだから。

　そうじゃなくとも。

　和泉いずみ紗さ霧ぎりが、そばにいてくれるから。




　目的の書店に到着。

「うっ……」

「うぁぁ……」

　店頭で流れる『世界妹セカイモ』のＰＶに、二人揃そろって精神ダメージを受けつつ、入り口を潜る。

　平台にどっしりと積まれるライトノベルの数々。

「………………………………」

　我らの新刊からジリジリと距離を取り、二階の漫画コーナーへと移動する。

「……ラノベの新刊コーナーは最後に見ようぜ」

「うん……直視するのは危険」

　デビュー作の発売日とはまた違う、シクシクとした胸の痛み。

　──どーも……声がね？　付いてるのがね？　ダメージでかいんすわ。

　──作品名とか、可か愛わいく読み上げられると……。

　頼む！　無事に放送が始まって終わってくれぇ～～～～～～～～～～～～～～！

　関係者の炎上案件とか起こりませんよーに！

　日本に大災害とかパンデミックとか経済危機とかアルマゲドンとか起こりませんよーに！

　せめてＢＤを最後まで売り切って、配信が一区切りするまでは！　これから毎月、原作小説とかコミカライズとかゲームとか、ガンガン出していくんで、そのラッシュが終わるまでは！

　次々回の確定申告が終わるまでは！

　神様お釈しや迦か様さま山やま田だエルフ様！　何なに卒とぞ！　アーメン！　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！

　脳内で神仏に祈り続けるマシーンと化してしまう。

　階段を上りきり、漫画コーナーへと到着。

「というわけで、俺は妹もののラブコメを書くぞ」

「……すっごく唐突に、さっきの話に戻ったね」

「さっきの話は終わってなかったんだよ」

「もう……小説のことを考えてるときの和泉いずみ先生って、いつもマイペースすぎる。なんでこのタイミングで再開──って、そっか」

　紗さ霧ぎりが、漫画コーナーを見回して、察する。

　もっとも目立つ場所に陳列されているのは、最近流は行やっている人気漫画たちだ。

　アルミ先生作画のコミカライズ版『世界妹セカイモ』が、面陳された棚から閃せん光こうを放っている。

「ぐぅぅ……目が潰れそう」

　俺が両目を右腕で隠し、ガード体勢になっていると、紗さ霧ぎりがぽつりと感想を漏らす。

「なんだか、タイトルに『妹』が付いてるのばっかり」

「そりゃ、トレンドだからな」

　年号も変わったというのに、相変わらずゲームでもラノベでもアニメでも、妹・妹・妹三昧。

　オタクたちの心を『妹』というトレンドが席せつ巻けんし続つづけている。

　和泉いずみマサムネにとっては好都合だが、この世界はいったいどうなっているのだ……。

　クリエイターたち、世界を妹で満たしすぎだろう。

　マジで俺が言うのもなんだが、共感三割、感心三割、疑問三割という感じだ。

　あとの一割は、若干ひくわ、という想おもい。

「妹ものの話はいったん置いて。……最近のデータでは、一時期勢いがなかったラブコメが、だいぶ盛り返しつつあるみたいだけど」

　紗さ霧ぎりが、スマホをチラ見して言った。編集部から送ってもらったトレンドデータだろう。

「正確には、『ラブコメがメインの人気作』が、いくつも出てきている──って状況だな」

『世界妹セカイモ』も、そのうちのひとつ。

　狭きよう義ぎのラブコメ、純ラブコメなどと呼ばれているものだ。

「なんで回りくどい言い方したの？」

「料理で例えると、ラブコメって要素は『塩』みたいなもんで、盛衰はないと思うんだよな」

　薄味の料理が流は行やろうが、健康への悪影響が取り沙汰されようが、塩は変わらず第一線の調味料であり続ける。薄味の料理にだって、塩は使うのだから。

　で、時がぐるりと巡って──いまは辛塩味の料理が人気。

　ならばと俺たちラノベ作家や漫画家たちは、塩をばんばん振りかけている。

　きっと、それだけのことなのだと思う。

　俺の意見を聞いていた紗さ霧ぎりは、無感情に一言。

「和泉いずみ先生、オタクっぽい」

　勇者マサムネは、50ポイントのダメージを受けた。

　取り繕った笑顔で話題をそらす。

「紗さ霧ぎりは、俺たちの新シリーズ、どんなのがいいと思う？」

「……………私が言うと、それ書くってゆうでしょ？　色んな大事なことを無視してでも」

「そんなことは…………」

「あるよね？」

「……まぁ、うん……否定はできない」

　妹のおねだりは、すべてに優先するからだ。

「いやでも俺、仕事では、エロマンガ先生のリクエストを無視したりしてるぞ」

　リテイクだって出しているし、いくら大好きな女の子の言葉だって、無条件で叶かなえるわけじゃない。生活のかかっている仕事であればなおさらだ。

　そう言うと、紗さ霧ぎりは首を横に振った。

「最近は怪しい」

「………………」

　…………付き合い始めちゃったからね。

　恋は人を盲目にする。それを彼女自身が指摘し、正そうとしてくれるのは、ありがたいことなのかもしれなかった。

「ごめん。わかった。直すわ」

　過あやまちに気付いたので、素直に詫わびる。

「仕事では、紗さ霧ぎりの意見を、大事にしすぎないようにする」

「うん、そうして」

「その上で聞くよ。──どんなのがいいと思う？」

「決まってる。あの子より可か愛わいい妹にしよう」

　エロマンガ先生が指差したのは、面陳された漫画本、その表紙に描かれているヒロインだ。

　タイトルは、世界で一番可か愛わいい妹。

　和泉いずみマサムネが、大好きな紗さ霧ぎりをモデルにして書いた、最高傑作。

「どうすればいいのか、まだわからないけど」

　呆ぼう然ぜんと見つめる俺に、『最高傑作を超えろ。それが要望だ』と彼女は言う。

　ぱん、と、背を叩たたき、悪友のようなノリで、

「やろうぜ、和泉いずみ先生」

「ああ」

　あまりにも強気な提案に、笑って応える。

　和泉いずみマサムネとエロマンガ先生による新シリーズ。

　コンセプトは──

　最高傑作に勝利する。

　前作よりもさらに可か愛わいい、最強の妹ヒロインを作る。

「了解したぜ、エロマンガ先生」

　俺にとって『世界妹セカイモ』は、作家人生を代表する作品で。

　いま、超えるべき好敵手になった。

　心を燃やす俺を見上げ、紗さ霧ぎりが問う。

「兄さんは、どういうのがいい？　次のお話」

「そうだなあ……」

　するっと回答が飛び出した。

「主人公が、妹ヒロインと一緒に、幸せになるため頑張っていく話がいい」

　現実で口にするのは、かなりクサくて恥ずかしい台詞せりふだろう。

　まったく臆せず言えるのは、職業柄かもな。

　恥ずかしがっていたらなにも書けはしないし、自分の考えた最高の物語や究極のヒロインを、売り物にして、ウン万人に読ませようとは思わない。

　破廉恥な人間こそが、ラノベ作家に相応ふさわしいのだ。

「何年もラノベ作家やってて……よく考えるんだ。面白い本を作るのが、俺たちの仕事だけど──そもそも『面白いってなんだろう？』ってさ」

『面白い』とはなんぞや。

『面白いラノベ』とはなんぞや。

　完全な回答ができるなら、誰かさんの台詞せりふじゃないが、世界を征することさえできるだろう。

「世の中には、色んな『面白い』があって、誰かの『面白い』が自分の『面白い』とは違っていることもあって──考えれば考えるほど、わからなくなっていくよな」

　既存の定義はなくもない。

『面白い』とは、人が情動を大きく揺り動かされたときに感じるものである。

　ユーザーの感情を強く喚起する作品こそが、優れた創作物である。

　──ってな具合に、創作ノウハウ本をあされば、似たような文面がいくらか発見できるだろう。

　そういうのって一理あるようにも思うし、定義付けを否定したいわけじゃないんだが。

　百パーセントしっくりくるものを見たことはない。自分の中でも答えは出ない。

　白状してしまうと。

　ラノベ作家・和泉いずみマサムネは、面白い本を作る仕事をしているのに、『面白い』ってなんなのか、よくわからずに作品を創り続けている。

「だから、俺なりの『面白い』を、考えて、書いて、伝えてるんだ」

　こんなヒロインと仲良く喧けん嘩かできたなら──俺はきっと面白い。

　こんな世界を旅できたなら──俺はきっと面白い。

　こんな能力で無双できたなら──俺はきっと面白い。

　俺は、たくさんの『面白い』を知っている。

　色んな『面白い』を想像するのが好きだ。

　無数の『面白い』を組み合わせるのが、楽しくってしょうがない。

　俺の考えた『面白い』をみんなに見せびらかして、自慢して、共感してもらいたい。

　それが生活の糧かてになって、貯金通帳が潤うなら、なによりのことだ。

「ただそれだけ」

　自嘲と矜きよう持じが混じり合った息を、吐き出した。

　紗さ霧ぎりは、大きく表情を動かして、こう言ってくれた。

「それでいいと思う。……それがいいと思う」

　彼女に手を引かれ、階段を下りていく。

「俺、いま……毎日毎日、人生最高に『面白い』んだ」

「だから、素材にしたい？」

「ああ」

　わかり辛づらく言ったつもりだったのに、相棒にはきっちり伝わってしまう。

　頼もしくもあり、嬉うれしくもあり。

「なんつーか……上う手まく言えないんだけどさ」

「うん」

「俺、おまえと一緒に……幸せになろうって頑張ってきたのに──夢を叶かなえるために走ってきたのに──道中、ずっと楽しすぎて」

「あはは」

　階段を下りながら、紗さ霧ぎりは笑う。

「私も」

「な！」

　困惑してしまう。

　夢に向かっていく道中が、これほどまでに面白いなんて。

　幸せになるため必死で頑張る日々そのものが、こんなにも幸せだなんて。

　夢と手段が逆転しているっつーか。混同しているっつーか。

　なんともおかしな話だが。

　本末転倒ないまこそが、俺たちの人生でもっとも輝いている。

「次回作の主人公も、同じ目に遭わせてやろうぜ。そうしたら──」




「「きっと面白い！」」




　声が揃そろったところで、一階に着いた。

　たくさんのライトノベルが売られている。

　ある読者は、新刊を手に取り、友達と早口で喋しやべっている。

　ある読者は、お小遣いが残り少ないのか、厳選するように本を見定めている。

『世界妹セカイモ』や同時期に放送されるアニメのＰＶが、店内を賑にぎやかし、我こそが『面白い作品』なのだと激しい主張を振りまいている。

　多種多様な物語が乱舞している。

　誰かの考えた『面白い』を、誰かが手に取り、買っていく。

　気に入られればオタクたちの口くち端はに上り、認知され、消費され、『面白い』は共有されていくのだろう。

　そうして『面白い』は伝染する。

　素晴らしいことだと俺は思う。

　みんなが幸せになるパンデミックを起こしてやろう。

　何度でも。

　作家人生が続く限り。

　さしあたっては、次回作。

　主人公の職業は────────────────
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　新たな夢と目標に向けて走り出した一方で、




　──なぁ、紗さ霧ぎり……俺にも、夢ができたぞ。

　──兄さんの、夢？

　──あぁ、そうだ。すっげービッグな、俺の夢。




　あっという間に月日は巡り、あの日誓った夢が、どんどん近づいてくる。




　──おまえを部屋から連れ出して、二人でアニメを観みるんだ！

　──俺が原作で、おまえがイラストを描いた、俺たちのアニメだ！

　──そうしたら、きっと、すっげー楽しいと思うんだよ！




「兄さんは……そう言ってくれたよね」

「ああ、言ったな」

　俺たちはいま、約束どおり、自宅リビングのソファに並んで座っている。

　いつか予告したとおり、大きなテレビに買い替えて、バカ高いスピーカーを設置して。

　夢を叶かなえるときが、きたからだ。

　アニメ『世界で一番可か愛わいい妹』。

　放映開始まで、あと三分────

「兄さんが言ってくれたこと、ぜんぶ覚えてるよ。私たちの作品を、たくさんの人たちに読んでもらって、面白がらせて、主人公やヒロインを、いっぱいいっぱい好きになってもらって」

「俺たちのラノベをアニメ化して、大ヒット作品にして、金を稼いで自立して」

「私を部屋から連れ出すって、誓ってくれた」

「おう、アニメ化なんて前準備だ！」

　紗さ霧ぎりを幸せにすることこそが、夢の本体。

「もう、とっくに出られてる」

「はは、ちっと予定と違っちまったな」

　紗さ霧ぎりがめちゃくちゃ頑張ったから。

　夢の本体は先に叶かなってしまって、前準備が後から始まる。

　なんともしまらねえ、俺らしい顚てん末まつだ。

「だけど、それでいい」

　夢を語り合ったあの日、二人で夢想した光景よりも、

「今日の方が、ずっと楽しいもんね」

「だよな！」

　夢を超えた現実が、いまここにあった。

「あなたは、いつもそうだね。和泉いずみ先生。いつも私に、夢をくれる」

「お互い様だよ。次の夢は、おまえがくれた」




　──オレたち二人の夢にしよう。




　夢が叶かなっても、楽しい祭りは終わらない。

　さあ、放送まで、あと一分。

　俺は、リモコンを手に取り、電源ボタンを押し込んだ。
















　軽やかな歌と共に、アニメ『世界で一番可か愛わいい妹』第一話が終わった。

　テレビ画面がＣＭに切り替わるや、俺と紗さ霧ぎりはまったく同じタイミングで、ソファに座ったまま後ろにひっくり返った。

「お、わったぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～」

「おわった……ねぇ～～～～～～～～～～～～～～～～～」

　へなへなと脱力。ふたりとも額に汗が滲にじんでいる。呼吸は荒く、心臓は苦しくて。

　繫つないだ手のぬくもりだけが、優しかった。

　喉がからからで、水が飲みたくてしょうがない。せっかく用意したケーキも、まったく食べる気になれない。枯れた声で、すぐとなりの相棒へと、問う。

「なあ……どうだった？」

「わかんない……面白かった、はず！」

「だよな！　超ちよう嬉うれしいしテンション上がるけど──わからんよな！」

　半分投げやりなテンションで叫ぶ。

　和泉いずみマサムネのファンに知られたら、幻滅されてしまうかもしれないが。

　面白い、はず！

　アニメ第一話を視聴直後の、原作者としての本音である。

　映像も声も、制作中にさんざんチェックしたし……どうすればより良くなるのか、さんざん話し合った結果、できあがった第一話だし。

「自信はある……あるんだ、が！」

　監修のために、制作途中の映像を、何度も何度も何度も何度も────優に五十回以上は見まくった結果。

　原作者とイラストレーターは、フラットな視点を喪うしなってしまった。

　なんなら若干飽きてるまである。

　第一話にして。

　だって！　ついこの間──マジで、つい、この間！

　ほぼ完成映像を繰り返し何度も流しながら、ＢＧＭの種類やタイミングについて話し合ったばかりなんだって！　台詞せりふもバッチリぜんぶ覚えてるしさあ！

『世界で一番可か愛わいい妹』というアニメ作品について、俺たちは、それこそ世界で一番詳しいんだよ。見せ場も裏設定も、原作の続きがどうなるのかさえ、知り尽くしているんだ。

　初見の視聴者と同じ感覚で、観みられるわけがねーんだって。

　それを創作者としての未熟というのなら、甘んじて受け入れる所存。

「うわー……アレだ……なんか、なんか……いつもと同じだ！」

　自分の新刊を、発売日に自分で読んだときの気分。

　何度も何度も書き直し、何度も何度も読み返し、何度も何度も打ち合わせ、ブラッシュアップを重ねてきた自信作に対し──

『ぐおおお！　自分で読んでもよくわからん！　きっと面白い、はず！』

　こうなってしまうあの感覚。

　悶もだえ苦くるしみハラハラするあの気持ち。

「うぎぎぎ……もしかしたら雨あま宮みや監督や真ま希き奈なさんも、今頃こんなんなってるのかもなぁ」

「兄さん、えっと、『世界妹セカイモ』一話、視聴者の感想はね」

「エゴサ結果を俺に教えるのはやめろお──！」

　俺は、頭を抱えて身をよじる。

「俺の気が紛れるような話題を頼む！」

　そんなリクエストに、紗さ霧ぎりはやや引きつつ応えてくれる。

「じゃあ話題を変えて……同じ時間に放送してた、他のアニメの原作者さんのツイッターはこんな感じ」

「え？　どれどれ？」




　うわああああああ～～～～！　素晴らしい第一話で、原作者として感激しました～～！

　どのキャラクターも可か愛わいくてカッコよくて～～～～～！

　ひとつひとつのシーンが本当に丁寧に描かれていて～～～～～！

　テレビの前で、終始声を上げて驚くばかりでした！　びっくりぃ～～～～～～～～～！

　──あっ、これから、第一話について解説していきますね♪




「はは、噓うそ乙。こいつ絶対、真顔でツイートしてるよ」

「なんで決めつけるの!?」

「この原作者、めちゃくちゃアニメに関わってるっぽいツイートしているし、それが本当なら、第一話を見て驚くわけないだろ」

　ようは、俺と近い立場にいるわけだから。

「このタイミングで、プラスのサプライズなんかあるわけないぞ」

　マイナスのサプライズはあるかもしれん。

　──原作者よ、驚かせてすまん、ＯＰの映像間に合わなかったわ。

　とか。

　──この前、修正するって言ってたアレ、やっぱり無理だったよ。このままいくぜッ！

　みたいな。もっと危険な例も挙げられるが割愛。

「この原作者が本当に驚いているなら、『そうきたかー』みたいな反応になるはずだ」

「も～、和泉いずみ先生は、この一年で心が汚くなっちゃったんじゃないのっ？　……本当に感激して、驚いているかもしれないのに！」

「仕事でツイートしてるだけだよたぶん。関係者各位にあらかじめツイート文面回してチェックしてもらってるやつだよ」

　最近、原作者の炎上もリスクになってるからね。

　紗さ霧ぎりは、むすっと不機嫌になって、

「和泉いずみ先生のせいで、原作者のアニメ感想ツイートに変な偏見ができちゃった……」

「ちゃんと仕事をしていて超偉いとは思う」

　俺──いまのこの気分で、さぁＳＮＳを更新しよう、ファンサービスで解説しちゃおう、とは、とてもならんもの。

　放送直後に、解説なり感想なりを書き込んでいるすべての原作者を、俺は尊敬する。

　偉いです、本当に、心から。

　でも真顔で書き込んでるよね？

「ふふふ」

「なんだよ、紗さ霧ぎり」

　怒ってたんじゃなかったの？

「だって、ほら……」

　小さな指が、俺の目を撫なで、

「兄さん、泣いてる」

　涙を拭った。

「え……？　本当に？」

「うん。色々ひねくれたこと言ってたけど……ちゃんと、感動できてるよ」

「そ……っか」

　気付かなかった。

　俺──感動してるんだ。

「っはは」

　さっきの書かき込こみみたいに、叫び出したくなるような、激しい気持ちはない。

　じんわりと魂に染しみ込こむような、達成感。

　それが、俺を泣かせていた。

「あぁ……なんだろな、これ」

「思ってたのと、ちがう？」

「ああ、ぜんぜん……違う」

　夢見た光景では、もっと、もっと、ハイテンションで大騒ぎするような。

　嵐みたいに、すべてを吹き飛ばすような──そんなお祭りだった。

　現実はどうだろう。

　せっかく放送されたアニメをフラットに観みられなくて。

　業界人ぶって、ひねくれたことばかり言うようになって。

　アニメ化って、こんなもんか、とさえ………。

　なのに、いま、胸からこみ上げてくるものがあった。

「……紗さ霧ぎり。俺……嬉うれしいよ」

「うん」

　ぽつり、ぽつりと、泣き声混じりの想おもいが零こぼれる。

「無事に放送されて……よかった。納得できるデキになって……よかった」

「うん」

「みんな、楽しんでくれたかな？　喜んで……くれたかな？」

「うん、きっと……ううん、ぜったい」

　ああ────

　それなら、頑張った甲か斐いがあった。死ぬほど頑張ってもらった甲か斐いがあった。

　企画がスタートしてからいままでのすべてが、走馬灯のように脳裏を過ぎる。

「アニメ化して……よかった」

　妹の胸に抱かれ、ずっと嗚お咽えつを漏らしていた。




　インターホンが鳴ったのは、アニメ第一話の放送が終わってから、ある程度の時間が経たってから。深夜十二時を回って、日付が変わった後だった。

　ピンポン、という機械音が聞こえた瞬間、

「ひうっ」

　紗さ霧ぎりがビクッと肩をはねさせ、挙動不審にきょろきょろする。

「おいおい、驚きすぎだろ……」

「だ、だってっ」

　何を隠そう、インターホンの音は、紗さ霧ぎりにとって大弱点なのだった。

　引きこもりにとっては、『あるある』なのだろうか？

　ちなみに、もうひとつの大弱点は、電話の着信音。

　紗さ霧ぎり、これらの音が、めちゃくちゃ嫌いらしい。

「こんな時間に誰だ……？」

　怯おびえる紗さ霧ぎりの背をさすりつつ、ボタンを押し込むと、室内モニタに見知った顔が映った。




「わたしよ！」

「私もいるぞ！」




「エルフ!?」「ムラマサちゃん!?」

[image: ]

　俺と紗さ霧ぎりは、慌てて玄関へと急ぎ、扉を開けた。

　偉大なる先輩方が、肩を並べて立っている。そんなふたりに向けて、俺は問う。

「どうしたんだ、ふたりとも……？　こんな時間にさ」

「ふっ、愚問だな」

「そんなの、一番にお祝いしたかったからに決まってるじゃない」

　ムラマサ先輩とエルフから、なんともありがたいお言葉をいただく。

「そ……っか」

「ありがとう、エルフちゃん、ムラマサちゃん」

　どういたしまして、という声が揃そろって響く。

　聞くところによると、ふたりは『世界で一番可か愛わいい妹』第一話をエルフん家ちで視聴してから、こうして来てくれたらしい。

　このタイミングまで待っていてくれたのは、きっと『俺たちの夢』を知っていたからだろう。

「ムラマサちゃん、お泊まりしてるの？」

「学校が始まるまで、春休みの間は、ずっとエルフの家に泊まるつもりだ」

「そっか……お父さん心配しない？」

「ヤツの話はするな！　喧けん嘩か中ちゆうなのだ！」

　握りこぶしで額に青筋を浮かべるムラマサ先輩。

　彼女の実家、梅うめ園ぞの家けでは親子喧げん嘩かが勃発中らしい。

　詳しい事情を聞こうとしたところで、

「そんなことより！」

　エルフが、にぃっ、と悪いた戯ずらっぽく口くち端はを吊つり上あげる。

「あんたたち！　さっそくお祝いパーティするからね！」

「ええっ？　こ、これからか？」

「なわけないじゃない！　夜が明けたら、よ。ラノベ作家どもに声掛けたら、みんな来るって！」

「マサムネ君、紗さ霧ぎり──盛大に祝われる覚悟をしておくのだな」

　じんわりと、温かなものが胸を満たしていく。

　夢を叶かなえ、皆に祝われ……希薄だった達成感が、段々と現実味を帯びていく。

「ああ、首を洗って待ってるぜ」

「それで良いい」

　感謝の言葉、もっとたくさん種類があればいいのにな。

　このままだと、同じ台詞せりふを、何度も何度も繰り返す羽目になりそうだ。

　そこで。

　ムラマサ先輩と気持ちを交わしていた俺の顔を、エルフの右手が、ぐいっとつかむ。

「お、おいエルフ……なんだよ？」

「くふふ。もう遅いし、積もる話はまた後でね。だけど──」

　彼女は、左手で紗さ霧ぎりの顔をもつかみ、自分の顔の前に持ってきた。

「え、エルフちゃん？」

「──先に、これだけ言っとくわ」

　すぐ間近で、全力の笑顔で、




「あんたたちのアニメ、すーっごく面白かったわよ！」




　俺たちが一番欲しい声を聴かせてくれた。

　紛れもなく本心だと確信できる、誇り高い言葉が、俺たちの心を貫いていく。

「………………………………」

　衝撃の余韻が、俺たちを麻ま痺ひさせていた。ぼう、と、彼女の目を見つめるばかり。

　エルフは、俺たちに問うた。

「夢を叶かなえた感想は？」

　酩めい酊ていするような麻ま痺ひが解け、俺と紗さ霧ぎりは顔を見合わせる。

　笑って応えた。

「「最高！」」

「そ、やったじゃない」

　おかげさまでな。

　短く簡素なやり取りは、きっと、どんな決きめ台詞ぜりふよりも濃密だった。




　翌日、春休み終盤の真昼。

　和泉いずみ家けのリビングで『世界で一番可か愛わいい妹・アニメ放送おめでとうパーティ』が催された。

　みんなでテーブルを囲み、談笑しているところだ。

　パーティの発案者は、エルフとムラマサ先輩のふたり。参加者は上記ふたりに加え、祝われる当人である俺と紗さ霧ぎり。コミカライズ作画担当のアルミ先生も、当事者枠に入れるべきだろうな。

　それから、ラノベ作家仲間の獅し童どう国くに光みつことシドーくんが来てくれた。

　先輩作家の草くさ薙なぎリュウキ先輩は、後から合流するとのこと。

　合計七名。

　なかなかの大所帯だ。

　もしもこれがラノベのワンシーンだったなら、作者は頭を悩ませたことだろう。会話劇を展開するにあたって、人数が多すぎるからだ。

　誰が喋しやべっているのかわかるように書くってだけでも一工夫要るし、全員に一言ずつ喋しやべらせようとするだけでも面倒くさい。貴重なページをがんがん消費してしまう。本の値段も上がっていく。

　イラストレーター様や漫画家の先生にとっても、キャラをいっぱい描く羽目になって大変かもしれない。アニメになったときの作画負担も大きいだろう。

　同業者諸君、パーティシーンなど書くもんじゃないな。

「兄さん、なにブツブツ言ってるの？」

「いや、現実での状況を、いちいち『ラノベのシーンだったら』『自分が書くなら』って考えてしまうのは、職業病だよなって」

「くふふ。今日は女の子率が高くて、アニメだったらマサムネの作画優先度低そうよね」

「イヤなこと言うなあ！」

　作画優先度低そうって……斬新すぎる悪口だった。

　俺相手だからいいけどさ……間違ってもラノベキャラに対して使っちゃダメだぞ！

　アルミが、軽い調子で問う。

「エミリーだったらどうする？」

「うーん……『ワンシーンにおける最適な登場人物数』ねえ……？　ジャンルや状況によっても変わってくるでしょーけど……七人はちょっと多いわね。わたしが作者なら、なんとしても二～三人削る方法を考えるわ」

　山やま田だエルフ大先生、自分のキャラに容赦ねえな。

「みなさん、面白そうな話をしていますね」

　ノンアル飲料片手に、シドーくんが会話に参戦してきた。

　獅し童どう国くに光みつ。いかにも穏やかな雰囲気の青年は、俺にとっては年上の後輩作家。

　年下である俺に対しても敬意を払ってくれる、とてもいい人だ。……酒さえ飲まなければ。

　ちなみに今日のパーティでは、全員アルコール禁止。

　参加者の大半が未成年だし、紗さ霧ぎりもいるしな。

　シドーくんは言う。

「登場するキャラの人数を削るといっても……『その場にいて当然のキャラ』がいない、なんてことになったら、読者は違和感を覚えちゃうんじゃないでしょうか？」

　俺が発した益体もない話題は、雑談のお題として採用されてしまったらしい。

「そこはアレよ。天才作家であるわたしのテクニックでどうとでも」

「具体的には？」

「『後から合流する』ことにして登場を遅らせる──とか。シーンを分割して『理由を付けて前半で帰らせる』──とか。いま言ったふたつの合わせ技──とか。……そうそう、わたしがよくやるのは、『邪魔になりそうなキャラに風邪を引かせて、仕方なく来られなかったことにする！』これね！」

　でかい口を叩たたいたわりに、安直な方法だった。

　得意げに胸を張る大先生に向かって、俺は、やや呆あきれて問う。

「『邪魔になりそうなキャラ』って？」

「ずばり『お喋しやべりで目立ちたがりなやつ』！　こういうやつが場にいると他のキャラの出番を圧迫しがちだから、欠席してもらうと、グッと余裕ができるのよねー。──覚えておきなさい後輩！　この山やま田だエルフ大先生による超ウルトラ高等テクニックをね！」

　超ウルトラ高等テクニックというか。

　苦肉の策って感じでは……。

　それをやらざるを得ないとき、作者はかなり苦しんでいるだろう。

「きひひ、そういやエミリーさぁ」

　アルミが、笑いを堪えながら言った。

「この前、お泊まり会に風邪引いて行けなかったコトあったよな」

「ハッ！　ま、まさかアレは…………そういうことだったというの!?」

「よく喋しやべるし目立つし出番を圧迫するしで邪魔だから出番を削られたんだな」

「ひどすぎるわ！　なんってことしやがるのよ！」

　おまえのキャラもおまえに同じ台詞せりふを言いたいだろうよ。

　そんなメタな戯たわ言ごとで、穏やかな笑いが起きる。

　その声に反応したのか、

「そういえば、マサムネ君」

　さっきからテレビで流れている『世界妹セカイモ』一話を、夢中で視聴していたムラマサ先輩が、顔を上げ、こう切り出した。

「例の脚本家は、まだ来ないのか？」

「真ま希き奈なさん？　風邪を引いて来られなくなったって、さっき連絡があったよ」

「なんだと……？　ぐぬぬ……第一話について、直接もの申してやろうと思っていたのに……！」

　アニメ第一話を視聴したコアファンが荒ぶっておられる。

　コミカライズんときと、そっくり同じ展開じゃねーか。

「なら、俺が聞くよ。何度も打ち合わせを重ねて作った一話なんだ」

　俺にとって、限りなく幸福な現場だったんだ。だから、

「脚本家が回答できることなら、原作者にも答えられる」

「そうか！　ならば遠慮なく、言わせてもらおうではないか！」

　そうして俺は、熱烈なファンと肩を並べ、第一話を再視聴した。

　俺と紗さ霧ぎりが各シーンについて解説をし、ムラマサ先輩が大きな声で感想を叫び、笑い合ったり、口くち喧げん嘩かをしたり。

　自著のアニメについて、語り合う。

　きっと俺たちだけじゃなく。日本中で……どころか海外でも。

　いま『世界妹セカイモ』について、感想や議論が飛び交っている。

　俺とエロマンガ先生。

　足あ立だち区くの片隅で、ふたりで作った物語だった。

　ふたりで始めた旅だった。

　それがいまや、なんというスケールの大きさだろう。

「怖いなあ、ムラマサ先輩」

「なにがだ？　マサムネ君」

「昨日と今日とで、多くの人たちにアニメを観みてもらった。今日、新たに原作を手に取ってくれる人も、きっとたくさんいる。いままでにないくらい。それが────すっっげえ怖い」

「そうか」

　後輩が悩みを吐露しているのに、先輩は笑いやがった。

「君な、表情と台詞せりふが合っていないぞ？」

「そうかな？　俺、どんな顔、してる？」

「さて、教える必要はない。──実に良いい。素晴らしい」

「なんだそりゃ」

「しばらく楽しめそうだ、と、いうことだ。──君の新刊ラッシュも始まるしな」

「うん、まあ、おかげさまで。手伝ってもらったゲームも、今月発売」

「ふふふ、和泉いずみマサムネファンとして至高の時が始まろうとしているのだぁ……」

　うっとりとニヤけるムラマサ先輩。

「大げさだな」

「大げさなものか！　アニメにゲームに原作小説に──とんでもないことだぞ！」

　ムラマサ先輩、自著のメディアミックスにはまったく興味ないくせに、俺のときは全チェックしてくれているらしい。

「そう、かな。そうかも……はは」

　ぽりぽり、と、頰をかく。

　顧みてみると──自分でもやりすぎたかもしれない、って、思い始めてる。

　なんのことかって？

「和泉いずみくん、もしかしてあの噂、本当だったんですか？」

　シドーくんが、『有り得ない』みたいな顔で俺に問うた。

「噂うわさって？」

「これから毎月、何ヶ月にもわたって新刊を出版していく……という」

「実はそうなんだ。先月末に、出版社の公式サイトで発表したって」

　神楽かぐら坂ざかさんがそう言ってた。

「三ヶ月連続刊行……というのは見ました。しかも今月は、『世界妹セカイモ』と新シリーズの第一巻とを合わせて二冊同時刊行って」

「そうそう。新シリーズの一巻がもうすぐ発売されるんだ。──あ、これ、見本誌」

「本当だった……んですね……うわあ……」

　俺が本を手渡すと、シドーくんは、愕がく然ぜんと青ざめた。

「四ヶ月目もあるんですか？」

「うん」

「…………………………さすがに五ヶ月連続はないですよね？」

「いや、ずっと出し続ける予定だけど」

「？？？？　あの……いったい何ヶ月連続で……刊行する予定なんですか？」

「ずっと」

「ずっと、とは？」

「ずっとは、ずっとだよ。あくまで予定だけど」

「？？？？？？」

　シドーくんは、助けを求めるように周囲を見回す。

　──氷漬けになったかのように硬直するムラマサ先輩。

　──呆あきれ顔がおで頷うなずく紗さ霧ぎり。

　──事態を正確に察したのか、うげえ……と、ドン引き顔のエルフ。

　誰も補足をしてくれないので、自分で言う。

「とりあえず──十五ヶ月」

「じゅうごかげつ」

　おい、シドーくん、回答がひらがなになってるぞ。

「もしかしてそれって、十五ヶ月連続でラノベを刊行するという意味でしょうか？」

「もしかしなくてもそうだ」

「」

　ネットＳＳみたいな無言表現やめろ。伝わらないかもしれんだろ。

「ま、ま、ましゃむね君が……じゅうごかげつ連続刊行……」

　魂が口から出そうになっているムラマサ先輩。

　さすがに驚きすぎだろ。

　ムラマサ先輩の背をさすりながら、今度はエルフが言った。

「マサムネぇ？　あんた、ムラマサを殺すつもり？」

「や、んなこと言われたって」

「あんただって、ハルヒがこれから毎月刊行され続けるって聞いたら、こうなるでしょ？」

「そんな現実味のない話、信じるわけねえだろ」

「それもそうね。でも、ムラマサにとってはそのくらいの衝撃だったのよ。……まったくもう、むっかつく表情しちゃってさぁ。『また俺、なにかやっちゃいました？』とでも言いたそうね」

「俺の刊行速度がおかしいって、遅すぎって意味だよな？」

「ぶっ飛ばすわよ！」

　いきり立って脳天チョップをかましてくるエルフ。

「殴ることねーだろ！」

「その煽あおり、冗談抜きでイラつくからもう二度と言わないで頂戴」

　軽いパロ台詞ぜりふのつもりだったのに、ラノベ作家にクリティカルヒットする煽あおりを生み出してしまったらしい。

　確かに自分が言われたところを想像してみたら、遅いヤツが言っても速いヤツが言ってもムカつくな。

　たとえ尊敬している作家先生でも、たとえば……角が立つからお名前は出せないけども、ぜんぜん新刊が出やがらねえアレとかソレの作者がこんな発言してたら、ファンから怒られてもしょうがない。『そうだよ！　おっせーわ！』って袋ふくろ叩だたきにされかねない。

「相変わらず……とんでもないですね、和泉いずみくんは。お祝いすることが多すぎて、なんと言っていいか困りますよ」

　引きつった笑いで俺を賞賛するシドーくん。

「そういうシドーくんこそ、調子いいじゃないか」

　例の新作──いや、続巻がどんどん刊行されているわけで、もう新作とは呼べないか。

「すごく人気で、テレビでも紹介されたって聞いた」

『世界妹セカイモ』が売れ始めたときと同じか、それ以上の勢いがあるそうだ。

　これから、どんどんメディアミックスが決まっていくだろうし、その先に、彼の夢である『お菓子メーカーとのコラボ』が実現するかもしれない。

　──僕の夢は、

　──俺の夢は、

　初めて彼と会ったとき、夢を語り合った。

　別々の夢に向かっているのに、隣を見れば、同じように走る友達がいる。

　それが嬉うれしかった。

「いやぁ……僕自身も驚いていて……」

　首筋に手を当て、穏やかに微ほほ笑えむシドーくん。

「編集さんと、イラストレーターさんと、デザイナーさんのお力あってのことですし。書店さんと……なにより読んでくれた人たちが、面白いって声を上げてくれたからですよ」

　ありがたいことです、と、彼は言う。

　作品がヒットしつつあるのに、腰の低さがちっとも変わっていない。

　そんな年上の後輩を、改めて見習おうと思った。

　エルフが、グラスに入ったジュースを飲みながら、

「売れてるわよねー、国くに光みつのアレ。ま、当然か、魂こもってたもの」

　ちなみに内容はロリハーレムだ。

　羞恥心を振り切らねば発表できない作品で、だからこそ強い。

　カッコいい作品を書いて、作者自身が、カッコよく見られたい──そんな気持ちでは到底書くことはできないし、書こうとすら思えない代物である。

　本人に伝えられることは決してないが、俺を含めた同業者から、密ひそかな尊敬を集めるタイプの作品だ。

　──我は此これが好きなり！　同士よ集え！

　そうやって大声で叫び、同好の人々を集め、作者と読者が共に楽しんでいる。

　その賑にぎわいは、さらなる同士を集める力となり、後続作品を生み出すのだろう。

　くるくると循環する創作活動は、誰がなんと言おうとも、健全かつ美しい。

「おめでとうシドーくん」

　俺の声に続き、皆からもお祝いの言葉が投げられた。

　それはきっと、良き循環を創造した者への祝福だ。

「ありがとうございます、皆さん」

　ロリハーレムの作者が、照れくさそうに頭を下げている。

「今日は和泉いずみくんとエロマンガ先生のお祝いなのに……」

「お祝いなんて、幾らあってもいい」

　紗さ霧ぎりが、俺のすぐ隣から、シドーくんに笑顔を向けた。

「ありがとうございます、エロマンガ先生」

　そう、お祝いは、幾らあってもいい。

　聞いてのとおりだ。めでたいことに──ずっと長く続いていた、シドーくんからエロマンガ先生への誤解がようやくすべて解けた。

　俺がおっさんと付き合っているという誤解は、この間解けたし……。

　今回で、年上の美女（京きよう香かさん）と付き合っているという誤解も解けた。

　本当にようやく……よ～～～～～～やく、肩の荷が下りたぜ！

「そんな名前のひとはしらないっ」

　いつものフレーズが、福音に聞こえたよ。

　おめでとう、俺たち。




　パーティが始まってからしばらく経たち、用事があるというアルミと入れ替わるようなタイミングで、草くさ薙なぎ先輩が我が家にやってきた。

「おう、和泉いずみ。おめでとさん」

「ありがとうございます、草くさ薙なぎ先輩」

　草くさ薙なぎリュウキ。金髪黒衣、細身の成人男性だ。

　ムラマサ先輩と同じく、俺と同じ出版社で活躍する先輩ラノベ作家である。

　アニメ化経験もあり、ベテランと呼んでも過言じゃない。

　俺は、玄関で彼を迎え、

「どうぞ、入ってください。もうみんな集まってますんで。──あ、これ新刊二冊の見本誌です」

「サンキュ。そんじゃお返しってわけでもねーけど」

「おー、都みやこまん。ありがとうございます」

　内心大喜びしながら、土産を受け取る。

「おまえ、確かこれ好きだったろ？」

「世界一美う味まい食い物のひとつですよねコレ」

　めちゃくちゃお茶と合う、究極の銘菓である。

　まだほんのりと温かい。わざわざ店舗で買ってきてくれたのだろう。

「そこまで喜ぶとは思わんかった。──来るのが遅れて悪かったな。午前中にやる予定だった仕事が長引いてさ」

　自ら話題に出すってことは、聞いてもいいんだよな？　このあたりの見極めは、社会人としての必須スキルなのだろうが、いまだに慣れない。

「どんな仕事を？」

「オンラインサロンの記事を書いてた」

「…………………………」

　おおう……予想外の単語が聞こえたな？

　本当は、すぐに、なにかしらの返事をするべきなんだろう。

　ここでフリーズしてしまうのが、俺の未熟さだ。さて……どう反応したものか。

　思案しているうちに、先方が弁明を始めてしまった。

「あのな？　オンラインサロンっていっても、うさんくさくないからな？」

「別にうさんくさいなんて思ってないですけど」

「返答に窮してたじゃねーか」

　窮してたけども。

　そりゃまあ、金髪のチャラ男がオンラインサロンとか言い出したら、一歩引いて様子をうかがいますよ。

「ラノベ作家がオンラインサロン？　とは思いました。あんまり想像できなくて」

「だろうな」

「……会員制のＳＮＳで書き下ろし小説を読ませる……とか？」

　自著のスピンオフとかなら需要ありそうだけど、パッと考えただけでも、色々問題がありそうだ。角が立ちそうなアレコレが、仮にオールオッケーだったとしても……出版社が推進している小説投稿プラットフォームもあるわけだし……ううん。

　草くさ薙なぎ先輩の立場で、やる意味あるかな？　オンラインサロン。

「そういうんじゃねえ」

　ですよね。

「じゃあ会員になにを提供してるんです？　作者の自撮りでも上げるんすか？」

「ラノベの書き方講座みたいなやつ。あとコラムとか」

「有料で？」

「無料で」

「ふーん」

「和泉いずみ、おまえいま、『クソコンテンツ』って思っただろう」

「そこまでは思ってないです！」

「少しは思ってる言い方じゃねえか！」

「だって先輩の教えって、いつも基礎と精神論ばっかりで説教くさいんですよ」

「そこが大事なんだからな？」

　などと言いつつ、ぐりぐりとゲンコツを脳天にめり込ませてきやがる。

　年下への扱いが手慣れているのは、彼に弟がいるからだろう。

　もしも俺に兄貴がいたら、こんな感じだろうか、なんて思う。

　……欲しいかどうかは別として。

　リビングへと彼を通し、パーティが再開される。

　都みやこまんをテーブルに置き、みんなにお茶を出す。

　パーティメンバーが入れ替わったので、再び乾杯。雑談の中、改めて問うた。

「そもそも、なんで無料でそんなことをやってるんです？」

「……ガキどもと直接会わずに済む方法を考えててな」

　あー……そういう。

　多くを察した俺は、深く頷うなずく。

　忘れている人も多いだろうから、解説しよう。

　現在、草くさ薙なぎ先輩は、幼いラノベ作家志望者に師匠と慕われ、悪く言えば粘着されている状態なのであった。

　ロリラノベの作者であるシドーくんは、めちゃくちゃ羨ましがっていたが──

「ガキと直接会って指導するとか、有り得んだろ……常識的に考えて……」

　そうなってしまう。

　世に出ているロリ作品などでも、主人公の年齢や外見を調整したり、自主規制を徹底したり、何重ものエクスキューズを設置するなどして、作者は（出版社も）ガードを固めているものだ。

　件くだんの獅し童どう国くに光みつ先生の新作にしても、ガワや出版社のプロモーションはともかく、読んでみれば健全極まりない内容である。お子様が読んでもまったく問題ない。世界観もファンシーだ。

　ガワはともかく。

「で、直接会わない形で指導を続けている、と」

「無料でな。オレが社会的な死を避けるためには、これがベストだと判断した」

「賢明な判断だと思います」

「ただ、問題というか……おまえらに相談がある」

　草くさ薙なぎ先輩は、表情を曇らせて、全員に聞こえるようにそう言った。

　その際、ちらりと意味深に──ムラマサ先輩を見た、ような？

「相談ってなにかしら？」

　エルフが話に入ってきた。

「オンラインサロンの運営についてなら、わたしたち全員、力になれそうもないけど？」

「サロンメンバーから、反応に困るメッセージが届くんだよ」

　もしかしてラブレターとか……だろうか？

　そんな予想をしていると、彼はスマホで件くだんのメッセージとやらを見せてきた。




　──こんにちは、草くさ薙なぎリュウキ先生！　いつも記事を読ませてもらってまぁす♡

　──私も、これから面白いラノベを書いていきたいと思ってましてぇ。

　──ぜひ！　先生に色々教えていただけたらとッ！　よろしくお願いしまぁす♪




「ま、ましゃか……草くさ薙なぎ先輩……こッ、このメッセージ……」

　シドーくんが、震える己の身体からだをかき抱きながら、

「女子からのお手紙ですかッ？」

「りんちゃん（46歳　男性）からのお手紙だよ」

　死にそうな声で、草くさ薙なぎ先輩は言った。

　………………。

　その場の全員がフリーズし、なんとか俺だけが口を動かす。

「りんちゃんって……確か……その……」

「千せん寿じゆムラマサ先生の御お父ちち上うえで時代作家の……梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう先生だ」

「ですよね！　なにやってんだあの人!?」

　さっき神楽かぐら坂ざかさんのエピソードで名前が出た、伝説の小説家先生である。

「……なんで一介のラノベ作家が運営するオンラインサロンに入会して……ネカマ口調で質問を？」

「こっちが聞きてえわ！　それを相談したくて聞いたんだよ！　その……」

　彼は、再びちらりとムラマサ先輩に目をやって、

「千せん寿じゆムラマサ先生なら、ご存じなんじゃないか……と」

「ヤツの話はするな」

　ぴしゃり。そんな音が聞こえてきそうな、断固たる拒絶。

　ムラマサ先輩は、うっそりと低い声で、

「それが原因で、私は家出中なのだ」

　そういえば、昨夜そんなよーなこと言ってたっけ。

「……ヤツ曰いわく、ネットでは女性のフリをしていた方が、親切にしてもらえるのだと……だから女性とも読み取れるような口調で交流する方がお得なのだと……私はネットのことなどよくわからんし、そういうものかと流していたんだが……」

　怒りを押し殺しながら語るムラマサ先輩に、紗さ霧ぎりが一言。

「明らかにノリノリでネカマやってるよね？」

「言うな……！　エロマンガ先生の前で、性別を偽るのが悪いとは言わん、言わんが……！　これは……度を超しているだろう？　だって、私の学友とも『りんちゃん』として、チャットしているようなのだぞ？」

　それは怒っていい。俺も、親おや父じがネカマ口調で同級生とチャットしてたら殴ってたと思う。

　ムラマサ先輩は、真っ赤になって、

「くっ……強めに𠮟っておいたのだが……性懲りもなくまだやっていたとはな……」

「性懲りもなく？」

「他のラノベ作家たちにも、似たようなメッセージを送っているようなのだ」

　即死トラップじゃん。

　直接会いましょう！　からの──梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう先生降臨！

　自分が引っかかったらと思うと恐ろしすぎる。

　先生のファンだったなら、大歓喜かもしれないが……いや、やっぱ怖こええわ。

「ふん……このままヤツに反省がないようなら……新学期も、ここから学校に通うしかないな。エルフ、世話になってもいいだろうか？」

「わたしは別にいいけど、あんたの学校めっちゃ遠くない？　千ち葉ばのど田舎じゃない」

「覚悟の上だ。あとそこまで田舎ではない。十分に通えるとも」

「ほんとにそうしたいんなら、喧けん嘩か中ちゆうでも、一応電話しときなさい。親子なんだから」

「……やむをえん」

　結局──

　草くさ薙なぎ先輩が持ち込んだトラブルは、梅うめ園ぞの家けの親子喧げん嘩かと合流し、電話による話し合いを試みる運びとなった。

　リビングの隅っこで、ムラマサ先輩がパパと電話中。

　そんな中、エルフが、やや重めの声で切り出した。

「学校と言えばさぁ……紗さ霧ぎり、あんたほんとに新学期から学校に行くつもり？」

「もちろん。じゅんびばんたん！」

　両手でガッツポーズを見せつける紗さ霧ぎり。

「始業式から、いく」

　そのために、ずぅ………………っと、特訓と準備を続けてきたのだ。

　授業にだってついていけるし、ひとりで外に出ることだって…………練習ではできていた。

「心配なのよねー。ついこの間まで、マサムネと手をつないでなきゃ、一歩も外に出られなかったってのに……ほんとに大丈夫なの？」

「わからない」

　にっこりと笑んで、紗さ霧ぎりは言った。

「だから……だめだったら、助けてもらう」

「そーね」

　エルフも笑った。

「そうしなさい」

　その台詞せりふが言えるなら、きっと大丈夫だろう。俺がそばにいなくたって、同じクラスにめぐみがいる。おせっかいなクラスメイトたちだっている。

　心配を完全に消すことはできない。けどさ、だから『行くな』……とは、言えないよ。

　紗さ霧ぎりが『外に出る』ことは、俺たちの念願だったから。

　俺から離れて、学校に行けるようになったら──一区切りと言えるだろうか。

　親おや父じや母さんも、安心してくれるだろうか。

「私は、自分と同じくらい兄さんが心配」

「俺？」

「うん。──だいじょうぶ？　私がそばにいなくても」

「な、なに言ってんだよ！　おまえは俺の親かっつーの！」

　そりゃ、最近は片時も離れないくらいの勢いで、紗さ霧ぎりと一緒に過ごしているけれども。

　これまで同様、仕事やら学校やらで、ひとりで外出する機会だって何度もあった。

　だから紗さ霧ぎりが学校に行っている間、離ればなれになるくらい……なるくらい……。

「……まったく大丈夫じゃない。さみしくて死にそう」

「我慢しなさい。夕方からは、一緒だから、ね？」

　涙ぐむ俺の頭を、紗さ霧ぎりが優しく撫なでてくる。

　い、いつの間にか立場が逆に……。

　そんな俺たちの様子を、エルフが呆あきれ顔がおで眺めている。都みやこまんを口内に放り込んで、

「相変わらず、依存度高いカップルよね、あんたたち」

「ほっとけ」

「そんなに離れたくないなら、ずっと一緒にいればいいじゃない？　学校なんて行かなくたっていいでしょう。そうすれば、わたしのように、平日の昼間から二度寝したりゲームしたり旅行に行ったり……素晴らしき毎日を送ることができるというのに」

　ダメ人間じゃねーか。

「くふふ……ラノベ作家とは、定命の者とは異なる時の流れに生きる者。平日の空いている時間に映画を見に行ける特権階級。わざわざ世俗の軛くびきに捕らわれに行くなんて、理解しがたい行動ね」

　十日連続でズル休みをしても後ろめたい気分にならない人に、オススメの職業である。

　逆に、幾らでも残業ができる最高の職業でもあるけどな。

　持論を繰り出すエルフに、俺は、かつてめぐみに伝えた意見を口にする。

「俺はさ、『絶対学校に行った方がいい』とは思わないよ。行かない方がいいって人だって、そりゃいるだろう」

　人の数だけ、事情があるんだから。

　引きこもっていた頃の、紗さ霧ぎりみたいに。

「俺は……紗さ霧ぎりが望んで、紗さ霧ぎりが決めたことだから応援するんだ。さみしくてもな。そんだけ」

「はいはい、よーっくわかってるわ」

　彼女は、くすっと笑みを零こぼし、俺に耳打ちしてくる。

「そんなコト言いつつ、こっそり登下校を見守るつもりでしょ？」

　当然だろ。

「くふふ、ご一緒するわ、シスコン兄さん♪」

　和泉いずみ紗さ霧ぎりの初登校。準備万端なのは、俺だって同じである。




　始業式の朝。

「いってきます、兄さん！」

　紗さ霧ぎりは学校へと旅立った。

　俺の手を離れ、大きな一歩を踏み出した。

　……つい大げさな表現をしてしまったが、そのくらいの大イベントなんだ。

　それこそアニメ化と同じくらいにな。

「頼むな、めぐみ」

「おっまかせください！　紗さ霧ぎりちゃんは、あたしがピッタリくっついて、がっちり守りますのでっ！」

　制服姿のめぐみが、最敬礼のポーズで、白い歯を見せてくる。彼女は紗さ霧ぎりのために、わざわざ家まで迎えに来てくれたんだ。

「頼むぞ……頼むぞ！」

　めぐみの両肩をつかみ、何度も何度も念を押す。すると彼女は苦笑して、

「いやぁ～……迫真すぎて怖いんですけども……」

「もう……兄さんは、心配しすぎ」

　紗さ霧ぎりは苦笑してから、真顔になって、俺の鼻先に指を突きつけた。

「これから、めぐみちゃんとふたりで学校行くけど……付いてきちゃだめだからね？」

「…………」

「ぜーったい……だめだからね？」

「はは、わかってるって」

　おまえにもバレないよう、こっそり付いていくさ。

「いってらっしゃい、紗さ霧ぎり」

　笑顔で妹を送り出し、それから打ち合わせどおり、エルフと合流し、ふたりで後を付ける。

　紗さ霧ぎりの後方、気付かれない程度の距離を維持しつつ、様子をうかがう。

　そんな中、エルフが軽い調子で聞いてきた。

「ねぇマサムネ？　あんたも学校始まってるんでしょ？　遅刻じゃない？」

「今週いっぱいは休むつもりだ。紗さ霧ぎりから連絡きたとき、即駆けつけられるように。──それがどうした？」

「……ごめん、聞く意味ない質問だったわ」

　ややゲンナリとした声をよそに、俺は全身全霊で、前方を注視し続ける。すると、学校に近づくにつれ、学生服姿のやつらがめぐみと挨拶を交わし、合流していく。

　ひとりふたりじゃない。三人、五人……ま、まだ……増えていくだと……？

「……明らかに学年違う連中が交じってるわね」

「そういやめぐみって、友達めちゃくちゃ多いんだった」

「集団登校っていうか……大名行列みたいになってるじゃない」

「……紗さ霧ぎり、頑張って挨拶してるみたいだけど……」

　だ、大丈夫かな……？

　くそっ！　めぐみのやつ！　任せろって大見得切ったくせに！

　いきなり、元引きこもりにヘビーな試練を与えおって！

　ハラハラしながら見守っていると、めぐみは笑顔で集団を制御し、紗さ霧ぎりに近づきすぎないよう、守ってくれているようだった。めぐみだけじゃなく、その他の学生たちも、紗さ霧ぎりに優しく気を遣ってくれているのがわかる。

『紗さ霧ぎりが久しぶりに登校する件』について、めぐみはめぐみで、準備を整えていたのだろうな。

「うん、大丈夫そうね」

「……だな」

　一安心して息を吐く。同時に、わずかなさみしさと、胸の痛み。

　紗さ霧ぎりが、手元から離れていくような。

　それはきっと、浅ましい独占欲だ。

「そーいうもんでしょ。あんたは妹離れなんて、しなくていいの」

　なにも言っていないのに、エルフは笑って背を叩たたく。

「これからも、ずっと一緒にいるんだからさ」

「そりゃどうも」

　ひねくれた礼を口にして、校門に背を向ける。

「頑張れよ、紗さ霧ぎり」

　引きこもりだった俺の妹は、ついに庇ひ護ご者しやの下を離れ、自分の足で歩き始めたのだ。







　──三十分後。




「このぶんなら、俺が学校を休む必要なかったかもなぁ」

　自室にて。感慨深さに浸っていると、紗さ霧ぎりからスマホにメッセージが送られてきた。

　さながら床ドンのように簡潔な要求。




　──『もう帰る。迎えにきて[image: かおもじ]』




「うわあああああ！　学校休んどいて大正解じゃねーか！」

　ついに紗さ霧ぎりは、引きこもりを完全に克服し、自分の足で歩き始めたのだ──

　そんなこたぁなかったぜ！




　全力ダッシュで駆けつけて、数分後。

　俺は中学校の保健室へと到着。勢いよく音を立てて扉を開く。

「大丈夫か紗さ霧ぎり!?」

　保健室内に、妹の姿は見えない。きょろきょろと見渡すと、それらしきモノを発見した。

「……………………………………」

　ベッドの上に、こんもりと丸まった『毛布のカタマリ』があった。

　そこから、にゅっ、と愛らしい顔が現れる。

「兄さん、遅い」

「呼ばれてから十分経たってねーだろ！　むしろ爆速だよ！」

「いつもなら十秒できてくれるのに」

「そりゃ一緒に暮らしてるからな！　むちゃくちゃ言いやがるなオマエ！」

「だってっ……」

　むすー、と、頰を膨らませている。引きこもり時代、何度も何度も見た表情だ。

「はあ～」

　と、俺は大きく息を吐いた。安心したからだ。全力疾走した直後だからってのもあるが。

　……この様子なら、なにか大きな問題が起こった──ってわけじゃあ、なさそうだ。

　とにもかくにも、現状を把握しなくては始まらない。つとめて優しい声色で問うた。

「で……なにがあって、こうなってるんだ？」

「兄さんと別れた後……めぐみちゃんと一緒に学校に向かったの」

「うん」

「でね……その途中で、めぐみちゃんの友達がいっぱい集まってきて……みんな、私に優しくしてくれて……」

「うんうん」

　知ってる。見てたから。

「その後、クラス分けを見て、教室について……みんなに自己紹介して……みんなにも、自己紹介してもらって……これからよろしくって……」

「おー、いい感じじゃないか。……それで？」

「ホームルームが終わった後、保健室に行って早退することにした」

「なるほど、わからん」

　紗さ霧ぎりが毛布で丸まって防御態勢になっちまっている事情……いまの説明でわかる人いる？

「むぅ……なんでわからないの？　すっごく丁寧に説明したのに……」

「……大事な情報が抜けているからだな」

　ラノベを書くとき、初心者がよくやるミスである。

「ええと……なぁ、紗さ霧ぎり。学校の連中とは、いい感じに自己紹介できたんだろ？」

「うん、ばっちりだったと思う」

「じゃあなんで、保健室に？　体調が悪くなったのか？」

「……その……急に疲れて誰ともなにも話したくなくなったから。それで…………みんなにイヤなことを言っちゃう前に、離れておこうかなって」

「なるほど」

　そこまで聞けば俺にもわかる。練習を重ねてきたとはいえ、ずっと引きこもりだったやつが、急に大勢と話したら──そりゃあ疲れるだろう。

　いい判断をした、と、思う。

「めぐみは？　そんな状況なら、紗さ霧ぎりと一緒にいたがったんじゃないか？」

「さっきまで一緒にいた」

　みんなに事情を説明するために、席を外している、とのこと。

　めぐみなら、誰も悪者にせず、うまく話してくれるだろう。

「……あの……兄さん」

「ん？　どした？」

「ごめんね？　せっかく、応援してくれてたのに……」

　毛布を甲羅にしたカメみたいな体勢で、紗さ霧ぎりは呟つぶやく。俺は柔らかな笑みで応える。

「紗さ霧ぎりは、よくやったと思うぞ。復帰一日目なら、上等の結果だろう」

「……始業式にも出られなかったのに」

「それでもだ」

「……兄さんは、私に甘すぎる」

「仕方ねーだろ」

　好きなんだから。甘くも優しくもなる。

　それはもう、どうしようもないことだ。地球が丸いことや、太陽が東から昇るのと同じだ。

「どうする？　このあと、京きよう香かさんとの約束があるけど……もう帰って休むか？」

「すこし休めばだいじょぶ」

「そっか。なら、そうしよう」

　穏やかな時間が過ぎていく。

　時計の針だけが、チクタクと音を刻んでいる。

　薄桃色のカーテンが揺れ、春の日差しが、部屋に差し込んでいた。

「俺が、もう少し生まれるのが遅かったらな」

「一緒に学校、通えたのにね」

　冗談めいた言い草に、紗さ霧ぎりはそんな合いの手を入れてくれた。

　想像してしまう。

　紗さ霧ぎりと俺がクラスメイトで、義理の兄きよう妹だいで、一緒に登下校して。

　道中、仕事の話で盛り上がって。

　きっといまとは違う、奇妙な学生生活だったろう。

　きっといまと同じように、幸せな日々だったろう。

「だから、新作は学園ものにしたの？」

「はは、どうだろうなあ」

　正直に答える。

「単に、すげー書きたくなったからなんだけど……気付いてないだけで、そういう青春が送りたかったのかもしれない。俺と同じ職業で、義理の妹と恋愛して、一緒に学校通うような……」

　自分とは違う、めちゃくちゃ面白い誰かの人生。

　それを書いて、読んでもらって、一緒に面白がってもらいたかったのかも。

「だから、今日、ちょっと嬉うれしい」

　……ズル休みした甲か斐いがあった。

「実は、私も……始業式にも出ないで、兄さんを呼びつけて……我ながらひどいやつなのに」




「「楽しい」」




　こんな会話を聞かれたら、心配してくれているだろうめぐみやクラスメイトに、怒られちまう。

　俺たちは、ひそやかに笑い合った。

　しばしそうやって過ごし、戻ってきためぐみや保健の先生と、少しばかりのやりとりがあって。

　ふたり並んで、下校する。

　向かうのは、我が家ではない。

　中学校の正門前に、車が駐とまっている。

　車の前で俺たちを待っているのは、よく見知った家族。

「京きよう香かちゃん！」

「紗さ霧ぎりさん！　正まさ宗むねくんも！」

　京きよう香かさんだ。ばりっと決まったパンツスーツ姿の彼女は、俺たちを見つけるや、手を振って迎えてくれる。

　俺たちだけにわかる怖い笑顔。もう二度と、恐れたりはしない。

「ずいぶん早いですね。……どうして正まさ宗むねくんと一緒に？」

「ええと、それはですね……」

　詳しい事情を説明すると、京きよう香かさんは呆あきれた顔で苦笑する。

「まったく……仕方ありませんね、あなたたちは。──いいですか、紗さ霧ぎりさん？」

「は、はい」

「早退するときは、正まさ宗むねくんではなく、私に連絡をしてください。正まさ宗むねくんも、学校に通っているのですから、邪魔をしてはいけませんよ」

「いや、俺でいいと思いますけど。京きよう香かさんだって、仕事があるわけですし──」

「いいえ、私です。私と正まさ宗むねくん、ふたり共にやるべきことがあります。であれば、子供が優先されるのは当然のことでしょう。私は、あなたたちの保護者なのですから」

　以前は、押しつけがましいと感じていた言動も、いまはもう気にならない。

　彼女の優しさゆえだとわかっているから。

「──と、お説教はここまでにして。話の続きは、道中でしましょう」

「うん」

「ですね」

　俺は紗さ霧ぎりと揃そろって頷うなずき、後部座席に乗り込んだ。

　京きよう香かさんの運転で、目的地へと向かう。

　紗さ霧ぎりの登校日。その帰りに三人で行こう──そう家族で約束していた場所だ。

　もう察しが付いただろう。

「着きました」

　目的地は、墓地だ。

　あえてこう表現するが、俺たち兄きよう妹だいの両親が眠る場所だ。

　俺たちは車を降り、敷しき地ち内ないに入っていく。

　空気が変わる、というのだろうか。

　雑多な下町の只ただ中なかにあるのに、それを思わせぬ荘そう厳ごんな雰囲気だ。

　土の匂いがする。まるで初夏のように、湿り気のある空気が揺らめいている。

「…………………………」

　あの頃も、こうして三人で、墓地を訪れた。京きよう香かさんも、紗さ霧ぎりも、たぶん俺自身も荒れていて、頭ん中ぐちゃぐちゃで、これからどうなるんだって不安と混乱だけがあった。

　誇張でもなんでもなく、世界が終わったみたいだった。

　まるでタイムスリップしたみたいな既視感に襲われて、紗さ霧ぎりの顔を覗のぞき込こむ。

　すると、

「大丈夫、兄さん？」

「……ああ、平気だ」

　帰ってきたのは、俺を気遣う、穏やかな言葉。

　以前とはもう違うんだ、って、救われた気持ちになった。

「会いに行こう、親おや父じと、母さんに」

　それと、お袋にも。

「うん」

　三人、手をつないで歩く。紗さ霧ぎりが真ん中、あの頃の家族に負けない姿で。

　無数の墓石を通り過ぎ、俺たちは両親の墓、その前に立った。

「よう」

　と、肩の力を抜いて呼びかける。最後に会ったときよりも、大人ぶった言い方でだ。

「俺、たまにしか来ないのに……いつもぴかぴかに磨かれているよな。ずっと不思議に思ってたんだけど、最近ようやく理由がわかった」

　考えてみれば、簡単なこと。俺以外に、ここを訪れて、手入れをしていた人がいたんだ。

　それが誰なのか、なんて、言うまでもない。

「今日は、一緒に来たよ。色々、報告があるんだ」

　ふたりに目を向けると、京きよう香かさんは、そっぽを向いてしまう。

「……掃除用具を持ってきますね」

　そそくさと離れていってしまった。

　なんというか……相変わらず、兄貴の前だとあんな感じなんだな。

　京きよう香かさんが去って、ふたりきりになった俺たちは、墓石に向き直る。

「……久しぶり」

　紗さ霧ぎりが、手を合わせて呟つぶやいた。

「長い間……会いに来なくて……ごめんなさい。あれから、ずっと、ずっと……家から出られなくて。でも……ずっと兄さんが、一緒にいてくれたから。ずっと優しくしてくれたから。…………だから、大丈夫だった」

「この二年間で、色んなことがあったよ。びっくりすることもたくさんあった。……親おや父じも、母さんも、実は知ってただろ」

　俺と紗さ霧ぎりの隠されたつながり。

　ラノベ作家を目指す息子と、イラストレーターを目指す娘。

　そんな俺たちの関係を、ふたりが知らなかったはずはない。

　最初は知らなかったのだとしても、俺たちよりも先に気付いたはずだ。

　もしかしたらそれこそが、ふたりが結ばれたきっかけ──だったのかもしれない。

　俺たちが運命だと感じたように、あのふたりも、そう感じたのかもしれない。

　だとしたら、やはり、そういうことになっちまう。

　京きよう香かさんとぶつかり合う前の俺たちだったら、ショックで動けなくなっていただろう。

　いまはもう、大丈夫だ。たとえそうだとしても、大丈夫。

　堂々と報告を続ける。

「いまはふたりで、一緒にラノベを作ってる」

「すっごく人気になって、有名になって……漫画にも、アニメにも、なったんだよ」

「ふたりで、でっかい夢を叶かなえたんだ」




「すげーだろ！」

「すごいでしょ！」

[image: ]

　笑って自慢した。この幸せな気持ちが、伝わればいいと。

　いまの俺たちを、見て欲しいと。

「それで、さ。ちっと言いづらいんだけど……」

「私、兄さんとお付き合いしてるから」

　かぁ、と、赤面しながら報告する紗さ霧ぎり。

　まるで両親本人が、目の前にいるかのように。

　きっと俺も、同じ表情で緊張していた。それでもハッキリと口にする。

「大人になったら、結婚したいと思ってる。だから、報告しに来たんだ」

　許しを請こいに来たわけじゃない。

　報告しに来たんだ。

「安心してね。私が、兄さんを幸せにするから」

「先に言うなよ！」

　俺の台詞せりふを取りやがって！

「えへへ……じゃあ、どうぞっ、兄さんのばん」

「えぇ……！」

　決きめ台詞ぜりふを奪っておいて、こっちに振るなんて……！

　アドリブで変なこと言っちまったらどうするつもりなんだ！

「ごほん！　ええっと！　だな……！」

　動揺しながらも言葉をさまよわせ──

「見ててくれ！　俺と紗さ霧ぎりとで、和泉いずみマサムネとエロマンガ先生とで、これからずーっと一緒に、夢を叶かなえ続つづけるから！」

　めちゃくちゃ面白いラノベを書いて！　すっげー可か愛わいいヒロインを描いてもらって！

　みんなに見せびらかして、楽しんでもらう！

　そんな人生を過ごしたい。

　そうやって生きていけたら、どんなに幸せだろう。

　予定とは違う、言うつもりのなかった本音を、両親の前で叫んでいた。

　これから進学して、大学生の兼業作家になって。

　いまの仕事を続けるかは、状況を見て決めよう──そう考えていたはずなのに。

　一生の仕事にするには、不安定すぎるってわかってるのに。

　いま売れているからって、先がどうなるかなんて、わかりゃしねえってのにな。

　親を安心させようと思って来たのに、逆に心配させてしまったかもしれない。

　なのに、なんでだろう。朗らかな気分だった。

　妹と肩を組み、両親に向かって宣言する。

「俺、楽しくやってくよ。エロマンガ先生と一緒にさ」

「そんな名前のひとはしらないっ！」

　いつものやり取りに笑みを零こぼし、俺は紗さ霧ぎりに提案する。

「なあ、せっかくだから、文句言ってやろうぜ」

「うんっ、いい考え」

　意図を察した紗さ霧ぎりがこくりと頷うなずき、俺たちは大きく息を吸い込んだ。

　せーのっ。




「お母さん！　なんでこんなペンネームにしたの！」

「エロマンガ先生の正体、もっと早く教えてくれよ！」




　一瞬だけ、土下座する両親の幻影が、見えた気がした。
















『世界妹セカイモ』のアニメが始まり、新シリーズの第一巻が発売され、両親の墓参りを済ませた俺たち。

　夢を叶かなえ、さらなる夢を追い求め、順風満帆、怖いものなしだ。

　──って思うかもしれない。

　だけどな、うまくいかんことだってある。

　平日の朝。和泉いずみ家けの前にて。

「紗さ霧ぎりちゃ～ん！　学校いこ～よぉ～～～～～～～～～～っ！」

　制服姿のめぐみが、パジャマ姿の紗さ霧ぎりに向かって、大声で訴えかけている。

　一方、紗さ霧ぎりは、爽やかな笑顔で、

「今日は学校おやすみっ！」

「今日は～？　今日も、でしょお～？　もうズル休み三連続じゃん！　おにーさんも、見てないでなにか言ってください！」

「お、おう……紗さ霧ぎり、せっかくめぐみが迎えに来てくれたんだから……その……登校を検討してみちゃどうだ？」

「わかった。検討する」

　深く頷うなずく紗さ霧ぎり。目をつむってしばし考え、その結論は──

「学校はいかないっ！」

　一ミリも変わらなかった。

「うんうんそうかあ……なら、しょうがないな」

「おにぃーさんっ!?」

　一瞬で諦めた俺に、めぐみから怒声が飛ぶ。

「しょうがないってなんですかもぉ～！　せ～っかく紗さ霧ぎりちゃんが学校に行けるようになったのにぃっ！　おにーさんは、いっつも紗さ霧ぎりちゃんの言いなりなんですねッ！」

「当たり前だろ？」

「ひーらーきーなーおーらーなーいーでーくださいッ！」

「ぐぬぅ……」

　しかしだな、めぐみ。いままでの経緯が経緯だし、行きたくないものを行かせようという選択肢は、和泉いずみマサムネにはねーんだって。

　一方で、めぐみが怒る気持ちもわかる。さんざん大騒ぎして、ビッグなイベントをついにクリアしたぜ！　みたいなノリで初登校したのに、半日持たずに早退しちゃったものな。

　学校サイドで便宜を図ってくれていた委員長様、つまりめぐみからしたら、あれはなんだったんだよ！　ってことになっちまう。

「誠に申し訳ない。心からお詫わびするぜ、めぐみ」

「いやいや、謝って欲しいわけじゃないんですよ。あたしは、なんでなのかを聞きたいんです」

　真面目な顔で、めぐみは言った。

「なんでなのか……」

「はい。なんで、紗さ霧ぎりちゃんは、学校に行かない──なんて言い出したのか、ですっ」

「そいつは俺も知りたいな」

　始業式を早退して、一緒に墓参りに行って。

　その翌日は、学校に行ったんだよ、紗さ霧ぎりは。

『あと一日くらい休んだ方がいいんじゃないか？』

　そう心配する俺に向かって、我が愛いとしの妹は健けな気げにも言ったのだ。

『昨日は早退しちゃったから、今日は最後までがんばる』と。

　涙ながらに送り出したさ。

　紗さ霧ぎりは有言実行、しっかり最後まで頑張って、帰ってきたのだ。

　で、さらにその翌朝。

『今日からしばらく学校行かない』

　紗さ霧ぎりが突然、そんなことを言い出した。もちろん俺は、焦あせって問うた。

『……学校で、なにかあったのか？　いじめられたり、イヤなことされたり、とか』

『ううん、ちがう。みんな、すごく優しくて、気を遣ってくれて、友達もできて……楽しかった』

　微笑からは、噓うその匂いは読み取れず、本心からそう思っていることがうかがえた。

　だから余計にわからなかったんだ。

　それから三日続けて、紗さ霧ぎりが学校を休んだ理由がだ。

　いままではあえて聞かずにいた。そっとしておこうって思ったから。

　だが、いい機会だろう。

　俺は紗さ霧ぎりに、問いを投げかける。

「紗さ霧ぎり、どうして『学校に行かない』んだ？」

「最初に言っておきたいのは……めぐみちゃんとか、クラスのみんながイヤなわけじゃないってこと。みんなとお話しできて……親切にしてもらって……嬉うれしかったって、こと」

「よかったぁ」

　ほっとしたように頷うなずくめぐみ。それから優しく問う。

「じゃあ、どして？」

「私、いままでずっと引きこもりで……部屋から出られなかったり……家から出られなかったりで……学校にも行けなかった……よね？」

「うん」

「やっと出られるようになって、やっと学校に行けるようになって……『大切な気持ち』を思い出したの」

「た、大切な気持ち……って？」

　紗さ霧ぎりは、にこやかにこう答えた。

「そういえば……私、引きこもりになる前から、学校きらいだったなって」

「うええええええ！」

　大きく仰のけ反ぞるめぐみ。紗さ霧ぎりの爆弾発言が直撃した形である。

「な、なに言っちゃってんの？　さ、紗さ霧ぎりちゃん!?」

「引きこもりが直っても、クラスのみんなが親切でも、学校はきらいってこと。できればあんまり行きたくないなぁってこと」

「意味わからないよ！　学校、楽しかったんでしょ!?」

「うん、楽しかった」

「ならっ！」

「でもきらい。あんまり行きたくない」

「？？？？？」

　めぐみが大混乱している。

「ゴメン…………ちっともわからないんだけど……」

「こんなにはっきりゆってるのに？」

「だ、だだだって！　──紗さ霧ぎりちゃんが、学校に行きたくない理由、なくない？　あたし、頑張ってぜんぶ潰したモン！　でしょ？」

　めぐみは、彼女にとっての『当たり前』をぶつける。

　すると紗さ霧ぎりは、若干ハラ立つ愛らしい仕草で、ちちち、と指を振った。

「めぐみちゃんは、ちっともわかってない。『理由があるから、学校に行きたくない』っていう考えがまずちがう」

　話に入っていけねえわ。情けない兄貴ですまん。

　動揺しまくるめぐみ。呆ぼう然ぜんとする俺。

　そんな両者を前に、紗さ霧ぎりは覚者のごとき超然とした雰囲気で、穏やかに言い放った。

「ただただ行きたくない気持ちがここにある。学校に行かない理由なんて、それでいいんだよ」

「なるほ……イヤ良くないよね！」

「なんで？」

　攻守逆転始まったわ。いつの間にか、紗さ霧ぎりが理由を問い詰める側になっていやがる……。

「なんでって……学校に行けば友達ができるし、友達とお話しできるし……学校帰りに遊んだり……勉強だって大事だよ？」

「それ、学校に行かなくてもぜんぶできるし。めぐみちゃんのおかげで」

　そう、現在の紗さ霧ぎりは──

　学校に行かなくても友達できるし、友達とお話しできるし、放課後遊んだり、一緒に勉強することだってできるだろう。クラスメイトに嫌われたり、学業が遅れたりすることもない。

　──めぐみのおかげで。

　ほら、いまだって友達とお話ししている──学校をズル休みしているのに！

　めぐみは、ワナワナと頭を抱えた。

「あ……あたしがよかれと思ってした行動が……紗さ霧ぎりちゃんを堕落させている……？」

「ダメだめぐみ！　その考え方はよくない！　そっちに行くなッ！　おまえはよくやってくれている……！　俺も紗さ霧ぎりも、めちゃくちゃ感謝してるから……！」

「うぅぅ……慰めないでくださいおにーさん……あたしは委員長失格なんです……あたしなんて……あたしなんて……大切な友達ひとり助けられないんだぁ～～！」

「兄さんが泣かせた」

「おまえのせいだろ！　声掛けてやれよ！」

「週に一回くらいは学校行くから。そのときはよろしくね」

「任せてよ紗さ霧ぎりちゃん──じゃなくて！　週休六日ってコト!?」

「仕事してるし、むしろ週七で頑張ってると言えなくもない」

「うぐ……それは……そうだね。紗さ霧ぎりちゃんは頑張ってると思うよ……たぶん、学校の誰よりも。でも、うぅん…………クラスのみんなになんて言おう……」

「今日、学校終わったら、みんなで遊ぼうって伝えて」

「……学校はズル休みするのに、みんなとは遊ぶの？」

「うん。だめ？」

「……実は紗さ霧ぎりちゃんて、かなりストレートに不良生徒だよね」

　友達のパンツずり下ろしたりするしな。

　可か愛わいい顔して、考え方も行動も、悪質な不良生徒である。

　俺の責任が大であるし、自分自身も大概だから、なにも言えん。

　非難されても仕方ないが、必ず幸せにするので勘弁して欲しい。

「わかったよもぉ……任せて！　放課後、みんなで紗さ霧ぎりちゃんちに遊びに行くから！」

　めぐみは、吹っ切れたように笑った。

「でもね～？　覚悟しろよぉ！　そのうちぜ～ったい、週五で登校したいって言わせてやるからなぁ～～～～～～～～！」

　そんな捨すて台詞ぜりふと共に、めぐみは元気一杯走り去っていった。

　慈雨の後、からりと湿気を吹き飛ばし、太陽と虹を残す。

　晴れ晴れとした笑顔で、人々の心を温める。

　神じん野のめぐみとは、そんな少女である。

「またね、めぐみちゃん！」

　俺と紗さ霧ぎりの、自慢の友達だ。




　アニメ『世界妹セカイモ』第二話の放送が迫ってきたある日。

　紗さ霧ぎりの部屋での仕事中、真ま希き奈なさんから、俺に電話が掛かってきた。

『いぇーい、正まさ宗むねさん、おっひさー』

「はは、久しぶりってほどですか？」

『あ、薄情ぉ～、久しぶりだってー。例のパーティも行けなかったしさぁー』

　脚本家である葵あおい真ま希き奈な先生は、収録などの作業には参加しない。だから彼女と俺が会うのは、最終話の脚本を完成させたとき以来である。

　第一話の放送翌日、俺たち兄きよう妹だいを祝うパーティがあった。あの日、真ま希き奈なさんも呼ぶはずだったのだが、風邪を引いたとのことで会えずじまいだったのだ。

「風邪は治ったんですか？」

『それがさー、かなーりこじらせちゃって、いま入院してんだわ』

「ええええ！　だ、大丈夫なんですか？」

　あっさり言うなよ、そんな重大なことを！

『だいじょぶだいじょぶ、もー治ったから。今日退院ー』

「なら、よかったです、けど……」

　焦あせらせやがって。アニメ放送中に知り合いの訃報とか、洒しや落れにもならん。

　普段から節制しない人で、ひとり暮らしだから、本当に怖い。

　俺たちにとって……いや、すべてのオタクにとって、失ってはならない人なのに。

　心からの声を投げる。

「マジで、お大事になさってくださいね」

『あいあいー。でさー、ちょっと正まさ宗むねさんに、相談があるんだケドもぉ』

「なんすか？」

　お見舞い来いってんじゃねーよな。今日退院するらしいし。

『明日あたり、うちに遊び来ない？　ちょっぴりだけ！　ちょ～っぴりだけ、散らかってるんだけどさァ』

　厚かましい……要求がわかりやすすぎる。

　俺は少し考えて、こう返した。

「今日退院なんですよね？　よかったら、俺、これから行きましょうか？　病み上がりの人を汚部屋で寝かせたくないですし」

『あまりにも話が早すぎて草。うひょー、さっすが正まさ宗むねさん、嫁に来てぇ～～～～～～～♡』

「嫌です」

『うひひ、フラれちった。──そゆことならありがたく、ごこーいに甘えときまーっす。会ったらキミと紗さ霧ぎりサマの恋愛模様についてお話ししよっぜー」

「はいはい。何時頃に行けばいいっすか？」

『んじゃ、わたしが帰るまでに掃除しといてよ』

　自分で提案しておいてなんだが、堂々としたもんだな。ワガママお嬢様みを感じる。

「カギ開けらんないんですが」

『赤あかピーが持ってるから、送ってもらって』

「は？　赤……誰？」

　俺の問いに答えはなく、『よろよろー♪』というユルい声とともに電話が切れた。

　今更ながら、おさらいしよう。

　いま電話していたテキトーきわまりない人物こそが、いままでチラホラ名前が出ていた、脚本家の葵あおい真ま希き奈な先生である。

　年齢不詳の社長令嬢。大きな眼鏡をかけた、ちょっぴりふくよかな女性。

　超有名アニメ『星くず☆うぃっちメルル』を手がけた凄すご腕うでだ。

『超』が三つ重なるほどの怠け者で、執筆速度にムラがあり、原稿を落としまくる悪癖を持つ、難アリ脚本家でもある。

　そんな彼女の家に向かうことが、急きゆう遽きよ決まった。電話をしまうと、すぐ隣で作業中のエロマンガ先生が、声を掛けてくる。

「誰から？」

「真ま希き奈なさん。風邪をこじらせて入院してて、今日退院なんだって」

　俺は、電話内容を説明する。

「──というわけで、ちっと行ってくるわ。夕飯までには帰るから」

「え？　私も行くよ？」

「仕事は？」

「今日のぶんはおしまい」

「なら、一緒に行くか」

　そういうことになった。

　紗さ霧ぎりのヤツ、引きこもりが直ったら、ずいぶんフットワークが軽くなったな。

　いい傾向である。ガンガン外出しようじゃないか。

「電車で行くの？」

「いや、『赤あかピーさん』とやらが迎えに来るって……」

「……誰？」

「さぁ……」

　説明してもらえんかったし。つーか、知らん人と一緒で、紗さ霧ぎりは大丈夫だろうか。無理そうなら、やっぱり俺一人で行くことになるだろう。

　そんな考えを巡らせているうちに、インターホンが鳴った。

　二階の窓から外を見れば、黒塗りの高級車が駐とまっている。

　中から現れたのは、車と同様、黒尽くめの女性。

　見知った人物だ。

　俺はため息をひとつ吐いて、紗さ霧ぎりに向かって苦笑した。

「『赤ピー』って、赤あか坂さかＰのことかよ……」




　赤あか坂さか透とう子こ──赤あか坂さかＰ。

　アニメ『世界妹セカイモ』のプロデューサーを務める彼女は、いつものパンツスーツ姿で、恭うやうやしく頭を下げる。

「お迎えに上がりました、和泉いずみ先生」

「ありがとうございます。……わざわざすみません」

「いえいえ、私も、『例の原稿』について進捗を聞きに行く予定がありましたので。むしろお詫わびするのはこちらの方です。またしても放ほう蕩とう令嬢のわがままに巻き込んでしまい……申し訳ございません」

「いえいえいえいえ、そんなことは」

　お詫わび合がつ戦せんがしばし続く。

　赤あか坂さかＰと真ま希き奈なさんは、旧知の間柄で、『代わりに謝る』ほどの関係らしい。

　真ま希き奈なさんの実家は超お金持ちらしいし、察することしかできないが。

「和泉いずみ先生、そちらの女性は……」

　赤あか坂さかＰの表情がわずかに動き、紗さ霧ぎりを見る。

　そういえば、まだ直接顔を合わせたことはなかったな。

「えと、紹介します──こちらがエロマンガ先生です」

「……はじめまして」

　ぺこり、と、一礼する紗さ霧ぎり。まったく子供扱いされなかったせいか、ペンネームで紹介されたことにも気付かず、やや上機嫌なのが可か愛わいい。

「はじめまして、赤あか坂さか透とう子こと申します」

　………………………………………………………………。

　………………………………。

「では、行きましょうか」

　雨あま宮みや監督ほどじゃないが……。

　間が持たない面メン子ツであった。




　真ま希き奈なさんが住むマンションは、都内の一等地に建っている。以前もここに、赤あか坂さかＰとふたりで来たことがある。真ま希き奈なさんが仕事をするよう説得するという使命を帯びてだ。

　その結果、真ま希き奈なさんは、俺たち兄きよう妹だいの『夢』と『状況』に創作意欲を刺激され、条件付きでやる気になってくれたのだ。

　条件は──俺たち兄きよう妹だいと一緒に暮らすこと。

　それが……あの騒々しい同棲生活の始まりだった。

　いま再び、今度は紗さ霧ぎりと共に──彼女のマンションへとやってきた。

　エレベーターで41階まで上り、角部屋の前に立つ。合い鍵を持っているという赤あか坂さかＰが、玄関扉を開ける。俺は隣の紗さ霧ぎりに向き直り、繫つないでいた手を離す。

「紗さ霧ぎり、少しそこで待っててくれるか？」

「なんで？」

「………ええと」

　少し躊ちゆう躇ちよしたが、中に入ればどうせわかることか。

「……たぶんゴミ屋や敷しきだから。紗さ霧ぎりには、最低限の掃除をしてから、中に入って欲しいんだ」

「ちょっとだけ、中を見ていい？」

　紗さ霧ぎりは俺の返事を待たず、玄関扉から中を覗のぞき込こむ。でもって、

「うわぁ……」

　このリアクションだけで、中の様子を想像してもらえることだろう。予想どおり、真ま希き奈なさんちは以前見たとおりの汚部屋に戻っていた。

「ケホッケホッ……ひっでーなこりゃ」

　ホコリをかぶったダンボールで、廊下が半分埋まっている。

　……これが社長令嬢の部屋かよ。普通にクセーのがマジ最悪なんすけど。あの人、一応美女の範はん疇ちゆうなのに、百年の恋も醒さめるだろう光景だぜ。

　俺は、リュックから、個別包装された不ふ織しよく布ふマスクと三角巾を取り出す。

「紗さ霧ぎり、マスクしとけ。そんで、外で待ってて」

「私も掃除する。そのために来たんだもん」

　そう言って、紗さ霧ぎりはマスクと三角巾を装着する。ジャージと合わせ、紗さ霧ぎりの珍しい掃除ファッションが完成だ。家から持ち込んだ青バケツを片手に持ち、ふんすと決意の表情を見せる。

「ったく」

　こんなときでも、紗さ霧ぎりは俺をときめかせてくれるな。

　彼女がこう言い出すであろうことは、俺も予想していた。諦めて息を吐く。

「了解、一緒に片付けちまうか。うちの掃除とは大違いの強敵だから、気を引き締めていこうぜ。絶対、素手でモノを触っちゃ駄目だぞ。瘴しよう気きに汚染されたダンジョンだと思って取り組むよーに」

「うんっ」

「わかりました。和泉いずみ先生、指示をお願いいたします」

　こうして、俺たちは帰ってくる真ま希き奈なさんのために、汚部屋の大掃除を始めたのであった。




　二時間後──。




「ふぅ……ひとまずは、こんなもんか」

「けっこう綺き麗れいになったね」

　見違えるように輝く、真ま希き奈なさんちの姿があった。ゴミはいますぐ捨てられないので、すべてまとめて脇に寄せてある。なんとかかんとか、生活圏を奪還できた形だ。

「ゴミの中からぱんつが出てきても、ちっとも嬉うれしくない……マスクしててもくさい……」

　俺、実在の人物をキャラのモデルにしたりするけど、真ま希き奈なさんは無理だな。

　ラノベヒロイン失格だ。

　編集者に、くせーとかなんでこんなマイナス要素付けたの？　って詰められる未来が見える。

　も●のけ姫をノベライズするとき、くせーって書くんですか？　書きませんよね？　なんて冷め切った顔で責められるかもしれない。やめておいた方が賢明……いや、無難だろう。

「……お疲れ様でした、エロマンガ先生」

　さすがの赤あか坂さかＰも、申し訳なさそうにしている。

「……め、メール以外では、本名で呼んでください」

　いつもの口癖は飛び出さず、消え入るような声で呟つぶやく紗さ霧ぎり。

「かしこまりました和泉いずみ……紗さ霧ぎり先生。──と、そろそろ葵あおい先生たちが、こちらに着くようです」

「たち？」

　真ま希き奈なさんのご家族……とか、だろうか？

　その疑問は、すぐに解消された。

「たっだいまーっ！」

　数分後、病み上がりだってのに元気一杯帰ってきた真ま希き奈なさんが、見知った人物を連れてきたからだ。いや、まぁ、見知った人物っていうか──

「あっ……あなたは……」

「まっさむっね氏～♡　また会ったねー♪」

　この物語のラスボスである。




　年上なのに、まるで年下の中高生に見えるこの美少女は、月見里やまなしがんま先生。

『陽光のヴァンパイア』という作品を連載する大人気漫画家だ。

　件くだんの漫画は、現在アニメが放送中。

　つまり、非常に俺と近い立場の原作者、ということになる。

　月見里やまなしがんま先生と葵あおい真ま希き奈な先生はライバル……宿敵同士の間柄で。

　なんというべきか……非常に──

　仲が悪くて、仲が良いい。意味はすぐにわかるだろう。

　なぜか連れだって帰ってきた宿敵同士に、俺は当然こう問うた。

「月見里やまなしさん、その……どうして真ま希き奈なさんと？」

「コヤツに『迎えに来て』って頼まれちゃったからさぁ。家族とは疎遠らしーし？　キライな相手とはいえ、見捨てるわけにはいかなくてさぁ」

　月見里やまなしさんは、車のキーを指先でくるくる回しながら、

「慣らし運転のついでに、乗せてきてあげたーってワ・ケ」

「道中、ずぅ～～～～～っと新車の自慢されてちょーウザかったわー。お忙しい漫画家センセイは友達少ないからね。仕方ないね」

「おいおーい、真ま希き奈なっちよーう。ちっとオメー、恩人様への感謝が足りなくねー？　はぁ、まったく……これだから、γ−ＧＴＰの高いオバチャンは困るゼ」

「うえー、性格わっる。そんなんだから、一緒にドライブしてくれる彼氏できねーんだわ」

「それを言ったら戦争だろがーい！」

　ぎゃあぎゃあとイガみ合っている。

　もう親友だろ、この人ら。

　どのへんが宿敵なのか、ちっともわからんぞ。

　でもまあ、月見里やまなしさんが一緒に来た理由はわかった。

　ふたりを連れて、玄関から室内へと移動する。その最中、

「うおー、ぴっかぴかになってる！」

　室内を一目見た真ま希き奈なさんが大声を上げた。

「相変わらず正まさ宗むねさん神！　どーよ彼氏なし、羨ましいだろー」

「マサムネ氏は真ま希き奈なっちの彼氏じゃないっしょ！」

「と、思うじゃん？」

「うえっ！　ま、ま、ましゃか……」

　先を越されたのか!?　とスゲー形相で不安がる月見里やまなしさんに、俺は醒さめた声で一言。

「付き合ってないです。真ま希き奈なさんとは他人です」

「ほらぁ、違うってさー！　真ま希き奈なっち、マジで紛らわしいこと言わないでよ！　クルマん中で、ずっと彼氏作らないでいようねーって約束したばっかじゃん！」

　ヤベー約束交わしてんな、この人たち。

　守っても守らなくても地獄じゃねーか。

　怖くなってきたので話を変えよう。

「そういえば、月見里やまなしさんに紹介したい人がいるんです」

「え？」「誰々？」

　興きよう味み津しん々しんに寄ってくるふたり。俺は、すぐに答えず、代わりにリビングへと至る扉を開いた。

　そこにあったのは、赤あか坂さかＰと──もうひとりの姿。

「エロマンガ先生こと、和泉いずみ紗さ霧ぎり。俺の彼女です」

「は、はじめましてっ」

　急に話を振られたのに、紗さ霧ぎりはきちんと対応してくれた。

　緊張した様子で、ぺこりと頭を下げる。

「おお～、キミが噂うわさの……こちらこそ、はじめまして！　月見里やまなしがんまでっす♪」

「紗さ霧ぎりサマ！　久しぶり！　聞いてはいたけど、ほんとに外に出られるようになったんだね！」

「真ま希き奈なちゃんも、入院してたって聞いて心配したけど……元気そうでよかった」

「元気元気、心配ご無用！　ふふふ、一仕事終えたあとは、解放感が違うぜ！」

　ぷよぷよの二の腕を見せつけるようにガッツポーズする真ま希き奈なさん。

　そこに、呆あきれ眼まなこの月見里やまなしさんからツッコミが入った。

「解放感を堪たん能のうするのはいいけども、素すっ裸ぱだかでお酒飲んで風邪引いてたら世話ないでしょ」

「乙女の秘密を暴露しないでもらおうか？」

　入院にまで至った経緯がしょうもなさすぎる。

「経緯はともかく！　こうして全員が揃そろったわけだからさ！」

　真ま希き奈なさんは、俺たちをリビングに迎え入れるや、都合の悪い話題から逃げるかのように、大声を張り上げた。

「さっそく『例の件』について、話し合おーじゃないか！」

「「例の件って？」」

「そりゃもう、我々の『最終決戦』に決まってるじゃない。同じタイミングでアニメが放送されている同士、第一話の反響が拮きつ抗こうしている同士、決着を付けようぜ──ってハナシ」

「そういえば、以前三人で、その話をしましたね」

　俺は、当時を思い返しながら言った。

　まだアニメが完成していない頃、脚本会議が終わった直後……。

　俺は真ま希き奈なさんに、月見里やまなしさんと引き合わされたことがあった。

　そのとき、アニメ原作者としての大先輩である月見里やまなしがんま先生から、貴重な助言を賜り。




　──あたし、アニメなんか大っ嫌い！

　──だからこそ、やるからには勝つよ。




　勝負を挑まれ、受けて立った。

　もちろん、同時期に放送する他のアニメとは、ライバルであっても、別に敵対しているわけじゃない。戦争をしているわけじゃないし、スポーツのように直接対決するわけでもない。

　だけど俺は、自身が直面している『人生最大の祭り』を乗り越えた先にいる彼女──月見里やまなしがんま先生を、こう認識した。

　最後の敵。

　間違ってはいないと思う。

　面識があって、尊敬していて、俺よりも遥はるかに有名で、間接的にではあるが因縁のある相手。

　もしもこの祭りが終わったとき、彼女に勝ったという実感があったなら。

　俺たちの夢は、『完全なる大成功』だ。

　胸を張って誇れるだろう。

　逆に、彼女に負けたなら。

　夢はすでに叶かなっていても、一番の目標が達成されていても、悔しい気持ちが残るはずだ。

　最後の敵と表現したが、月見里やまなしがんま先生は、俺とエロマンガ先生にとって──

　クリア後の裏ボス。

　そんな存在なのかもしれない。

「だけど真ま希き奈なさん。決着を付けようぜって──どういう意味ですか？　この場合の勝敗って、すべてが終わった後、あくまで自分の中で決めるものだとばかり……」

　クリエイターの言う『勝負』とは、概おおむねそういう意味であることが多いと思う。

　そもそも『敵と合意の上で創作勝負をする』という、俺たちのような流れになることがまずないだろうし。明確な勝敗条件を設定することさえ難しい。

　さんざん創作勝負を繰り返してきた俺が言うのもナンだけども。

「ダメダメ！　そんなんじゃーダメだよ正まさ宗むねさん！　勝敗がフワッとしすぎぃ～。どっちもいいアニメだったから、どっちも勝ち！　みたいなことになりかねない！」

「いや、それのなにが悪いんですか」

　両者勝利で敗者なし。

　いいことでは？

　俺の問いに、真ま希き奈なさんは、月見里やまなしさんの顔を指差して、

「勝敗がハッキリしてないと、わたしがコイツをバカにして遊べないじゃん！」

「うわぁ……真ま希き奈なちゃん、悪意を隠そうともしてない」

　呆あきれたように半目になる紗さ霧ぎり。真ま希き奈なさんはまったく怯ひるまず、むしろ勢いを増して、

「ぜひとも思い出して欲しいッ！　そもそもわたしは、それがやりたくて、この仕事を引き受けたのだと！」

「……そうでしたね」

　当時、真ま希き奈なさんのやる気を引き出したのは、俺たち兄きよう妹だいの恋愛事情と、宿敵からのメッセージだった。燻くすぶっていた真ま希き奈なさんは、月見里やまなしさんに煽あおられ、激怒し、立ち上がったのだ。

　あの野郎、目に物を見せてやるぞ、と。

「いまさらながら……あれは、月見里やまなしさんが、友達である真ま希き奈なさんを賦活するためにやったことだと思いますけど」

「「違いますぅ～」」

　真ま希き奈なさんと月見里やまなしさん、ぴったり声を揃そろえてダブル否定。

　やっぱり仲良しだろ。

「そこまで言うなら、葵あおい先生」

　赤あか坂さかＰが、やれやれとばかりに話を進めにかかる。

「あるのでしょうか？　勝敗がハッキリわかるように、決着をつける方法が」

　同時期に放送されているふたつのアニメ。

　どちらが勝ちで、どちらが負けなのか。

　決められるというのだろうか？

　真ま希き奈なさんはこう言った。

「世に発表された商業作品をふたつ並べて、『万人に認められる勝敗』を付けるのは、ふつーに無理。どんなに質の差があろーが、片方だけが売れまくろーが、絶対無理」

　ですよね。

　創作対決する、という目的で作ってるわけじゃねーもんな。

　ラノベも漫画もアニメも、敵を打ち倒すために創られたものではない。

　論争の武器ではない。その前提を忘れると──

「お～い、真ま希き奈なっち～？　葵あおい真ま希き奈なせんせぇ～？　キミさぁ、『星くず☆うぃっちメルル』と『maschera～堕天した獣の慟どう哭こく～』のときは、数字を根拠に勝利宣言して、さんざんあたしを煽あおり倒たおしてくれたよねえ？　それでその言い分はどーなの～？」

「それはぁー、こっちが圧勝したのにー、どっかの月見里やまなしがんまとかいう原作者がー、最後まで負けを認めなかったからー、考えを変えたんですぅ～」

「うぎゃー、ハラ立つぅ！　実際負けてなかったしぃ！　原作人気はぐーんと上がったしぃ！」

　──こういう醜い創作者同士の争いが生まれてしまう。

　ことほどさように。

　どっちがＢＤ売れたか──とか。次回作の有無──とか。

　配信成績──とか。視聴率──とか。原作売上がどれくらい増加したか──とか。

　比べるためのものさしは幾らでもあるけれど、その比べ方は認めない、という人間が必ず出てくるものだ。俺にとってはこっちが勝ち！　と胸を張る者が現れる。

　だから世に数多あまたある『ファン同士の争い』は白熱し、長々と続き、完全決着はしない。

　万人に認められる勝敗を付けることはできない。そういうもので、良いも悪いもない。

「では、葵あおい先生、どうなさいます？」

「いまここにいる人間で決めよーぜい」

　それしかないやん、と、彼女は笑う。

「ここにいるみんなで一緒に、同じ場所で、お互いのアニメ観みて、感想言い合って、納得いくまで話し合ってさ。きっちり勝敗決めよう」

「決まるかな？」

　紗さ霧ぎりの問いに、俺は本音を漏らす。

「自分たちの中で決まってりゃ、いーと思うけどな」

　最後の敵との勝ち負けは、俺と紗さ霧ぎりで決めればいい。

　他のものさしで左右されたりはしない。それが俺の意見である。

「ただ、判断材料が増えるのは歓迎だ。みんなでアニメを視聴して、勝負する──面白いじゃないか。なぁ、エロマンガ先生」

「も、もう恥ずかしがらないからね！」

　俺が紗さ霧ぎりをペンネームで呼ぶその理由……ついに見抜かれてしまったらしい。

　だがな。俺がおまえををペンネームで呼ぶのは、恥じらう姿を見たいからって理由だけじゃないんだぞ。プロのクリエイターとしての紗さ霧ぎりに、呼びかけるためでもある。

　意図が伝わったのか、彼女は頰を膨らませながらも頷うなずいた。

「勝負、私もいいと思う」

「おう」

　ここに意見は統一された。

「やりましょう、真ま希き奈なさん」

「さっすが正まさ宗むねさん、あーんど紗さ霧ぎりサマ！　ノってきたね！　──そっちはどうする？」

「もちろんいいよ。言ったでしょ？　──『やるからには勝つ』って」

　愛らしく犬歯を見せて笑う月見里やまなしさん。

　きっとこれが。

　俺たちの物語において、最後の創作勝負になるだろう。




　なーんてカッコを付けてはみたが、俺たちに、バトルラノベのような派手な戦いを期待されても困る。

　ビームを放ったり、剣撃を繰り出したり、そんなことはこの場の誰にもできやしない。

　ならばどんな戦いになるのかっつーと、見てもらった方が早い。




　──『世界で一番可か愛わいい妹』ＶＳ『陽光のヴァンパイア』。




　すでに第一話が放送されており、反響は互角。

　勝負をすると決めた当日、真ま希き奈なさん宅にて、そのまま全員で第一話を再視聴したのだが──

「だーかーらぁ、『陽ヴァン』の方が面白かったって言ってるじゃーん！　大迫力のバトル！　練り込まれたチョーカッコいい設定！　視聴者を引き込むラブストーリー！　勝ったッ！　今期覇権間違いなし！」

「アラサーのくせに中二病とか勘弁してよね」

「アラサーじゃねえし！　作品と関係ない話やめろや！」

「じゃあ作品の話するけど、『世界妹セカイモ』の一話の方が良かったってば。特にこの……原作の良さを引き出す脚本の妙？　脚本家の人、天才すぎない？　書いたのわたしなんだけどね！」

「……自画自賛おばさんうざ」

「たいして歳とし変わらんだろがぁー！」

　ちなみに、すでに両者とも手が出ている。

　ぱちん、ぱちん、と、気の抜けた音が響く。

　アニメとは大違いの、低速素しろ人うとパンチが飛び交う最終決戦。

　あまりにも醜い争いすぎて、俺も紗さ霧ぎりも赤あか坂さかＰも、話に参加できずにいるのであった。

　俺たちの物語。そのラストバトルがこれってマジ？

　どうしたもんかな……。

「病み上がりなんですから、もうちょい落ち着いて視聴できません？」

「正まさ宗むねさぁん！　だってぇ！」

　到底年上とは思えない態度でダダをこねる真ま希き奈なさん。

　そこで月見里やまなしさんもこちらを向いて、

「マサムネ氏たちはどう思う！　『陽ヴァン』と『世界妹セカイモ』、どっちが面白かった!?」

「「世界妹セカイモ」」

　俺と紗さ霧ぎりの声がハモった。

　月見里やまなしさんは、可か愛わいらしい声で地団駄を踏む。

「んもぉ～、原作者ぁ～、自作への贔ひい屓きがすぎるぞぉ～～～～～～～～～～」

「そりゃ原作者ですし」

「担当イラストレーターだもん」

　自作のアニメに最高の評価を付けるのは、当たり前のことだ。

　自作に百点満点以外の点数を付けるのは、自分ひとりで反省するときだけでいい。

　そうでなければ、ファンにも関係者にも失礼だろう。

「「なー？」」

　息ピッタリの俺たちを見て、月見里やまなしさんは「はぁっ」と息を吐いて呆あきれ、それから苦笑した。

「そーゆーもんかぁ。あたしも人のこと言えないしねぇ」

「はは……この分だと、やっぱり決着付かなそうっすね」

　視聴率や各種売上の正確なデータであったり、今後の商業展開であったり、視聴者からの反響であったり。

　アニメについて、原作者は、他の視聴者よりも多くの情報を得られる立場にある。

　だからといって、原作者同士でなら勝敗が付けられるかというと、見てのとおりである。

　ファン同士の喧けん嘩かよりもなおひどい。醜い罵り合いや、殴り合いにしかならない。

　かくいう俺だって、真ま希き奈なさんが率先して戦っていなければ、きっとムキになって月見里やまなしさんに食ってかかっていたと思う。

　もしも、仮に……『いま放送しているアニメ』の原作者を集めて、カメラオフで討論させたなら、きっと似たようなことになるだろう。

　ようは、『誰の子供が一番優秀かを決めろ！』ってのと同じだから。

　そんなお題を出した瞬間、すべての原作者がモンスターペアレントへと変貌する。

　全員ムキになって泥どろ仕じ合あい間違いなしだ。流血沙汰にさえなるかもしれない。

　なので……俺はこの勝負、決着が付かないと思う。

　そう意見を伝えると、月見里やまなしさんは苦笑したままこう言った。

「別に、決着が付かなくてもいいんじゃない？」

「意外ですね。月見里やまなしさんは、真ま希き奈なさんと同じ気持ちなのかとばかり」

「ひひ、あたしねぇ。今日も含めて、この勝負、悪くないって思うんだ。──キミはどう？」

「俺は──」

　醜い争いを目の前で見せられて。

　どうも綺き麗れいな形で決着が付くようにも思えなくて。

　気を抜いたら、俺まで醜い争いに参戦しそうで。

　最後だってのに、なんとも情けないラストバトルだけれども。

「悪くない、と、思います」

「だよねー」

　俺たちのラスボスは、可か憐れんに笑った。

　勝ち負けではなく、勝負自体が、この時間こそが大切なのだと。

　深く共感する。

　この気持ちを、どう表現したら伝わるだろう。

　アニメが放送されている期間中、ずっと落ち着かなくて、そわそわして、わくわくして、ドキドキして──。

　たまらない気分でいる。

　きっと紗さ霧ぎりも、かつてのエルフも、俺と似た立場にいる原作者たちだってそうだろう。

　恐ろしく、面白く、不安で、楽しい。

　俺たち兄きよう妹だいが、このギザギザした想おもいを共有できるのは、きっと目の前にいる最後の敵。

　或あるいは、数多あまたの原作者たちライバルだけだ。

「そこの原作者どもォ！　勝手に仲良くなって勝負をウヤムヤにしようとすんなぁ！」

　もちろん違う意見の御方もいる。

「真ま希き奈なちゃん。そうゆっても……このままだと決着付かないと思う」

「今日と同じことを十二話ぶん繰り返しても、同じだよね」

　紗さ霧ぎりと月見里やまなしさんが、真ま希き奈なさんに反論する。

　一緒に視聴して、話し合って勝敗を決める。

　そのやり方では、決着を付けることはできなかった。

　ならばどうするか？

「ぐぬぬぬぬ……」

　うなっていた真ま希き奈なさんは、猛烈な勢いで立ち上がり、

「こーなったら最後の手段じゃー！」

　好戦的に吠ほえた。

「フェスだよフェス！　フェスで勝負付けよう！」

「フェスというと、アニメ最終回の数ヶ月後に開催される『世界で一番可か愛わいい妹・フェスティバル』のことでしょうか？」

　赤あか坂さかＰが、素晴らしくわかりやすい質問を投げてくれた。

　真ま希き奈なさんは頷うなずき、

「そうそれ！　正まさ宗むねさんたちも聞いてるっしょ？」

「もちろん。な、紗さ霧ぎり？」

「うんっ。えっと……おっきな会場で……ファンの人たちをいっぱい呼んで……主題歌やキャラソンのライブをしたり、声優さんたちがトークショーをしたりするって」

「そしてイベントの最後には、わたしが脚本を書くスペシャルステージがあるッ！」

「『世界妹セカイモ』のオリジナルストーリーを作って、とくべつな舞台をやるんだよね？　すっごく楽しみ！」

　いまはまだ明かせないが、とてもすごいものになる予定で、俺はストーリー監修を担当する。

　舞台脚本なんて、専門外だからな。経験豊富な本職──葵あおい真ま希き奈な先生にお任せするつもりだ。

　どんな話になるのか、原作者としても、一ファンとしても楽しみである。

　エロマンガ先生も、イベントのイメージイラストなどを担当することになっていて、毎日楽しそうに仕事をしているようだ……学校をずる休みしながらな。

「お任せあれ紗さ霧ぎりサマ！　史上最高のアニメイベントにしてみせるぜ！」

　おお……真ま希き奈なさんが燃えている……！

　まさしく、やる気ＭＡＸファイヤーだ。

　こうなった真ま希き奈なさんは頼りになる。アニメの出で来き栄ばえこそがその証明だ。

　有言実行、素晴らしい舞台脚本を仕上げてくれることだろう。

　超わくわくしてきたな。だが、わからんこともある。

「月見里やまなしさんとの勝負と『世界妹セカイモフェス』に、どんな関係があるんです？」

「んふふ、いい質問だね正まさ宗むねさん。んじゃ、月見里やまなしがんま先生、わたしの代わりに答えてどーぞ」

「ほーい。えとね、『陽ヴァン』も同時期にフェスイベントをやる予定なんだ。察するにぃ、フェスの反響で勝負しようぜーってことカナ？」

「そゆこと。最終回までに決着が付けばよし。付かなかったらフェスで延長戦。──どう？」

　ニヤリ笑いを宿敵へと向ける真ま希き奈なさん。

　対する月見里やまなしさんは、思案するような仕草を見せる。

「ん～……『陽ヴァンフェス』ってさ、原作者脚本でミュージカルを上演するんだよね。前作で実績あるし、世界観もミュージカル向きだしで、是非ともーって言われて」

「知ってる。それが？」

「間違いなくあたしが勝つケド、それでもいいなら、いいよぉ」

「んなっ……テッ……が……っ……」

　真ま希き奈なさん……怒りすぎて言葉になってないな、これ。

　額に青筋が浮き出ていて、いまにも憤死しそうな形相だ。

　彼女はようやく震え声を漏らす。

「ほ、ほぉ～～～～ん……自信あるみたいじゃん」

「正直、かなりあたしに有利な条件だと思う。舞台脚本、漫画と同じくらい得意だし」

　恐ろしい……人気漫画家が『漫画と同じくらい得意』と言い出したぞ。

　まぁ、月見里やまなしがんま先生作品のミュージカルって、俺でも聞いたことあるくらいには有名だしな。専門家スペシヤリストだろうよ。それこそ、葵あおい真ま希き奈な先生と同じくらいに。

　月見里やまなしさんは、普段の甘やかな雰囲気を、がらりと怜れい悧りなものに変えて、

「いまみたいに、お互いに負けを認めない──なんて形にはきっとならない。議論の余地なくあたしが勝つ。──どうする？　やめとく？」

「こんの野郎、煽あおりやがってぇ」

　真ま希き奈なさんは、嬉うれしそうに口くち端はを吊つり上あげた。

　ばちばちと視線の火花が弾はじけている。

　実力伯仲のふたりが、直接対決で決着を付ける──────。

　結論から言うと、そんな展開にはならなかった。

「いいだろうッ！　このわたしの脚本で、完膚なきまでに負かして────」

　威勢のいい台詞せりふの最中、突然、真ま希き奈なさんがぶっ倒れたからだ。

　床に対して、額から真まっ直すぐ前に倒れ込んだ。

　ずがん、と、むちゃくちゃ痛そうな音がしたよ。

　女性陣の悲鳴と共に、俺は彼女に駆け寄った。

「だ、大丈夫ですか真ま希き奈なさん！」

「……………………………………！」

　助け起こそうとした俺の声に、彼女は返事をしなかった。いや、返事をしようとしたが、あまりにも痛すぎて声が出せない。そんな感じだ。

　顔色は真っ青で、わずかに身体からだを震わせている。

　様々な思考が脳裏で渦巻き、最悪のケースを想定して行動を開始──しようとした瞬間。

　彼女が涙目でこちらを向き、

「……悪ぃ、腰やったわ」

「ぎっくり腰かよ！」




　その後の騒動については、結果だけを述べよう。

　真ま希き奈なさんは救急車で搬送され、再び入院することになった。

　痛みに泣きわめく真ま希き奈なさんの様子を見かね、電話で病院に相談したところ、そのような運びになったのであった。

　とんだアニメ鑑賞会もあったものだが、命に関わるような病気でなくて一安心だ。

　病室の窓から、夕焼け空が見える。

　騒動を巻き起こした張本人は、いま、ベッドで横たわり、半泣きでいじけている。

　そんな宿敵を憐あわれむように、月見里やまなしさんが呟つぶやいた。

「……なんか、勝負どころじゃなくなっちゃったね」

「……うごごご」

　胎児のポーズで横たわる肉塊と化した真ま希き奈なさんは、うめくことしかできない。

　そんなに痛く辛つらいのだろうか……ぎっくり腰。経験がないからわからない……。

「その……大変な状況ではありますが……葵あおい先生」

　普段は冷徹そのものの赤あか坂さかＰだが、さすがにこの状況では、優しい声になるらしい。

　いたわるような口調で──

「舞台脚本の進捗はどうなっていますか？」

「……うごごご」

　──いえいえ、私も、『例の原稿』について進捗を聞きに行く予定がありましたので。

　そもそもそれを聞くために、赤あか坂さかＰは真ま希き奈なさんちにやってきたのだ。

「すでに締め切りは過ぎています」

「……うごごご」

「舞台稽古のスケジュールなどを考えると、もう現物がないと間に合いません」

「……うごごご」

「うめいてもごまかされませんよ？」

「……正まさ宗むねさぁん、たすけてぇ」

　助けてじゃねえよ！

　状況が複雑すぎる……。初耳のヤバい情報が多すぎる……。赤あか坂さかＰが冷酷すぎる……。

　このままだと『フェスで勝負』どころじゃないのだけはわかっていた。

「その……真ま希き奈なさん。痛くてあまり声出せないんですよね？　なら……ひとつだけ」

　俺は必死になって現状を整理し、真ま希き奈なさんにこう声をかける。

「メモでいいので、原稿が入っているＰＣのパスワードを教えてください」

「鬼ぃ！」

　死にそうな顔で俺を罵倒する真ま希き奈なさん。

　月見里やまなしさんまでもが引き気味に俺を見る。

「マサムネ氏……瀕ひん死しの女性に言う台詞せりふじゃないよ……」

「お言葉ですが、早急に事態の把握と対処をしないと。真ま希き奈なさんも浮かばれません」

「死んでねえわ！」

「ツッコミができるくらいに喋しやべれるなら、口頭で進捗を吐いてくださいよ」

「……まだできてない」

　そうか……。薄々そんな予感はしていた。

「プロデューサー……わたしのバッグ取って。……ありがと……えっと……確かここに……」

　真ま希き奈なさんは、息も絶え絶えな様子で、バッグから何かを取り出し、指でつまんで、俺に向かって差し出した。

「正まさ宗むねさん」

「はい。なんですか、真ま希き奈なさん」

　ついさっきまで、やる気ＭＡＸファイヤーで燃えていた天才脚本家は、重い息を吐き……本当に悔しそうに、

「ごめん。あとを頼むよ」

　未完成脚本が保存されているＵＳＢメモリを、俺に託した。




　その後。病院の駐車場で月見里やまなしさんと別れ、俺と紗さ霧ぎりは、赤あか坂さかＰの車で家に送ってもらった。

　道中の車内で、これからのことについて相談を交わす。

「葵あおい先生の病状についてですが、早ければ数日で退院できるそうです。しかし、すぐに執筆が再開できるとは限りません」

　赤あか坂さかＰは、おさらいのように語る。すでに俺たちも、知っている情報だ。

「締め切りはすでに過ぎており、舞台脚本執筆の進捗は未知数。あの様子では、半分ほどしか完成していない、ということも考えられます」

　彼女はそこで、声のトーンを落とす。

「一日でも……一分でも早く、舞台脚本を完成させる必要があります。それができなければ、イベント開催さえ危ぶまれる。『目玉となるステージ』の稽古が始められないからです」

「……………………」

　車内に重い沈黙が横たわった。

『世界妹セカイモフェス』の最後に、『特別な舞台』を上演する。

　すでに舞台セットなどなど大がかりな準備が複数進められており、いまさら中止にすることはできない。

「和泉いずみ先生……脚本をお任せしても良いでしょうか」

「やります」

　即答した。夢の最後をハッピーエンドで締めくくるには、どうしても必要なことだった。




　家に帰るや、夕食の準備を紗さ霧ぎりに任せ、ＰＣの電源を入れる。

　真ま希き奈なさんから託された脚本を、確認するためだ。

「さて……どの程度できているのか……頼むぜ、真ま希き奈なさん」

　ＵＳＢメモリには、ワードファイルがひとつだけ。

　容量の少なさにイヤな予感を覚えつつ、ファイルを開くと、

『世界で一番可か愛わいい妹・フェスティバル　ラストステージ舞台脚本』。

　という文章が、俺の目に飛び込んできた。

　以上だ。

　……………………………………………………………………………………………………。

　………………………………………………………………。

　……………………以上だ。

「えっ？　マジ？」

　乾いた笑いが漏れた。

　人間、あまりにもキツいサプライズをかまされると、笑うしかないらしい。

「あ、あ、『あとを頼む』って……タイトルしか書いてないじゃないですか！」

　擁護するなら……天才脚本家たる彼女のことだ、きっと頭の中ではストーリーが組み上がっていたのだろう。

　あとは実際に書き出すだけ。

　だから、進捗ゼロではない──自分の中では。

「託される俺としては、進捗ゼロと同じですよ真ま希き奈なさん……！」

　どうしよう……。

　俺には、舞台脚本の経験なんてないんだぞ……。

「…………」

　白い画面を見つめ、歯を食いしばる。

　危機感を共有するため、説明しておこう。

　俺たちが作ろうとしている『特別な舞台』について。

『いまはまだ明かせない』と言った件だ。

『特別な舞台』の前半では、声優陣による朗読劇とキャラクターソングのライブを行う。

　原作にない『世界妹セカイモ』のオリジナルストーリーを作り、ヒロインひとりひとりにスポットを当て、歌を披露する──というものだ。

　脚本ができていなければ、稽古ができない。進められない準備もある。

　多くの人たちに迷惑がかかってしまう。

　会場まで来てくれたファンは失望し、俺たちの大切な夢は、最後の最後で崩れてしまう。

「俺が……やるしかない」

　なんとしても。







『世界で一番可か愛わいい妹・フェスティバル』当日。

　俺たちの夢の総決算となる大事な日。

　ステージ最大のクライマックスを前にして、和泉いずみマサムネ脚本の朗読劇が始まった。

　大がかりな舞台セットによって再現された、原作そのものの世界観。

　本物と同じ声で演じられる舞台。

　期待に満ちた観客たちの視線。

　そのすべてを、俺の素しろ人うと脚本が台無しにしていた。

　他ならぬ俺自身の手によって。紗さ霧ぎりの目の前で。

　最悪の結果を引き起こしてしまった。

　俺が、紗さ霧ぎりの笑顔を曇らせてしまったのだ──。




　──そんな夢を見た。




「はっ！　はっ……はぁ──────」

　机に突っ伏し眠っていた俺は、とんでもない悪夢に飛び起きた。

　ふと気付けば、数時間が過ぎていた。

「もう夜か……」

　室内が真っ暗だ。集中と焦燥で、時間感覚がおかしくなっている。

　せっかく紗さ霧ぎりが作ってくれた夕食の記憶すらない。

「……ふぅ」

　キーを叩たたく手を止めた瞬間、強い疲労と重圧が、背に圧おし掛かかってくる。

　状況はよくない。最初からわかっていたんだ。引き受けはしたが、この仕事、俺にはできないだろうって。

　何な故ぜって、初めてやる仕事だからだ。

　舞台。

　ろくに観みたこともないものの脚本を書く。

　一切授業をせずに、勉強をせずに、高難度のテストを受けるようなものだ。

　レベル上げをせず強敵に挑むようなものだ。

　もちろん俺は、アニメ化が決まってから、『初めてやる仕事』を多くこなしてきた。

　しかしそれは、あくまで専門家の助けがあってこそ。

　本職の脚本家であったり、監督であったり、プロデューサーであったりな。

　サポートなしで専門外の仕事をするなんて、できるわけがない。

　このままでは必ず失敗する。恐ろしいことに、それがはっきりとわかる。

　わかるようになったのが、この数時間で、最大の成果だった。

「真ま希き奈なさんが、早く復帰してくれればいいけど」

　あの苦しみようを見ると、アテにしていいものかどうか。完全回復とは言わないから、一秒でも早く俺にアドバイスをくれと思う。俺の脚本を監修してくれと願う。

「……胃が痛いぜ」

　それでも、やるしかない。

　腹をさすって立ち上がり、部屋の外へ。

　顔でも洗ってリフレッシュしようと思ったのだ。

　ことを済ませ部屋に戻ろうとしたところで──

「兄さん」

　紗さ霧ぎりが、扉の前で俺を待っていた。

　いつもの仕事着パーカー姿の彼女は、切なげな眼まな差ざしを俺へと向ける。

「いま、すこし、いい？」

「……………………」

　仕事に集中したいから、後にしてくれ。そう口にしようとして、やめた。

　紗さ霧ぎり……いや、エロマンガ先生は、すべてわかっていて、話しかけてきたに違いないから。

「いいぞ。部屋、入るか？」

「ここでいいよ」

　そう言って、彼女は俺のすぐそばまで近づいた。

　右手を伸ばし、俺の額へと触れる。ふわり、と、柔らかな感触。

　不安が和らぎ、心が落ち着いていくのがわかる。

　紗さ霧ぎりは、俺を見上げたまま、ぽつりと言った。

「すごく疲れてる」

「……あぁ」

「今日、色々あったもんね。帰ってからも、ずっとお仕事してた」

「…………あぁ」

「無茶するつもりでしょ、和泉いずみ先生」

「そのつもりだよ、エロマンガ先生」

　静かな夜、微かすかな笑いを交わす。

　しばしの沈黙があってから、俺はこう続けた。

「心配かけて悪い。でも……今回ばかりは、止めないでくれ」

「止めないよ。言っても聞かないもん」

　額に触れていた指が、頰を撫なでる。

　大好きな女の子にそっと触れられているのに、妙な気分にはならなかった。

　触れられたところが温かく、癒いやされていく感覚だけがあった。

「その代わり、私に聞かせて」

「なに……を」

「あなたが、なにを怖がってるのか……不安なのか……どうしてそんなに……泣きそうな顔を、してるのか。ぜんぶ、ぜんぶ、私が聞く」

　目と目を合わせて、訴えかける。




「……私にできることはあんまりないけど……一緒に、怖がってあげる」

「元気が出ること、なんだってしてあげる」

「あなたが私に、してくれたように」




　涙で滲にじんで、彼女の顔が見えない。
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「俺……ダメなんだ……このままだと、きっと失敗する」

「……うん」

「俺たちの夢、最後の最後で……台無しにしちゃうかもしれない」

「……うん」

「締め切り破って、色んな人に迷惑をかけてるのが辛つらい」

「……うん」

「良いいものができそうにないのに……作り続けるのが怖い」

「……うん」

「でも、やらないと……やらないとダメなんだ……」

　ぼろぼろと零こぼれ落おちる。

　紗さ霧ぎりは、俺が落としたそれらを、ぜんぶ受け止めてくれた。

　頰に触れながら。

　頭を撫なでながら。

　優しい声を、掛けながら。

　いつの間にか、抱きしめられていた。

「落ち着いた？」

「あぁ……うん……恥ずかしいとこ、見せちまった」

「お互い様」

「……そう、だな」

　胸の中で、全部吐き出して────すっきりした。

　俺は、紗さ霧ぎりの両肩をつかみ、彼女の身体からだを離す。

　ぱん！　と、両手で己の頰を張った。

　そうして、改めて向き合う。

　明るい気分で、笑って言った。

「悪い、いまの俺に、この仕事をする力はないみたいだ」

「そうだね。なら、どうしよう」

　紗さ霧ぎりも、朗らかに返してくれた。

　ようやくいつもの調子が出てきた。状況は変わらず最悪だがな。

「なぁ、エロマンガ先生。ラノベ作家・和泉いずみマサムネの長所って、なんだっけ？」

「書くのが速くてプライドがないところ」

「辛辣な罵倒が混ざってない？」

「合ってるでしょ？」

「合ってるよ！　だからそれを使ってなんとかするぜ！」

「なんとかって？」

「いまの俺には、この仕事をする力がない。だから、これから急いで力を付ける」

　レベル上げをせず強敵に挑むのが無謀だってんなら、いまレベルを上げるしかねえ。

「勉強不足でできねえんだから、勉強すればいいんだよ。あらゆる手段を使ってでもな！」

「らしくなってきた」

「まずはプロデューサーに相談して舞台の専門家を呼んでもらおう」

『世界妹セカイモ』の舞台脚本をゼロから作れるのは、世界で唯一、葵あおい真ま希き奈な先生だけだ。

　いまの和泉いずみマサムネにはできない。

　だけど、専門家のサポートがあれば、できるかもしれない。

「よし、さっそくプロデューサーに電話してみる！」

「もう夜だよ？」

「大丈夫だ。プロデューサーの肩書を持つ人は、夜中だろうが祝日だろうがコール一回で電話に出てくれる。いままで会った人全員そうだったから間違いない」

「……ぜったい偏見だと思う」

「締め切り過ぎてて時間ないんだからしょうがないだろ！　──そうだ！　ちょうど隣に、天才ラノベ作家様ふたりと凄すご腕うでイラストレーター様が住んでるから、あいつらにも相談しようぜ」

「……私たちの夢を叶かなえるのに、そんなに人の力を借りちゃって……いいのかな？」

「この和泉いずみマサムネに、自分の力だけで成功しようなんて考えはない！」

「名言っぽく言ってもかっこよくないから」

　紗さ霧ぎりめ、俺みたいなツッコミをしやがる。

「夢を叶かなえられる確率を少しでも上げられるなら、なんでもするし、後ろめたさなんてないよ」

「それは同感」

「だろ？　だいたいそんなの今更だ。これまでさんざん、みんなの力を借りてここまで来たんだから」

　関係者各位への感謝。

　友人たちへの感謝。

　そして、読者たちへの感謝。

　ラノベのあとがきに書かれていそうな綺き麗れいごとの数々。

　日々の仕事に慣れて、切羽詰まって、どうせ伝わりはしないと真っ先に軽視したそれら。

　結局、最後まで正しかった。いつでも共にあって、一度も俺を裏切らなかった。

　いつも助けられていた。

　いまも。

「うん、そう……だよね」

　俺と紗さ霧ぎりは、きっと同じ想おもいを共有していた。

「というわけで、月見里やまなしさんにも相談しよう」

「……勝負の相手なのに？　ラスボスなのに？」

「俺たちの事情を全部知ってて、実力があって、力になってくれそうだろ？　夢の総仕上げを、最高の結果で終えられるなら、俺は悪魔にだって土下座するね」

「うぅん……いつも悪魔みたいな人と仕事をしてるし、平常運転か」

「それは神楽かぐら坂ざかさんのことか？　それとも赤あか坂さかＰのことか？」

「両方」

　本人に聞かれたら、さすがに怒られそうな会話であった。

　さりげなく話を戻そう。

「もちろん、人に頼り切るつもりはない。俺ができること……そうだな、ストーリー案をたくさん作っておこうと思う」

「……たくさん？」

「なにか変なこと言ったか？」

「それって……和泉いずみ先生基準のたくさんなのかなって」

「なにせ、どんな話なら舞台に合うのかわからんからな。色んな種類の話を、全力で、書けるだけ書くさ」

　舞台脚本を書いたことがなく、『世界妹セカイモ』のすべてを知り尽くしている和泉いずみマサムネが、現時点で進められる仕事は、それくらいだろうから。

「紗さ霧ぎりのおかげで方針が定まったよ。ありがとう」

「どういたしまして。私も、自分の仕事を全力で進める」




「「お互いがんばろう！」」




　相棒と、拳を合わせた。いつものように。

　渦巻いていた不安は、すべて創作のモチベーションへと転換された。

　いつだってそうだった。

　最初からそうだった。

　エロマンガ先生こそが、俺の力の源。

　そして紗さ霧ぎりは、

「兄さん」

　と、呼び方を改め、すぐ間近で俺を見上げる。

「どうした？」

「あの……少しでも、元気が出たら……って……だから……その」

　頰を真っ赤に染め上げて、背伸びをし──

「……うまくいったら、ちゅーしてあげる」

　俺の耳元でささやいた。

　その効果たるや。

　それこそ書くまでもないだろう。

　勝ったな。




　そうして──。

　俺たちは、『世界妹セカイモフェス』に向けて創作を始めた。

　エロマンガ先生は、フェスに関する『秘密の仕事』をばりばり進め。

　俺は、舞台脚本の叩たたき台だいをたくさん作り、皆に助けられながら、ブラッシュアップしていく。

　病院の個室を使って打ち合わせをし、半死半生の真ま希き奈なさんも参加して、さらに良いいものへと仕上げていく。

　たった数日。

　だけど、濃密な時間だった。

　もしかしたら、いままでの人生でも一番じゃないかってくらいに。

　何かを作っていると、時間ってのはあっという間に過ぎ去っていく。

　アニメは話数を重ねていき、月が替わり、自著の新刊が出て──

　勝負の日がやってきた。

『世界で一番可か愛わいい妹・フェスティバル』の開催日。

　俺と紗さ霧ぎりは、エルフを連れて、会場へとやってきた。

　数千人の収容人数を誇る大きなホールだ。

「ねぇ、兄さん……すっごくたくさん人がいるね。もしかして……これ、ぜんぶ？」

　紗さ霧ぎりが、俺のそでを、きゅ、とつかむ。

「そうっぽい、な」

　会場の周囲には、まだ開場前だというのに、たくさんの人が集まっていた。

　ざわめきに混じって作品タイトルやキャラの名前、出演声優の名前などが漏れ聞こえてくる。

「……わ、私、緊張してきた」

「大丈夫だって。俺たちが登壇するわけじゃないんだから」

　と、言いつつ俺も緊張している。

「あんたたちって、ほんっと小心者よねー！　わたしは『爆炎のダークエルフ・フェス』のとき、自ら登壇して、ファンたちにありがたい言葉を授けてきたというのに！」

　エルフが堂々と胸を張って、武勇伝を語っている。

　紗さ霧ぎりが俺のすぐそばから、エルフにジト目を向けた。

「エルフちゃんは、好きでやってるだけでしょ」

「くふふ、なんならライブで一曲歌いたいくらいだったわ。兄貴に却下されちゃったけど」

「アニメのイベントに行ったら、原作者の歌を聞かされるとか、ファンがびっくりするだろ」

　まぁエルフ先生の歌なら、俺も聞きたいけどさ。

　彼女は、上機嫌な様子で俺たちの顔を観察し、いつもどおりに正解を引き当てる。

「あ、わかったー。今日のイベントって、『陽ヴァンフェス』との勝負でもあるから。それで余計に緊張してんのね」

「……エルフちゃん、大正解」

「『陽ヴァンフェス』のミュージカル、むちゃくちゃスゴかったものね」

「あー……だなぁ」

　三人揃そろって回想する。

　数日前に開催された『陽光のヴァンパイア・フェスティバル』。

　原作者に招待された俺たちは、いつもの面メン子ツで観みに行って、月見里やまなしさんの自信作を体験してきたばかりなのであった。

「ったく、月見里やまなしさんめ。どーりで自信満々なわけだぜ」

　原作漫画のキャラクターが、そのまま現実世界に降臨したような完成度で、歌い、闘い、舞い踊る。これこそが本物の２・５次元なのだと声高に主張するような。

　舞台を思い返すたびに、ため息が出る。

　それくらい素晴らしいステージだったのだ。

「マサムネ、紗さ霧ぎり。ひとつ聞くけれど──」

　委縮し硬くなる俺たちに向かって、エルフは挑発するように、

「──勝つ自信がないの？」

「まさか！」「ぜったい勝つ！」

「そ。なら、その緊張を楽しみなさい。わたしも期待しているわ──『陽ヴァンフェス』を凌りよう駕がする、あんたたちの作品にね」

　そうやって彼女は、いつだって快活に、俺たちの背を押してくれる。

　最高の親友で、ライバルで、恋敵。

「うん、そうする……エルフちゃん」

　紗さ霧ぎりも俺も、すっかり元気になった。

　三人並んで、会場へと入っていく。

　忙しそうにしているスタッフたちの脇を通り過ぎ、関係者用の入場証を首から下げる。

　そこで、神楽かぐら坂ざかさんが俺たちに気付き、片手を上げた。

「お待ちしてました和泉いずみ先生、エロマンガ先生。それと山やま田だ先生も。──皆さん、もういらしてますよ」

　彼女に連れられ、鉄てつ扉ぴをくぐり、控え室へと向かう。

　中には、俺と紗さ霧ぎりが招待した友人たちが、ずらりと揃そろっていた。

「ムネくん、紗さ霧ぎりちゃん！　今日はありがとね！　キミと友達でよかったよぉ～～～」

「おにーさんっ、紗さ霧ぎりちゃん！　友達と一緒に来たよぉ～～～～っ」

　真っ先に声をかけてきたのは、智とも恵えとめぐみ。このふたりが揃そろうと、まるでたかさご書店にいるかのような安心感を覚える。

　めぐみが連れてきた友達というのは、夏なつ目め綾あやちゃんと白しら鳥とり揚あげ羽はちゃん。

　俺にとっては少々懐なつかしい面々だが……覚えているだろうか？

「「こんにちわっ」」

　ふたりは俺に向けてぺこりとお辞儀をし、次いでめぐみが仕切る形で、紗さ霧ぎりと挨拶を交わす。

　その間、俺とエルフは控え室を奥に進み、

「来たぞ、マサムネ君！」

「お招きいただきありがとうございます、マサムネお兄様」

「お久しぶりです、先生」

「三人とも、来てくれてありがとう」

　ムラマサ先輩と、その親友である宇う佐さ美み鈴すず音ね、そして彼女たちの先輩である九く条じよう智とも代よさんたちと言葉を交わす。俺は、とある光景を脳裏に思い描きながら、

「三人が並んでると、菜なの花はな学園の文化祭を思い出すな」

「そうですわね──『コスプレきっさ♡』で働く愛らしい花はなちゃんの姿を、昨日のことのように思い出しますわ」

「消せ！　そんな記憶！」

　恥じらって荒ぶるムラマサ先輩。鈴すず音ねはいつもこうやって彼女をからかい、魅力を大いに引き出していく。

　そんな親友同士だった。

　ムラマサ先輩は、ごほんと咳せき払ばらいで話題をリセットし、嬉うれしそうな笑顔を俺に向ける。

「マサムネ君！　私はこの日を、ずっと楽しみに待っていた。イベントが終わるまでは絶対に死なぬぞと固く誓っていた。きっと会場の皆も、同じ気持ちだろう」

「直前にプレッシャーかけないでくれよ」

「ふふふ……悪いが謝らんぞ。信じているからな。期待以上のものを見せてくれると」

「あぁ、それは大丈夫だと思う。先輩やエルフにも協力してもらったからな」

　あっさりと受け止めた。

　ファンに対する当然の態度。それももちろんあるけれど……。

　確たる自信があったから。

　俺やエロマンガ先生を含む、すべての関係者の頑張りと実力を、この目で見続けてきたから。

「俺も楽しみだ。みんなに観みてもらうのがさ」

「はははっ！　そうか！　そうか！　君たちがくれた特等席で、体験させてもらう！」

　今日は、この控え室にいる全員で並んで座り、イベントを観みる。

　席が少し離れるが、京きよう香かさんや草くさ薙なぎ先輩、シドーくんらも来てくれることになっている。

　もちろん雨あま宮みや監督や赤あか坂さかＰ、真ま希き奈なさんも会場入りしているだろう。

　そして。

　原作小説の読者や、アニメで『世界妹セカイモ』を好きになってくれたファンたちが、大勢来ているだろう。

　失敗は決して許されない。和泉いずみマサムネとエロマンガ先生にとって、将来を左右する分ぶん水すい嶺れいといっても過言ではない。プレッシャーは特盛りで、今度こそ俺たちにもうできることはなくて、できることをやり尽くしていて、もはや成功を祈ることしかできはしない。

　それが嬉うれしかった。

　みんなと一緒に、祭りの総決算を迎えられることに、胸が高鳴るばかり。

　ああ──

　早く、早く始まってくれ！

　原作者の胸中は、会場に早く着きすぎてしまった人々と、まったく同じだったと思う。




　大ホールを埋め尽くす観客たち。

　俺たちが座る関係者席は、二階席の最前列。

　俺は紗さ霧ぎりと並んで座り、その隣には、月見里やまなしがんま先生の姿もある。

　一度は立ち消えになりかけた『世界妹セカイモ』と『陽ヴァン』の勝負。

　決着を付けるため、観みに来きてくれたのだ。

　そうして。

『世界で一番可か愛わいい妹・フェスティバル』。

　人生最大の祭り。その総決算となるイベントが幕を開けた。

　まずは声優陣が登壇し、来場者に挨拶をしてくれた。

　それからすぐに、声優陣とアニメスタッフとの対談が始まる。

　無口すぎる雨あま宮みや監督に、声優陣が四苦八苦しながら話題を振っているのが、おかしかった。

　会場のファンと共にアニメの名場面を振り返ったり、制作の裏話を聞いたり……。

　穏やかな時間が過ぎていく。

　続いてのプログラムは、主題歌を歌うアーティストのライブだ。

　観客たちがどよめくたびに、心臓が跳ね、ホールを見回してしまう。

　主題歌のイントロが流れる中、エロマンガ先生と目が合って、笑い合う。

「ふふっ……」

「……っはは」

　思い出す。アニメの第一話を、ふたりで観みた日のことを。

　そして同じように、最終話を観みた日のことを。

　ほんの少しのさみしさと、込み上げてくる達成感。

　生涯忘れられない、紗さ霧ぎりとの思い出。

　今日のイベントも、あの日々に並ぶものになればいい。

　順調にプログラムは進んでいき──

「そろそろ……はじまるね」

「あぁ、どうなるかな」

　朗読劇が始まった。

　和泉いずみマサムネが初めて舞台脚本を書き、皆と協力して磨き上げたシナリオ。

　苦心の成果が、ついに皆に届くときだ。

　思えば……。

　いままで俺は、たくさんの読者に、たくさんの物語を届けてきたけれど。

　読んだその場で、俺の前で、リアクションをくれるのは、仕事相手や親しい友人、家族……そういった人たちだけだった。

　自分の読者がラノベを読み、楽しんでくれている現場を、この目で見ることはできなかったんだ。仕事の成果を、この目で直接確認できる機会は、生まれて初めてなのかもしれない。

　舞台から、あえて視線を外し、周囲を見る。

　そこにあるのは、ファンたちの顔だ。

　暗いホールに照明がきらめくたび、色とりどりの笑顔が浮かび上がる。

　このステージは、ライトノベルではないけど。

「絶対叶かなわないと思ってたことが、叶かなった気がする」

「がんばって、よかったね」

「……あぁ」

　妹の瞳が、俺を真まっ直すぐ見つめている。

　彼女と、すべてを共有しているような感覚があった。

　やがて朗読劇が終わり、『世界妹セカイモフェス』最後のプログラムが始まった。

　さんざん俺が『明かせない』ともったいぶってきた代物である。

　客席がざわめいた。それは、事前告知されていたプログラムに含まれていなかったからだ。

　皆の前に、美しいステージ衣装を着た少女が現れる。

『世界で一番可か愛わいい妹』に登場するメインヒロインそのものだ。

　最新の立体映像技術によって、本当にそこにいるかのように見えている。

「…………あんなふうになるんだ」

　エロマンガ先生が、小さな吐息を漏らした。彼女がずっとひそかに進めていた仕事というのがこれだ。ヒロインの、『ライブ衣装姿』をデザインするというものだった。

「……言葉もないな」

　ラノベ作家失格の月並みすぎるコメントしかできないが……。

　幻想的な光景だ。

　アニメからそのまま抜け出てきたような彼女は、ぼんやりとした燐りん光こうをまとっていて、精霊のような幽霊のような、不思議な感覚を覚える。

　精霊めいた彼女が観客に向かってハキハキと挨拶をしている間、ざわめいていた客席は静まり返ってしまい、俺は紗さ霧ぎりと共に、不安な気持ちで見守っていた。

　顧みてみれば、サプライズが効きすぎて、度肝を抜かれていたのだろう。

　次の瞬間、堰せきを切ったように、大歓声が巻き起こった。

　空気がびりびりと震えていた。肌がしびれ、金縛りのように動けなくなった。手には力が入らず、皆の顔を見回したいのに、首を動かすことすら難しかった。

　だから、ずっとステージから目を離さずにいた。

　最初から最後まで、ずっと観みていた。

　俺が書き、妹が描いて、そうして生まれた彼女の晴れ舞台を。

　キャラクターソングを楽しそうに歌っている姿を。

　時間の感覚がおかしくなっていた。一瞬のようにも、永遠のようにも感じていた。

　胸から無限に湧き出てくる感情の奔流は、分類することすらままならない。

　俺はいま、嬉うれしいのだろうか。楽しいのだろうか。感動しているのだろうか。

　わからない。ひたすら胸が苦しくて、涙が出てくる。

　いつの間にか歌が終わり、拍手と歓声が俺たちを殴り始めた。乱暴な先輩に、頭をぐしゃぐしゃされているような感触が長く続いた。客席が、ひときわ強く盛り上がり、

「わぁ……っ」

　光が溢あふれた。

　皆が、ペンライトを振っていた。光の軌跡が、あちこちで乱舞していた。

　ばらばらの色。ばらばらのタイミング。乱雑な動きには、ひとりひとりの感情が乗っている。

　ステージの幕が下りていく。

　祭りが終わったことを実感した。




「兄さん」
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　紗さ霧ぎりの声に振り向くと、不意打ちでキスされた。

「なっ……お、おまえ……」

「約束……したから」

　呆ぼう然ぜんと赤面する俺に向かって、彼女は頰を朱に染め、微ほほ笑えみかける。




「……大好き」

「……俺も」




　人生に、悔いのない生き方なんか存在しない。

　やるべきこともやりたいことも山積みで、いつ死んでも悔いだらけだ。

　だけど、いま、この瞬間なら、死んでもいい。

　そう思った。
















　──それから。
















　和泉いずみマサムネ作のライトノベル『世界で一番可か愛わいい妹』は、いま執筆中の二十巻で完結する。

　自室で最終巻を書きながら、俺たちは『世界妹セカイモフェス』の思い出を回想していた。

「フェスが終わった後、月見里やまなしさんが会いに来てくれたんだよな」

「そうそう、そうだったね。それで──」




　──おめでとう、キミたちの勝ちだよ。




　可か憐れんな笑顔で、寿ことほいでくれた。




　──もちろんあたしは原作者だから、負けを認めるわけにはいかないんだけど。

　──キミたちの勝利をお祝いするくらいなら、いいでしょ？

　──なんたって、あのステージは、もうあたしの作品でもあるんだから。




「悔しそうな、嬉うれしそうな……不思議な表情を、覚えてる」

「俺たちだって、似たようなもんだったろ。あの日は……すごい体験が重なりすぎてさ」

「……どんな気持ちだったか、思い出そうとしてもうまくいかない」

　だから、何度だって思い出を語ろうぜ。

　人生最高に幸せだったあの日のことを。

　夢に向かって突き進んでいた日々のことを。

「もうすぐラストシーンだ」

　話しながらも、俺の指はキーを叩たたく。

　物語は進んでいき、『世界で一番可か愛わいい妹』の終わりが近づいてくる。

　思い返せば、俺たちの物語は常に、この作品と共に歩んできた。

　紗さ霧ぎりとの関係が変わったのも、エルフと出会ったのも、ムラマサ先輩が大暴れしたのだって、『世界妹セカイモ』がきっかけだった。

　たかさご書店でフェアをしてもらったり、アルミ先生と勝負したり、コミカライズが決まったり。

「……色々あったよな」

　アキバに行ったり、合宿で海に行ったり、文化祭に行ったり、神社に行ったり。

　豪勢なホテルでエルフの母親と対決したのも、よく覚えている。

　語り出したらきりがないくらい、波乱万丈な日々だった。

「……色んなところに行ったよね」

「おまえは遠隔で参加してただけじゃん」

「いまはいつも一緒だもん」

「そうだな。ずーっと、一緒だ」

　最近、エロマンガ先生が遠隔で参加していた遠出を、行き直しているんだ。

「次は海合宿に行こう！」

「おう、みんなでな」

　大切な思い出を反はん芻すうしながら。ときには、エルフやムラマサ先輩、めぐみたちと一緒に。

「もう、最終巻なんだね」

「おう。長い旅も、ようやく終わりだ」

「嬉うれしい？　それとも……さみしい？」

「どうだろな。アニメ二期で、むちゃくちゃ忙しかったし──せいせいする気持ちもあるけど」

「もう」

「一番強いのは、わくわくする気持ち」

「へえ……」

「意外か？」

「ううん、わかる」

　作品の終わりは、決して永遠の別れではない。

　いつか再び、この手で彼らの物語を書くこともあるだろう。

　そうでなくとも、一度生まれたキャラクターたちとは、忘れなければいつでも会える。

　遠くに引っ越した、旧友のように。

　或あるいは。

　俺たちが毎年、親おや父じや母さんと会うように──

　もしも忘れたって、思い出せばいつでも会える。

　そういうものだと俺は思う。

　たとえ物語が完結して、『前作』と呼ばれるようになっても。

　たとえ作者が死んでいなくなろうと。いずれ時が経たって、忘れ去られる日がきても。

　残るものはあるだろうさ。

「「それに──」」

　声を揃そろえて言った。




「書きたい作品がたくさんあるんだ！」

「描きたいものがたくさんある！」




　旅が終われば、新しい旅が始まる。さみしがってる場合じゃない。楽しむ準備をしなければ。

　残りページもわずかになった。

　思い出しながら、終わらせよう。

　俺が妹の、とんでもない秘密を知ったあの日のことを。

　二人で体験してきた、いくつもの大騒動を。

　宇宙一可か愛わいい妹と、ごく平凡な兄の話。

　イラストレーター・エロマンガ先生と、ラノベ作家・和泉いずみマサムネの物語。

　一回くらい、笑ってもらえりゃ幸いだ。

　最後の締め方だけは、もう決まっている。




「次はどんなラノベを作ろうか、エロマンガ先生」

「そんな名前のひとはしらないっ！」




　俺の妹は、こんなに可か愛わいい。
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あとがき






　伏ふし見みつかさです。

　書くべきことは、すべて本編で書ききってしまいましたので、あとがきになにを書こうか、迷っております。

　本作の一巻が発売されてから、長い時間が経たち、ついに最終巻を書き終えることができました。

　かんざきひろ先生、ありがとうございました。

　読者の皆様、ありがとうございました。

　本作に登場したキャラクターを、ひとりでも好きになっていただけたなら。

　一度でも笑っていただけたなら。

　これからも、時々思い出していただけたなら。

　とても嬉うれしいです。





二〇二二年六月　伏ふし見みつかさ
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エロマンガ先せん生せい⑬




エロマンガフェスティバル








伏ふし見みつかさ
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